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表
紙

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

　

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
は
、
３
月
中
旬
か
ら
春
の
花

が
見
頃
を
迎
え
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑
っ
て
い
ま

す
。
香
り
高
い
ス
イ
セ
ン
、
カ
ラ
フ
ル
で
可
愛
ら
し
い

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、爽
や
か
な
ブ
ル
ー
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
、

春
の
花
々
が
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
ま
す
。

　

中
で
も
、「
死
ぬ
ま
で
に
行
き
た
い
！
世
界
の
絶
景
」

に
選
ば
れ
た
丘
一
面
を
埋
め
尽
く
す
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は
、

空
の
青
・
海
の
青
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
美
し
く
、
青
一

色
の
世
界
に
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
大
草
原
、
遊
園
地

も
あ
り
、
家
族
で
の
お
出
か
け
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
で
楽
し
む
な
ら
「
磯
遊
び
」
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
の
磯
崎
〜
平
磯
海
岸
に
は
、

海
の
生
き
物
と
触
れ
合
え
る
磯
場
が
た
く
さ
ん
。
カ
ニ

や
ヒ
ト
デ
な
ど
を
自
分
で
見
つ
け
た
と
き
の
嬉
し
さ

は
、
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場
で
は
、
新
鮮
な
海

の
幸
が
お
待
ち
か
ね
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
海
鮮

丼
は
、
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
ま
す
よ
。

　

花
と
、
海
と
、
ご
ち
そ
う
。

　

春
の
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
い
か
が
で
す
か
。

　　

問
い
合
わ
せ
先
＝
ひ
た
ち
な
か
市
観
光
振
興
課
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幕
末
の
開
港
５
港
の
一
つ
で
千
年
を
超
す
歴
史
を
も
つ
港
町
の

新
潟
市
は
２
０
０
５
年
、
日
本
一
の
美
田
地
帯
で
あ
る
近
隣
市
町

村
と
大
合
併
し
、２
０
０
７
年
に
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
市
の
水
田
面
積
は
全
国
市
町
村
の
中
で
は
最
大
で
、
47
都
道

府
県
と
比
較
し
て
も
島
根
県
よ
り
広
く
31
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま

す
。

　

田
園
型
政
令
市
の
挑
戦

　

新
潟
市
は
「
田
園
型
政
令
市
」
と
し
て
６
次
産
業
化
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
国
か
ら
評
価
さ
れ
、
２
０
１
４
年

５
月
に
「
大
規
模
農
業
の
改
革
拠
点
」
と
し
て
国
家
戦
略
特
区
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
手
企
業
が
次
々
と
農
業
参
入

　

昨
年
３
月
、
戦
略
特
区
と
し
て
の
規
制
緩
和
を
活
用
し
、
全
国

初
の
特
例
農
業
法
人
と
し
て
ロ
ー
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
新
潟
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ソ
ン
で
は
昨
秋
に
収
穫
し
た
コ
メ
を
首
都
圏
な

ど
で
塩
む
す
び
や
無
洗
米
と
し
て
販
売
。
今
年
は
カ
ッ
ト
フ
ル
ー

ツ
な
ど
幅
広
く
新
潟
市
産
を
売
っ
て
い
く
構
え
で
す
。
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
新
潟
市
は
、
大
根
や

カ
ブ
を
神
奈
川
県
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
で
販
売
し
大
人
気

で
し
た
。
こ
ち
ら
も
今
年
は
さ
ら
に
販
路
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　

農
業
が
売
り
切
る
力
を
持
っ
た
企
業
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
効
果

は
大
き
く
、
新
潟
市
で
良
い
農
産
物
を
つ
く
っ
て
い
る
農
家
に
広

く
波
及
効
果
が
及
ぶ
よ
う
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
も
協
力
し
て
い
き

ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
ロ
ー
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
も
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム

も
代
表
が
20
代
の
若
き
農
業
者
で
あ
る
こ
と
で
す
。
農
業
を
志
す

若
者
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
畑
の
再
生
も

　

２
法
人
以
外
で
は
新
潟
ク
ボ
タ
が
耕
作
放
棄
畑
に
小
麦
を
栽

培
、
今
春
か
ら
は
輸
出
用
に
特
化
し
た
コ
メ
の
栽
培
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
全
国
で
最
も
知
的
・
精
神
障
が
い
者
を
雇
用
し
て

い
る
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ
ッ
ト
は
就
労
困
難
者
と
農
業
を
結
び
付

け
ま
す
。
さ
ら
に
地
元
の
新
潟
麦
酒
が
ビ
ア
フ
ァ
ー
ム
を
、ars-

dining

は
居
酒
屋
で
提
供
す
る
食
材
を
自
前
の
農
場
で
栽
培
し

ま
す
。
間
伐
材
を
使
っ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
で
実
績
の
あ
る
Ｗ
Ｐ
Ｐ

Ｃ
（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
推
進
協
議
会
）
は
苔
の
栽
培
に
乗
り
出
し
、

苔
玉
盆
栽
の
生
産
を
手
掛
け
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
酒
米
を
栽
培

し
、
地
元
の
酒
蔵
と
と
も
に
お
酒
を
造
り
ま
す
。
ひ
ら
せ
い
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
「
も
み
殻
堆
肥
」
を
活
用
す
る
計
画
も
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
じ
く
規
制
緩
和
を
活
用
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
３
月
に
３

軒
が
相
次
い
で
店
開
き
し
ま
し
た
。
飼
育
す
る
肉
牛
を
活
用
す
る

ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
自
社
農
園
の
イ
チ
ゴ
な
ど
を
活
か
し
た

ス
イ
ー
ツ
カ
フ
ェ
、
自
慢
の
ト
マ
ト
な
ど
を
使
う
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
と
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
多
彩
で
す
。

　

農
業
や
る
な
ら
新
潟
市
で

　

ほ
か
に
も
課
税
の
特
例
措
置
を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

農
業
に
参
入
。規
制
緩
和
は
活
用
し
な
い
も
の
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
レ
タ
ス
植
物
工
場
を
手
掛
け
、

東
大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ゲ
ノ
メ
デ
ィ
ア
は
電
通
と
組
ん
で
ゲ

ノ
ム
を
解
析
、
枝
豆
や
大
豆
の
品
種
改
良
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

食
文
化
創
造
都
市
を
目
指
し
て

　
「
食
の
文
化
創
造
都
市
」
を
目
指
す
新
潟
市
は
食
の
情
報
発
信

企
業
「
ぐ
る
な
び
」
と
昨
年
、
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
新
潟
の
大
地
を
大
切
に
し
て
自
然
栽
培
な
ど
素
晴

ら
し
い
農
産
物
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
農
家
を
、
一
流
シ
ェ
フ
や
料

理
人
と
結
び
付
け
る
「
シ
ェ
フ
の
日
」
が
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、
食
の
国
際
万
博
が
開
か
れ
た
ミ
ラ
ノ
で
、
和
食
の
魅
力

を「
ピ
ー
ス
フ
ー
ド
」と
し
て
紹
介
し
た「
ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン
」チ
ー

ム
が
、
今
年
は
ピ
ー
ス
フ
ー
ド
運
動
を
日
本
で
展
開
す
る
こ
と
に

し
、
活
動
拠
点
を
新
潟
市
に
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
市
は
農
業
戦
略
特
区
で
築
い
た
土
台
の
上
に
、「
食
の
文

化
創
造
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。「
美
食
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
と
も
連
携
し
、「
美

食
と
美
酒
の
都
市
に
い
が
た
」を
つ
く
る
こ
と
が
次
の
目
標
で
す
。

篠田　昭新潟市長

農業戦略特区から「美食の都市」に

essay

地域づくり 本編



深
刻
な
危
機
が
続
く
地
域
医
療

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
減
っ
て
い
る
が
、
地
域
医
療
の
危

機
は
続
い
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
病
院
を
訪
問
し
、
そ

の
経
営
状
況
を
分
析
し
て
感
じ
る
の
が
病
院
の
二
極
化
で

あ
る
。
図
１
は
経
営
主
体
別
の
医
業
収
支
比
率
（
医
療
を

行
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
と
収
支
の
比
率
）の
推
移
で
あ
る
。

他
の
経
営
主
体
が
改
善
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
町
村

立
病
院
が
平
成
16
年
度
の
89
・
７
％
か
ら
平
成
25
年
度
の

82
・
５
％
に
急
激
に
収
益
状
況
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
図
２
は
病
床
規
模
別
の
医
業
収
支

比
率
の
推
移
で
あ
る
。
３
０
０
床
以
上
の
病
床
規
模
が
大

き
い
病
院
は
改
善
の
傾
向
に
あ
る
が
、
１
９
９
床
以
下
の

中
小
病
院
の
経
営
は
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
特
に
50
床
未

満
の
病
院
は
平
成
16
年
度
の
81
・
２
％
か
ら
平
成
25
年
度

の
71
・
３
％
に
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
。

　

都
市
部
に
あ
る
３
０
０
床
以
上
の
大
病
院
の
経
営
は
改

善
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
町
村
を
中
心
と
し
て
地
方
に

あ
る
中
小
病
院
の
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現

在
の
自
治
体
病
院
の
状
況
で
あ
る
。

　

地
方
の
中
小
病
院
の
経
営
悪
化
の
最
も
大
き
な
要
因
は

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
人
材
の
不
足
で
あ
る
。
平
成

16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
医
師
の
臨
床
研
修
制
度

は
、
大
学
医
局
の
医
師
派
遣
能
力
の
低
下
を
生
み
、
派
遣

を
行
っ
て
い
た
病
院
か
ら
医
師
を
引
き
揚
げ
る
動
き
が
起

き
た
。
そ
の
後
、
交
通
の
便
の
良
い
都
市
部
の
大
病
院
は

医
師
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
、
初
期
・
後
期
研
修
医
な
ど

若
手
医
師
が
勤
務
す
る
こ
と
で
医
師
数
を
増
加
さ
せ
る
病

院
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
地
方
の
中
小
病
院
は
医
師

研
修
体
制
を
確
立
す
る
余
力
が
な
く
、
大
学
医
局
か
ら
の

医
師
派
遣
も
細
っ
た
ま
ま
で
、
な
か
な
か
医
師
数
が
増
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
医
師
に
関
し
て
は
現
在

各
都
道
府
県
で
地
域
枠
の
医
師
養
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
医
師
の
一
定
数
が
地
方
の
中
小
病
院
に
勤
務
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

問
題
は
看
護
師
不
足
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
の
７
対
１

看
護
単
位
の
導
入
に
よ
り
、
全
国
で
看
護
師
争
奪
戦
が
起

き
て
い
る
。
医
師
と
同
様
に
若
い
看
護
師
も
研
修
体
制
の

充
実
し
た
都
市
部
の
大
病
院
に
勤
務
す
る
傾
向
が
強
く
、

地
方
の
研
修
力
の
な
い
中
小
病
院
に
は
勤
務
し
な
い
。
勤

務
す
る
看
護
師
の
平
均
年
齢
が
高
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
看

護
師
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
と
病
棟
が
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
確
実
と
い
う
病
院
も
多
い
。
医
師
不
足
よ
り
も

看
護
師
不
足
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
図

2

特 集

伊
関
　
友
伸

医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

適
切
な
投
資
と
良
い
人
材
の
投
入

城
西
大
学
教
授

︱
地
域
の
病
院
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
︱

筆者プロフィール

    伊関 友伸氏
     （いせき・ともとし）

　1961 年東京都生まれ。東京都立大学
法学部卒。東京大学大学院法学政治学研
究科修士課程修了。1987 年埼玉県入庁、
県立病院課、精神保健総合センターなど
を経て、2004 年城西大学経営学部准教
授。2011 年同教授。研究テーマは、行
政評価、自治体病院の経営、保健・医療・
福祉のマネジメント。主な著書は「自治
体病院の歴史̶住民医療の歩みとこれ
から」「まちの病院がなくなる！？　地
域医療の崩壊と再生」など。

地域づくり 本編 2016・４月号



3

特 集

３
は
、
地
方
公
営
企
業
年
鑑
に
よ
る
、
あ
る
町
立
病
院

（
１
４
８
床
）
の
医
師
・
看
護
師
数
の
推
移
で
あ
る
。
平

成
16
年
度
以
降
医
師
が
減
少
し
は
じ
め
、
最
近
で
は
看
護

師
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
、
こ
の
病
院

は
町
本
体
の
財
政
状
況
も
悪
い
こ
と
か
ら
存
続
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。

現
在
の
病
院
経
営
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　

そ
も
そ
も
現
在
の
病
院
経
営
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
図
４
は
わ
が
国
の
診
療
報
酬
が

ど
の
分
野
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
昭
和
の
時
代
は
、「
薬
価
差
益
」
と
し
て
薬

や
注
射
な
ど
に
診
療
報
酬
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
た
（
武

見
太
郎
日
本
医
師
会
長
の
力
が
強
く
開
業
医
に
有
利
な
報

酬
体
系
で
あ
っ
た
）。
現
在
の
診
療
報
酬
は
技
術
に
対
し

て
適
切
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。病
院
は
、

職
員
を
雇
用
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
収
益
を
上

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
平
成
24
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
「
感
染
症

管
理
加
算
１
・
２
」
が
創
設
さ
れ
た
。
病
院
内
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に
診
療
報
酬
の
加
算
を
与
え

る
も
の
で
あ
る（
加
算
１
は
入
院
初
日
に
４
０
０
点（
４
千

円
）、
加
算
２
は
入
院
初
日
に
１
０
０
点
（
千
円
））。
加

算
１
を
取
得
す
る
た
め
に
は
①
専
任
の
院
内
感
染
管
理
者

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
感
染
防
止
対
策
部
門
を
設
置
し
て

い
る
②
感
染
防
止
対
策
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
感
染
防
止
に

係
る
日
常
業
務
を
行
う
︱
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
看
護

師
に
つ
い
て
は
、
５
年
以
上
感
染
管
理
に
従
事
し
た
経
験

を
有
し
感
染
管
理
に
係
る
適
切
な
研
修
を
修
了
し
た
専
任

の
看
護
師
を
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
感
染
管
理

認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
多
い
）。
職
員
が
研

修
し
て
い
な
い
と
加
算
が
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は

病
院
と
名
が
つ
く
以
上
、
感
染
症
の
対
策
は
当
然
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
加
算
２
の

感
染
防
止
対
策
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
感
染
防
止
に
係

る
日
常
業
務
を
行
う
こ
と

も
で
き
て
い
な
い
病
院
も

あ
る
。
感
染
症
管
理
加
算

に
限
ら
ず
、
診
療
報
酬
加

算
の
取
得
は
、
病
院
の
医

療
提
供
の
質
を
上
げ
る
と

共
に
収
益
向
上
を
図
る
病

院
に
お
け
る
最
も
重
要
な

経
営
改
善
手
法
の
一
つ
で

あ
る
。
加
算
を
取
得
す
る

た
め
の
人
材
投
資
が
必
要

な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

条
件
の
悪
い
地
方
の
病
院

こ
そ
、
研
修
の
充
実
な
ど

若
い
医
師
・
看
護
師
が
勤
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図１　経営主体別の医業収支比率の推移	
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図２　病床規模別の医業収支比率の推移	
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図3　ある自治体病院の医師・看護師数の推移›	
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図４　医療費1件当たりの寄与度	


厚生労働省「社会医療診療行為別調査」より作成	


図４　医療費1件当たりの寄与度	


厚生労働省「社会医療診療行為別調査」より作成	
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務
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

一
般
会
計
繰
入
金
は
果
た
し
て「
悪
」な
の
か

　

自
治
体
病
院
に
対
す
る
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
、

他
の
病
院
に
は
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

不
公
平
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

指
摘
は
、
少
な
く
と
も
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
苦
し
む
地

方
の
自
治
体
病
院
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。
あ

る
地
方
の
医
療
関
係
者
が
「
過
疎
地
は
競
争
で
は
問
題
が

解
決
し
な
い
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、筆
者
も
同
じ
考
え
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
医
療
提
供
に
関
す
る
都
市
と
地
方
の
格
差

は
広
が
る
一
方
で
あ
る
。
開
業
医
も
引
退
し
て
、
自
治
体

病
院
が
地
域
で
唯
一
の
外
来
機
能
を
有
す
る
場
合
も
多

い
。
外
来
機
能
を
守
る
た
め
に
も
病
院
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
る
。
医
療
機
関
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
住
民

は
生
活
で
き
な
く
な
る
。病
院
は
地
域
の
生
命
線
で
あ
る
。

知
恵
と
お
金
を
使
っ
て
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
当
然
、
地
方
に
あ
る
病
院
は
自
治
体
病
院
だ
け
で

な
い
、
日
赤
や
済
生
会
、
厚
生
連
、
民
間
病
院
を
含
め
て

地
域
の
医
療
を
支
え
る
病
院
に
は
財
政
的
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。
実
際
、
地
域
に
と
っ
て
唯
一
の
民
間
病
院
を
自

治
体
病
院
化
し
、
指
定
管
理
に
よ
る
医
療
継
続
を
し
よ
う

と
い
う
例
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
で
「
官
か
ら
民
」

で
は
な
く
「
民
か
ら
公
」
と
い
う
流
れ
が
起
き
て
い
る
。

　
「
産
業
と
し
て
の
病
院
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
地

方
の
自
治
体
病
院
の
支
出
の
約
６
〜
７
割
は
人
件
費
で
あ

る
。
地
域
に
お
け
る
重
要
な
雇
用
先
と
い
う
面
が
あ
る
。

食
材
や
物
品
の
購
入
な
ど
で
地
域
に
落
ち
る
お
金
を
相
当

額
に
及
ぶ
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
地
方
の
自
治
体
病
院
は
、
都
市
と
地

方
の
税
の
格
差
を
埋
め
る
再
分
配
機
能
を
有
し
て
い
る
。

税
の
再
分
配
な
く
、
条
件
の
悪
い
地
方
で
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
税
の
再
配
分
の
方
法
と
し
て
、
地
方

に
住
民
の
命
を
守
る
病
院
を
設
置
し
、
医
療
者
を
雇
用
し

て
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。
自
治
体
病
院

に
対
す
る
地
方
交
付
税
＋
自
治
体
の
一
定
の
持
ち
出
し
で

病
院
を
運
営
で
き
る
な
ら
問
題
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
一
方
、
医
療
機
関
の
持
続
可
能
な
運
営
を
考
え
、

必
要
で
あ
れ
ば
距
離
の
近
い
複
数
の
病
院
の
再
編
統
廃
合

を
行
う
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
。
地
域
の
医
療
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
病
院
の
置

か
れ
た
経
営
環
境
に
関
す
る
情
報
の
収
集
（
勉
強
）
と
リ

ア
ル
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

　

総
務
省
も
、
平
成
27
年
３
月
に
新
し
い
「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
た
が
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

入
れ
た
後
の
「
経
常
収
支
の
黒
字
」
を
重
視
し
て
い
る
。

必
要
な
ら
一
般
会
計
の
繰
入
金
を
入
れ
る
こ
と
は
必
要
と

い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　

気
に
な
る
の
が
、
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
普
通
地
方

交
付
税
の
算
定
基
礎
が
「
許
可
病
床
数
」
か
ら
「
稼
働
病

床
数
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
医
師
・
看
護
師
不
足
な
ど

に
よ
り
大
幅
に
病
床
利
用
率
を
減
ら
し
て
い
る
地
方
の
中

小
病
院
の
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

へ
き
地
の
中
小
病
院
の
特
別
地
方
交
付
税
の
増
額
な
ど
の

財
政
措
置
が
必
要
と
考
え
る
。

地
方
の
自
治
体
病
院
の
再
生
事
例

　
―
公
立
邑
智
病
院

　

地
方
の
条
件
の
悪
い
中
山
間
地
の
病
院
の
医
療
再
生
の

モ
デ
ル
事
例
と
し
て
、
島
根
県
邑
南
町
・
川
本
町
・
美
郷

町
が
組
合
を
設
置
し
て
運
営
す
る
公
立
邑
智
病
院
（
一
般

病
床
98
床
）
が
あ
る
。
平
成
16
年
度
の
新
医
師
研
修
制
度

を
契
機
に
常
勤
医
師
が
７
人
ま
で
減
少
。
経
営
不
安
か
ら

看
護
師
も
相
次
い
で
退
職
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
み
、

平
成
13
年
度
に
87
・
２
％
あ
っ
た
病
床
利
用
率
が
、
平
成

18
年
度
に
は
48
・
４
％
に
低
下
し
た
。
こ
の
た
め
、
邑
南

町
出
身
の
石
原
晋
医
師
が
病
院
建
て
直
し
の
新
院
長
と
し

て
赴
任
し
た
（
現
在
、
石
原
医
師
は
院
長
を
退
き
参
与
と

し
て
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
）。

　

石
原
医
師
が
院
長
に
就
任
し
て
最
初
に
行
っ
た
こ
と

は
、約
３
千
万
円
の
費
用
を
か
け
て
「
３
Ｋ
（
暗
い
、汚
い
、

臭
い
）撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。省
エ
ネ
型
照
明
へ
の
変
更
、

壁
紙
・
床
の
張
り
替
え
、
備
品
の
更
新
、
ト
イ
レ
の
改
修

な
ど
を
行
っ
た
。

　
「
職
員
満
足
を
至
上
の
価
値
と
す
る
」「
病
院
職
員
全
員

の
や
り
が
い
、
生
き
が
い
、
専
門
性
を
お
互
い
に
尊
重
す

る
」
こ
と
を
病
院
の
最
も
重
要
な
基
本
方
針
と
し
、
専
門

分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
各
部
門
の
垣
根
を
な
く
し
、
相
互
に

助
け
合
う
「
教
え
や
い
こ
、
助
け
や
い
こ
」
を
病
院
の
合

言
葉
と
し
た
。

　

医
師
不
足
に
関
し
て
は
「
萎
縮
医
療
」
と
「
背
伸
び
医

療
」
の
は
ざ
ま
を
認
識
し
て
、
無
理
は
せ
ず
、
必
要
で
あ

れ
ば
紹
介
も
行
う
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
８
割
に
対
応
で
き
る

医
療
を
目
指
し
た
。
地
域
の
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
・
自

治
体
病
院
と
し
て
、
救
急
車
を
断
ら
ず
全
員
で
何
で
も
診

る
総
合
医
に
よ
る
総
合
診
療
を
目
指
し
た
。
医
療
ク
ラ
ー

ク
の
導
入
に
よ
る
医
師
の
負
担
軽
減
も
進
め
た
。
経
営
安

定
後
は
電
子
カ
ル
テ
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
導
入
、
Ｃ

Ｔ
の
更
新
な
ど
、
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
た
。「
日
本
一

の
子
育
て
村
」
を
目
指
す
地
元
邑
南
町
の
政
策
実
現
の
た

め
、
平
成
20
年
度
に
は
新
た
に
島
根
大
産
婦
人
科
医
局
よ

り
産
婦
人
科
の
派
遣
を
受
け
た
。
山
間
地
の
医
療
再
生
に

取
り
組
む
石
原
医
師
の
取
り
組
み
に
共
感
す
る
医
師
が
病

院
で
勤
務
す
る
と
い
う
流
れ
が
起
き
、
平
成
26
年
度
に
は

医
師
10
人
体
制
（
産
婦
人
科
医
、
小
児
科
医
、
外
科
医
、

麻
酔
科
医
、
内
科
医
、
総
合
診
療
医
）
を
回
復
し
た
。

　

看
護
師
不
足
に
つ
い
て
は
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
臨

床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど

雇
え
る
職
種
を
何
で
も
雇
っ
た
。
看
護
師
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
心
が
け
た
。
採
血
や
エ
コ
ー
検
査
は
臨
床
検

査
技
師
が
行
い
、
入
院
患
者
の
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
放
射
線
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技
師
が
病
棟
に
迎
え
に
い
く
こ
と
に
す
る
な
ど
、
余
力
が

あ
る
部
署
が
し
ん
ど
い
部
署
を
助
け
る
よ
う
に
し
た
。
看

護
師
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共
に
看
護
学
生
の
受
け

入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
邑
南
町
の
子
育

て
政
策
も
後
押
し
と
な
り
、
看
護
師
数
は
平
成
18
年
度
の

51
人
か
ら
平
成
27
年
度
の
58
人
ま
で
次
第
に
増
加
し
た
。

平
成
28
年
度
は
新
た
に
８
人
の
看
護
師
（
新
卒
４
人
、
既

卒
４
人
）
を
採
用
し
、
66
人
体
制
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
に
は
事
務
部
長
が
中
心
と
な
り
繰
出
基
準

を
作
成
、
構
成
自
治
体
と
必
要
な
コ
ス
ト
を
積
み
上
げ
算

定
し
て
繰
り
出
し
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ

た
。
そ
も
そ
も
地
方
の
自
治
体
病
院
が
救
急
体
制
を
維
持

す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
。
救
急
を
や
ら
な
け

れ
ば
雇
用
し
な
く
て
す
む
薬
剤
師
や
臨
床
検
査

技
師
、
放
射
線
技
師
で
当
直
体
制
を
組
む
た
め

に
増
員
し
て
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交

付
税
相
当
部
分
で
は
不
採
算
の
小
児
科
や
産
婦

人
科
を
維
持
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
地
方
の
病

院
の
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

年
齢
は
高
め
で
給
与
水
準
を
高
く
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

表
１
は
公
立
邑
智
病
院
の
繰
出
基
準
の
一
部

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
の
積
み
上
げ
合
計
額

１
億
１
０
２
６
万
円
か
ら
地
方
交
付
税
措
置
さ

れ
る
４
９
８
７
万
円
の
差
額
の
６
０
３
９
万
円

が
構
成
自
治
体
の
負
担
分
と
な
る
。
構
成
自
治

体
は
、
救
急
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
の
３
つ
の

分
野
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
（
安
心
な
暮
ら

し
）
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
診
療
分
野
で

あ
る
た
め
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
不
採
算
医

療
で
あ
っ
て
も
、
診
療
科
が
存
在
す
る
と
い
う

安
心
感
に
価
値
が
あ
る
と
し
て
、
必
要
な
経
費

を
算
定
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
の
構
成
自
治

体
の
繰
出
金
は
４
億
３
６
２
８
万
円
で
、
地
方

交
付
税
分
を
除
い
た
構
成
自
治
体
の
上
乗
せ
負

担
分
は
約
８
６
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

　

当
然
、
繰
入
金
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
放
漫

な
病
院
経
営
の
ま
ま
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

平
成
23
年
度
に
は
医
薬
品
卸
業
者
に
対
し
て
総

価
方
式
に
よ
る
値
引
率
の
提
示
を
求
め
、
約

２
億
円
の
医
薬
品
費
の
１
割
近
く
の
削
減
を
実
現
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
京
セ
ラ
式
病
院
原
価
管
理
手
法
を
導

入
し
、
部
門
ご
と
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
収
益
改
善

な
ど
顕
著
な
効
果
が
見
ら
れ
た
。

　

繰
出
金
の
増
加
に
よ
る
手
持
ち
資
金
の
安
定
は
、医
師
・

看
護
師
の
雇
用
の
た
め
の
投
資
を
可
能
と
し
た
。
１
・
５

テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
医
療
機
器
更
新
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
導
入
に
加
え
、
医
師
住
宅
の
改
修
、
職
員
住
宅
（
８
戸
）

の
新
築
、
研
修
棟
（
研
修
室
・
事
務
室
）
の
増
築
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
購
入
な
ど
の
投
資
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
特

に
研
修
室
は
、
毎
月
の
よ
う
に
地
元
医
師
会
の
研
修
会
に

使
わ
れ
、
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
に
資
し
て
い
る
。

　

住
民
が
病
院
を
支
え
る
動
き
も
起
き
、
平
成
25
年
１
月

に
は
邑
智
郡
内
在
住
の
住
民
有
志
に
よ
る
「
公
立
邑
智
病

院
を
支
援
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
平
成
27
年
８
月
現

在
の
会
員
数
は
２
４
０
人
に
及
び
病
院
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
児
・
産
婦
人
科
・
救
急
医
療
の
充
実
は
、
子
育
て
の

親
を
始
め
と
す
る
地
域
の
住
民
の
安
心
を
生
み
、
邑
南
町

の
他
の
政
策
と
相
ま
っ
て
、
平
成
17
年
に
マ
イ
ナ
ス
85
人

の
社
会
減
が
平
成
25
年
に
は
20
人
の
社
会
増
に
、
平
成
24

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
65
と
な
る
な
ど
の
成
果
を

生
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
病
院
の
職
員
数
１
５
０

人
は
、
地
域
で
も
有
数
の
大
き
な
事
業
所
で
あ
る
。
病
院

が
廃
止
さ
れ
た
り
、
診
療
所
化
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
雇
用
は

一
気
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
地
域
の
衰
退
に

つ
な
が
る
。
約
８
６
０
０
万
円
の
構
成
町
の
持
ち
出
し
で

地
方
の
山
間
地
の
地
域
の
安
心
を
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
決
し
て
高
く
は
な
い
と
考
え
る
。

　

公
立
邑
智
病
院
の
病
院
再
建
は
地
方
の
中
小
病
院
の
医

療
再
生
の
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
地
理
的
条

件
の
悪
い
地
方
の
病
院
ほ
ど
、
適
切
な
投
資
と
良
い
人
材

が
投
入
さ
れ
な
け
れ
ば
存
続
で
き
な
い
。
公
立
邑
智
病
院

の
医
療
再
生
は
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

基　準 項　目 繰出しの基準 H27年度
算出方法 基準年度 H27年度

基準額 交付税措置額 差　額 繰出しの必要性

（第1号基準）

救急医療
の確保に
要する経
費

救急告知病院におけ
る医師等の待機に必
要な経費

【補助金】－【人
件費＋日当直手
当＋待機呼出手
当】

H25年
度実績 35,729,659 35,729,659

救急告示病院を維持するために
は診療放射線技師等のバック
アップが必要であり人件費とし
て算定。また、待機業務の負担
を考慮すれば病院規模を上回る
技師の雇用もやむを得ない。

救急告示病院におけ
る空床の確保等救急
医療の確保に必要な
経費

人件費＋減価償
却費（病棟分）
＋光熱水費（病
棟分）

2013 年
度実績 51,178,837 49,870,000 1,308,837

車で 50分圏内に救急告示病院
が無く、地域の救急医療の砦と
して存在している。
10床を確保。

救急告示病院が災害
時における救急医療
のために行う診療用
具、診療材料、薬品、
水、及び食料等の備
蓄に要する経費

薬品費＋診療用
具＋給食

2015 年
度見込 1,612,488 1,612,488 県指定災害協力病院

（第2号基準）

周産期医
療に要す
る経費
（８）

周産期医療の用に供
する病床の確保に要
する経費のうちこれ
に伴う収入をもって
充てることができな
いと認められるもの
に相当する額

【（周産期入院医
療収入＋補助
金）】ー【人件
費＋病床確保＋
材料費＋経費＋
減価償却費】

2013 年
度実績 10,690,056 10,690,056

車で 50分圏内に産科医療機関
が無い。
町の政策である若者定住に欠く
ことができない診療科。

（第2号基準）
小児医療
に要する
経費（９）

小児医療の用に供す
る病床の確保に要す
る経費のうちこれに
伴う収入をもって充
てることができない
と認められるものに
相当する額

【小児科医業収
入】ー【人件費
＋病床確保＋診
療材料費＋医療
用消耗備品費＋
減価償却費＋光
熱水費】

2013 年
度実績 11,049,815 11,048,815

車で 50分圏内に小児科医療機
関が無い。
町の政策である子育て環境の充
実に欠くことができない診療
科。

小計⇒ 110,260,855 49,870,000 60,390,855

上記３診療科は、町づくりの基
本（安全な暮らし）に欠くこと
ができない診療科であるが、過
疎地域においては不採算医療で
あり、診療科が存在する事の安
心感に価値がある。

表1公立邑智病院の繰り出し基準



◆◆  

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
と
は

◆
　

日
本
に
は
、
小
児
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
、
難
病
と
た
た

か
う
子
ど
も
た
ち
が
、
約
20
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
辛
く
長
い
闘
病
生
活
の
中
で
「
外

で
遊
ぶ
」
と
い
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
外

で
遊
び
た
い
」
そ
れ
が
夢
だ
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
闘
病
中
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

家
族
に
も
「
休
息
」
や
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
は
、
難
病
と
た
た
か
う
子

ど
も
た
ち
や
家
族
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
医
療

ケ
ア
付
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
北
海
道
滝
川
市
丸
加
高
原
に
つ

く
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、

特
別
に
配
慮
さ
れ
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
元
滝
川
市
立
病
院
の
協
力
の
も
と
、
医
師

や
看
護
師
に
よ
る
医
療
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
国
内
に
は
な
く
、
す
べ
て
寄

付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
非
日
常
体
験
が
、
闘
病
中
の
子
ど
も
や

家
族
の
「
休
息
」
に
な
り
、「
明
日
を
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
名
前
の
由
来

◆

　

今
か
ら
10
数
年
前
、
小
児
分
野
の
医
療
者
や
公
園
づ
く

り
の
専
門
家
が
集
ま
り
、「
難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
病
気
や
治
療
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
遊
べ
る
よ

う
、
特
別
に
配
慮
さ
れ
た
医
療
ケ
ア
付
自
然
体
験
施
設
を

つ
く
り
た
い
！
」
と
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
は
広

報
や
寄
付
集
め
な
ど
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
た
滝
川
市
よ
り
、
初
期
の
段
階
で
土

地
の
無
償
提
供
や
人
的
サ
ポ
ー
ト
等
の
支
援
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
滝
川
市
の
関
わ
り
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
の
原
動
力
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
支
援
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
は
、
大
空
と
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
北
海
道
滝
川
市
丸
加
高
原
に
あ
り
ま
す

（
２
０
１
５
年
、
丸
加
高
原
の
あ
る
滝
川
市
江
部
乙
地
区

は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し

た
）。
丸
加
高
原
は
牧
歌
的
な
風
景
が
広
が
る
丘
陵
地
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
は
約
16
㌶
の
草
地
や
森
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
宿
泊
棟
や
食
堂
・
浴
室
棟
等
の
専
用
施
設
群
を

配
置
し
敷
地
の
３
分
の
２
を
占
め
る
森
に
は
、
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
や
散
策
路
、
遊
び
の
仕
掛
け
等
が
あ
り
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ら
ぷ
ち
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
滝
下
る
川
と
い
う

意
味
で
、
滝
川
市
の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。

◆◆  

寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

◆
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
建
設
や
運
営
は
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
や
民
間
企
業

を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
で
難

病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
家
族
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
医
療
ケ
ア
付
キ
ャ
ン
プ
場「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」―

公
益
財
団
法
人
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ

北
海
道
滝
川
市

難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
に
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

車いすで行けるツリーハウス



　

具
体
的
に
は
、
２
０
０
４
年
の
団
体
設
立
か
ら
あ
わ

せ
て
10
億
円
を
超
え
る
寄
付
が
集
ま
り
、
現
在
は
毎
年

１
・
５
億
円
程
度
の
寄
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
約

４
０
０
０
人
の
個
人
寄
付
と
１
０
０
を
超
え
る
民
間
企
業

か
ら
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
も
賛
同
者
を
募
る
た

め
の
広
報
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
全
国
各
地
の
賛
同
者

が
数
多
く
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
種
類
に
は

様
々
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
子
ど
も
た
ち
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外
に
、
森
の
維
持
管
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ぬ
い

ぐ
る
み
を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
広
報
Ｐ
Ｒ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
滝
川
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

各
種
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
地
元
江
部
乙

地
区
の
農
業
者
、
商
業
者
と
の
連
携
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。「
そ
ら
ぷ
ち
農
産
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
」
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
は
地
元
農
家
の
有
志
が
農
作
物
を
提
供

し
商
工
会
が
中

心
と
な
り
箱
詰

め
・
発
送
作
業

を
行
う
も
の
で
、

全
国
の
そ
ら
ぷ

ち
賛
同
者
が
購

入
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
利
益

が
そ
ら
ぷ
ち
へ

の
寄
付
に
な
る

仕
組
み
な
の
で
、

贈
答
品
と
し
て

も
大
人
気
で
初

期
の
段
階
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。「
売
り
支
え
」「
買

い
支
え
」
の
気
持
ち
が
、
難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
つ

な
が
っ
て
い
る
一
例
で
す
。

　

今
後
も
、
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
の
存
在
が
、「
誇
り
」
や
「
自
慢
で
き
る
こ
と
」

に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
元
に
愛
さ
れ
な
が
ら
、
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆  

今
後
は
重
い
症
状
の
子
ど
も
も

◆  

キ
ャ
ン
プ
場
に
招
待

　

こ
れ
ま
で
５
０
０
人
を
超
え
る
難
病
と
た
た
か
う
子
ど

も
と
家
族
を
キ
ャ
ン
プ
場
に
無
料
で
招
待
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
年
間
10
回
の
キ
ャ
ン
プ
数
で
す
が
、
体
制
を

整
え
て
15
回
、
20
回
と
数
を
増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
子
ど
も
な
ど
、
よ
り
重
い
症
状
の

子
ど
も
も
キ
ャ
ン
プ
場
に
招
待
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
の
安
全
性
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
に
つ

い
て
は
、
加
盟
し
て
い
る
国
際
的
な
難
病
の
子
ど
も
の

キ
ャ
ン
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

計
画
で
す
。

　

活
動
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
か
つ
て
の
参
加
者
の
中

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
若
者
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
厳
し
い
闘
病
生
活
の
中
で
亡
く
な
る
子
ど
も
た
ち

も
い
ま
す
が
、
遺
さ
れ
た
家
族
が
時
々
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
空
と
豊
か
な
自
然

環
境
に
囲
ま
れ
、
北
海
道
の
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

に
あ
た
た
か
く
包
ま
れ
た
「
そ
ら
ぷ
ち
」
と
い
う
場
所
が
、

難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
家
族
に
と
っ
て
「
こ
こ
ろ
の

ふ
る
さ
と
」
に
な
り
、「
こ
こ
ろ
の
支
え
」
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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◆◆  

産
婦
人
科
医
の
不
在

◆
　

遠
野
市
は
、
岩
手
県
を
縦
断
す
る
北
上
高
地
の
中
南
部

に
位
置
し
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
総
面

積
は
８
２
５
・
62
平
方
㌔
と
広
大
な
面
積
を
有
し
、
山
間

部
が
多
い
。
市
の
人
口
は
２
万
８
６
７
０
人
（
平
成
28
年

２
月
１
日
現
在
）、
高
齢
化
率
は
36
・
７
％
、
出
生
数
は

平
成
20
年
度
に
初
め
て
２
０
０
人
を
割
り
、
以
降
１
８
０

〜
１
９
０
人
と
横
ば
い
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度

は
１
５
１
人
と
大
き
く
減
少
し
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
。

　

遠
野
市
で
は
、
全
国
的
な
産
科
医
不
足
と
医
師
の
偏
在

の
中
、
平
成
14
年
４
月
に
市
内
唯
一
の
県
立
病
院
の
産
婦

人
科
が
市
外
へ
集
約
さ
れ
、
現
在
も
妊
産
婦
は
車
で
片
道

１
時
間
以
上
を
要
す
る
市
外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
特
に
冬
季
の
気
象
条
件
は
、
積
雪

や
路
面
凍
結
し
た
道
を
峠
越
え
す
る
な
ど
危
険
を
伴
い
、

遠
距
離
通
院
は
妊
産
婦
の
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
、

さ
ら
に
は
家
族
の
負
担
も
大
き
く
、
出
産
時
に
「
病
院
に

間
に
合
う
の
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
え
た
リ
ス
ク
の
高
い

状
況
に
あ
る
。

◆◆  

助
産
院
の
開
設
と

◆  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
妊
婦
健
診

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
妊
婦
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

不
安
の
軽
減
を
図
り
、
妊
産
婦
の
支
援
と
安
心
・
安
全
な

医
療
環
境
整
備
に
向
け
た
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成

19
年
12
月
１
日
に
、
市
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に

よ
り
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
施
設
と
な
っ
て

い
る
、遠
野
健
康
福
祉
の
里
内
に
公
設
公
営
の
助
産
所「
遠

野
市
助
産
院　

ね
っ
と
・
ゆ
り
か
ご
」
を
開
設
し
た
。
同

時
に
盛
岡
赤
十
字
病
院
と
の
間
で
嘱
託
医
療
機
関
契
約
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
妊
産
婦
が
通
院
す
る
医
療

機
関
か
ら
協
力
を
得
て
、
助
産
院
と
の
妊
婦
健
診
体
制
を

構
築
し
た
。

　

現
在
は
、「
モ
バ
イ
ル
胎
児
心
拍
数
転
送
装
置
（
モ
バ

イ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｇ
）」「
岩
手
県
周
産
期
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
い
ー
は
と
ー
ぶ
）」「
超
音
波
画
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
妊
婦
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。「
モ

バ
イ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｇ
」
は
、
胎
児
の
状
態
観
察
、
母
体
の
切
迫

症
状
や
分
娩
の
進
行
状
態
の
観
察
が
で
き
、
デ
ー
タ
を
主

治
医
へ
送
信
し
情
報
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
持

ち
運
び
が
可
能
な
た
め
、
在
宅
管
理
や
救
急
車
で
の
使
用

も
で
き
る
。「
い
ー
は
と
ー
ぶ
」
は
、
県
内
の
産
科
医
療

機
関
と
市
町
村
と
を
情
報
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
、
妊
婦
健
診
や
Ｃ
Ｔ
Ｇ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を

情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
超
音
波
画
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
」
は
、
助
産
院
で
実
施
し
た
超
音
波
画
像
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
遠
隔
地
の
医
師
が
診
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
現
在
は
、
県
立
大
船
渡
病
院
の
医
師
と
の
み
超
音

波
画
像
伝
送
を
行
っ
て
い
る
。

◆◆  

助
産
院
の
機
能
と
役
割

◆
　

助
産
院
で
は
、
緊
急
時
に
搬
送
で
き
る
産
科
医
療
機
関

が
30
分
圏
内
に
な
く
、
母
子
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
分
娩
の
取
り
扱
い
は
し
な
い
が
、
妊
産
婦
を
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支
援
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
現
在
、

助
産
師
２
人
が
勤
務
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
妊
婦
健
診

や
健
康
相
談
を
行
う
ほ
か
、
緊
急
時
の
対
応
、
市
の
消
防

本
部
と
連
携
し
病
院
へ
の
緊
急
搬
送
時
に
助
産
師
が
救
急

車
へ
同
乗
す
る
対
応
も
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
助
産
院
は
、
市
の
母
子
保
健
に
属
し
て
い
る
た

め
、
保
健
師
と
連
携
し
な
が
ら
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

と
保
健
指
導
・
不
妊
相
談
・
妊
産
婦
の
健
康
教
育
・
産
後

の
乳
房
管
理
・
新
生
児
訪
問
・
思
春
期
教
育
・
育
児
相
談

等
の
業
務
も
行
っ
て
い
る
。
出
産
予
定
日
の
１
カ
月
前
に

は
妊
婦
の
自
宅
を
訪
問
し
分
娩
開
始
の
兆
候
や
個
々
に
合

わ
せ
た
入
院
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
し
て
い
る
。
妊
娠
初

期
か
ら
妊
婦
の
状
況
を
把
握
・
フ
ォ
ロ
ー
し
、
妊
婦
自
身

の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や

市
の
子
育
て
関
連
部
署
や
地
域
子
育
て
関
連
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
妊
産
婦
支
援
を
し
て
い

る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

◆◆  

身
近
な
相
談
場
所
と
し
て

◆
　

助
産
院
開
設
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
妊
娠
届
出
者
に
対

す
る
助
産
院
利
用
妊
婦
の
割
合
は
、開
院
当
初
の
34
・
６
％

か
ら
平
成
26
年
度
は
55
・
７
％
、
相
談
延
べ
人
数
も
開
院

当
初
の
３
６
０
人
か
ら
平
成
26
年
度
は
７
２
３
人
と
増
加

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
の
中
に
は
、
か
か
り
つ
け
病
院
か
ら
相

談
場
所
と
し
て
助
産
院
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
人
も
多
く
、

妊
産
婦
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関
に
も
広
く
周
知
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
か
ら
、
近
く
で
妊
婦
健
診

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
妊
産
婦
の
ニ
ー
ズ
の
１
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
身
近
な
場
所
に
頼
れ
る
相
談
場
所
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、妊
産
婦
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
核
家
族
化
が
進
む
な
ど
、
家
庭
や
地
域
で
の
養
育
機
能

が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境

の
中
、
働
き
な
が
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
す
る
女
性

も
多
く
、
育
児
の
担
い
手
の
中
心
に
い
る
母
親
の
負
担
は

大
き
な
も
の
で
あ
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
が

進
む
中
、
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
、

要
支
援
妊
婦
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
妊
産
婦
が
心
身
と
も

に
健
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
、
そ
の
先
の
長
い

育
児
期
の
子
育
て
に
自
信
を
持
ち
、
自
立
し
た
親
と
し
て

の
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
助

産
院
の
役
割
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

◆◆  

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を

◆
　

妊
産
婦
が
心
身
と
も
に
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
新
し
い
家
族
の
誕
生
と
子
育
て
を
し
て
い
く
女
性
の

心
理
や
社
会
的
変
化
を
理
解
し
支
援
、
専
門
家
に
よ
る
継

続
的
な
ケ
ア
と
女
性
同
士
の
細
や
か
な
ケ
ア
、
妊
産
婦
を

取
り
巻
く
環
境
を
チ
ー
ム
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

遠
野
市
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
妊
娠
・

出
産
・
育
児
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
に
取
り
組
み
、平
成
28
年
度
か
ら
は
、

そ
の
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
日
々
進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
、
妊
産
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
同
時

に
、
子
育
て
を
温
か
く
見
守
る
祖
父
母
や

地
域
住
民
の
活
用
、
子
育
て
関
連
機
関
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
す
る
な
ど
、
妊

産
婦
へ
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

真
岡
駅
前
に
「
ま
ち
な
か
保
健
室

◆  

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

真
岡
市
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
首
都
圏
か

ら
１
０
０
㌔
圏
域
で
、
歴
史
・
文
化
の
香
る
自
然
豊
か
な

ま
ち
で
す
。
だ
れ
も
が
ほ
っ
と
で
き
る
ま
ち
真
岡
を
目
指

し
て
市
民
と
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も「
真
岡
駅
」は
、

蒸
気
機
関
車
の
あ
る
巨
大
な
複
合
施
設
の
駅
と
し
て
関
東

の
駅
百
選
に
選
ば
れ
、
地
域
の
核
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
岡
駅
敷
地
内
に
は
Ｓ
Ｌ 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し

て
の
Ｓ
Ｌ
キ
ュ
ー
ロ
ク
館
や
Ｓ
Ｌ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。
１
年
を
通
じ
て
Ｓ
Ｌ
が
運
行
す
る
の
は
関
東
以
北
で

は
唯
一
で
、子
供
も
大
人
も
楽
し
め
る
施
設
で
す
。
ま
た
、

真
岡
駅
か
ら
10
分
く
ら
い
歩
く
と
、
歴
史
ロ
マ
ン
が
残
る

建
物
や
個
性
的
な
お
店
が
集
ま
る
門
前
町
を
中
心
と
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
真

岡
駅
前
は
高
齢
化
が
進
み
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
て
い
る

店
舗
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
ま
ち
な
か
保
健
室
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
駅
前
館
（
以
下
、
ま
ち
な
か
保
健
室
）」
は
、
真

岡
駅
前
の
か
つ
て
の
店
舗
を
改
装
し
、
平
成
26
年
度
に
開

室
し
ま
し
た
。真
岡
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー

（
真
岡
木
綿
の
綿
と
生
産
量
の
日
本
一
の
い
ち
ご
を
あ
わ

せ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）」
に
看
護
師
さ
ん
の
制
服
を
合
わ

せ
て
「
ナ
ー
ス
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー
ナ
ー

ス
の
看
板
が
真
岡
駅
を
降
り
る
と
す
ぐ
目
の
前
で
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

◆◆  

自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

◆
　

ま
ち
な
か
保
健
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
り
、
明

日
は
も
っ
と
健
康
に
な
れ
る
場
所
」
で
す
。
休
日
も
開
室

し
て
お
り
、
地
域
の
方
が
当
番
制
で
常
駐
し
、
来
室
さ
れ

た
方
に
無
料
で
お
茶
を
入
れ
て
迎
え
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

地
元
の
病
院
や
行
政
職
員
出
身
の
看
護
師
さ
ん
、
保
健
師

さ
ん
ら
が
、
健
康
相
談
員
と
し
て
健
康
づ
く
り
に
関
し
て

相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ツ
ク
（
血

圧
・
血
管
年
齢
・
体
組
成
・
握
力
等
）
は
自
由
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
都
度
、ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
し
て
自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
い
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
「
栄
養
」「
運
動
」「
休
養
」「
歯
」「
病
気

予
防
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
の
健
康
講
座
を
開
催

し
、
参
加
者
と
講
師
が
膝
を
交
え
て
の
会
話
の
あ
る
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
保
健
室
は
、
主
に
散
歩
の
途
中
の
休
憩
場
所

や
、
散
歩
の
目
的
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
人
、「
今
ま

で
健
康
だ
か
ら
血
圧
も
測
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
測
っ
て

も
ら
い
た
い
」「
お
医
者
さ
ん
に
定
期
的
に
自
宅
血
圧
を

測
り
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
測
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
目
的
と
し
て
い
る
人
、「
お
医
者
さ

ん
に
行
く
ほ
ど
で
も
な
い
け
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」

「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
健
康
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に
不
安
を
も
っ
て
い
る
人
、
気
に
な
る
こ
と
は
な
い
け
ど

自
分
の
健
康
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
・
高
め
た
い
と

い
う
人
な
ど
様
々
な
理
由
で
の
来
室
が
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
方
が
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

広
が
る
健
康
の
輪

◆
　

ま
ち
な
か
保
健
室
の
管
理
は
保
健
室
が
あ
る
地
区
の
台

町
区
と
い
う
自
治
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。台
町
区
で
は
、

毎
日
半
日
交
代
で
自
治
会
区
長
・
町
会
長
・
健
康
推
進
員
・

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
で
当
番
を
決
め
て
、
来
室
者
を
も
て
な

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
当
番
制
が
き
っ
か
け
で
、
今
ま
で

の
自
治
会
の
縦
の
つ
な
が
り
が
、
横
の
つ
な
が
り
と
し
て

も
深
ま
り
、
結
果
、
ま
ち
な
か
保
健
室
前
で
、
自
主
的
に

自
治
会
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
と
自
治
会
以

外
の
駅
前
の
駐
在
さ
ん
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
、
駅

の
仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
体
操
を
し
て
い

る
姿
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
認
知
症
等
で
自
宅

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
方
も
地
元
の
人
の
声
か
け
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

健
康
と
観
光
の
融
合

◆
　

真
岡
駅
に
降
り
て
、
次
の
乗
り
物
の
乗
り
継
ぎ
ま
で
か

な
り
の
時
間
が
あ
り
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
駅
の
清
掃

の
方
が
ま
ち
な
か
保
健
室
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と
い
っ
て

訪
ね
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
み
た
」「
新
聞
で
見
た
」
と
い
う
理
由
で
市

外
か
ら
の
来
室
者
も
い
ま
す
。
観
光
で
い
ら
し
た
方
は
地

元
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
観
光
名
所
や
健
康
に
つ
い
て
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
健
室
の
中
に
は
観
光
情
報
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が

あ
り
、
ま
ち
な
か
保
健
室
を
拠
点
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
な
が
ら
市
街
地
観
光
地
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
で
定

期
的
に
立
ち
寄
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、
運

動
の
効
果
を
自
分
自
身
で
管
理
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
に
開
室
し
て
、
現
在
ま
で
約
５
２
９
８
人

の
方
の
入
室
者
が
あ
り
、
そ
の
中
で
２
４
７
人
が
市
外
か

ら
の
ご
利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

第
２
の
保
健
室
設
置
を
計
画

◆
　

市
で
実
施
し
て
い
る
妊
婦
面
接
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
乳

幼
児
健
診
な
ど
で
子
育
て
世
代
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
真
岡
駅
を

利
用
し
て
い
る
高
校
生
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
を
重
点
的
に
実
施
し
、
子
育
て
の
孤
立
の
防
止

や
世
代
間
の
交
流
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
、
中
心
市
街
地
に
第
２
の
ま

ち
な
か
保
健
室
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い

を
活
性
化
し
、
健
康
づ
く
り
と
観
光
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

「
あ
る
こ
う
か
♪
も
お
か
～
観
光
と
健
康
の
真
岡
ま
ち
あ

る
き
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

街
の
中
を
歩
き
、
ま
ち
な
か
保
健
室
で
休
憩
を
し
て
、

健
康
に
関
す
る
話
題
で
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
さ
ら
に

元
気
に
な
っ
て
ま
た
歩
き
出
す
、
そ
ん
な
場
所
と
し
て
地

域
に
根
付
い
て
い
け
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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◆◆  

危
機
へ
の
取
り
組
み

◆
　

南
砺
市
は
富
山
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
平
成
16
年
11

月
、
４
町
４
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。
琵
琶
湖
に
匹
敵
す

る
広
大
な
面
積
の
う
ち
、
約
８
割
を
森
林
が
占
め
る
中
山

間
地
域
で
あ
る
。
合
併
後
の
約
11
年
間
で
人
口
は
約
５
・

９
万
人
か
ら
５
・
３
万
人
へ
、
高
齢
化
率
は
約
27
・
６
％
か

ら
35
・
４
％
へ
と
過
疎
化
、
超
高
齢
化
が
進
行
し
た
。
合

併
時
、３
市
立
病
院
は
赤
字
経
営
な
ど
課
題
も
多
か
っ
た
。

平
成
19
年
頃
に
、
医
師
数
が
南
砺
市
民
病
院
で
17
人
か
ら

15
人
、
公
立
南
砺
中
央
病
院
で
最
大
18
人
か
ら
５
人
に
減

少
、
福
野
病
院
は
診
療
所
化
し
、
医
療
崩
壊
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
た
。

　

危
機
へ
の
取
り
組
み
が
医
療
再
生
だ
け
で
な
く
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
目
指
す
「
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
も
繋
が
っ
た
。

◆◆  

地
域
医
療
再
生
に
関
わ
る
人
材
育
成

◆

　

医
療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
た
平
成
19
年
12
月
よ
り
、
富
山

大
学
総
合
診
療
部
と
南
砺
市
が
連
携
し
、
医
療
専
門
職
や

住
民
へ
の
啓
発
活
動
「
在
宅
医
療
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

始
し
た
。
婦
人
会
員
な
ど
住
民
の
危
機
意
識
は
高
ま
っ
た

が
、
活
動
に
は
結
び
付
か
な
か
っ
た
。

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
「
南
砺
市
地
域
医
療
再
生
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
こ
の
講
座
か
ら
住
民
と
の

連
携
・
協
働
が
実
現
し
た
。
養
成
講
座
は
約
50
人
参
加
し
、

１
回
２
・
５
時
間
、
隔
週
で
５
回
開
催
し
た
。
医
療
、
福

祉
関
係
者
や
婦
人
会
員
な
ど
が
参
加
し
、
地
域
医
療
だ
け

で
な
く
行
政
や
地
域
の
状
況
を
互
い
に
知
る
機
会
に
な
っ

た
。
住
民
参
加
の
地
域
医
療
再
生
を
目
標
に
、在
宅
医
療
・

介
護
、
医
師
不
足
、
認
知
症
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
、
自

分
事
と
し
て
解
決
策
を
立
案
し
た
。
平
成
27
年
度
ま
で
の

７
年
間
で
、
３
１
０
人
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
養
成
さ
れ
、
協

力
者
と
な
っ
た
。

　

マ
イ
ス
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
養
成
講
座
で
立

案
し
た
取
り
組
み
の
実
現
の
た
め
、「
南
砺
の
地
域
医
療

を
守
り
育
て
る
会
」
が
平
成
22
年
２
月
に
発
足
し
た
。
専

門
職
が
総
合
診
療
医
や
訪
問
看
護
師
の
資
質
向
上
に
関
与

し
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
認
知
症
の
人
と
家
族
の
支
援
や
地

域
作
り
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
年
３
回
、
会
員
の
活
動

報
告
と
共
に
、
全
国
的
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

で
活
躍
し
て
い
る
講
師
を
招
き
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
20
回
開
催
し
、
地
域
作
り
の
知
識
や
方
策
を
共

有
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆  

24
時
間
型
在
宅
医
療
の
構
築

◆
　

南
砺
市
民
病
院
は
昭
和
50
年
代
か
ら
地
域
医
療
の
構
築

に
努
め
、平
成
19
年
以
降
の
地
域
医
療
再
生
の
活
動
か
ら
、

南
砺
市
民
病
院
や
南
砺
市
は
若
手
医
師
に
と
っ
て
良
い
研

修
環
境
と
な
っ
た
。
富
山
大
学
総
合
診
療
部
と
南
砺
市
民

病
院
が
連
携
し
、
平
成
21
年
度
南
砺
市
民
病
院
に
マ
ッ
チ

ン
グ
し
た
２
人
の
初
期
研
修
医
へ
教
育
研
修
体
制
を
構
築

し
た
。
そ
の
後
、「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
後
期
研
修
医
を
養
成
し
、
医
師
数
は
平
成
27
年
４

月
、
26
人
に
増
加
し
た
。
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健
康
と
暮
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―
住
民
と
専
門
家
が
連
携
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
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南
　
眞
司

南
砺
市
政
策
参
与
、
前
南
砺
市
民
病
院
長

富
山
県
南
砺
市

「
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」に
繋
が
る
地
域
医
療
再
生

地域医療再生マイスター養成講座では、講座で学んだことを
活かし、成功の宣言として各自の想いを最終回に発表する。
過去の受講生が発表した宣言を掲示
※�H26 年度からは、地域医療・地域活性化マイスター養成
講座として実施

地域づくり 本編



　

若
手
医
師
や
総
合
診
療
医
の
増
加
で
、
24
時
間
体
制
の

救
急
医
療
と
超
高
齢
社
会
の
外
来
や
入
院
診
療
が
可
能
と

な
っ
た
。
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
の
在
宅
医
療
が
24
時
間

体
制
と
な
り
、
重
度
の
脳
卒
中
後
遺
症
で
も
自
宅
に
退
院

で
き
、
自
宅
で
の
看
取
り
も
増
加
し
た
。

◆◆  

一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の
方
が

◆  

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

南
砺
市
は
64
歳
以
下
人
口
の
急
速
な
減
少
と
超
高
齢
化

で
、
認
知
症
や
独
居
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
の
暮
ら
し
の
継
続
に
は
、
全

て
の
関
係
者
が
本
人
の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
専
門
職
は
勿
論
、
家
族
や
近
隣
住
民
な
ど
も
本
人

の
思
い
と
状
況
を
共
有
し
、
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を

行
う
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
取
り
組
み
か

ら
構
築
さ
れ
る
。
南
砺
市
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症

の
方
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標
に
掲
げ
、

全
て
の
住
民
、
専
門
職
、
行
政
な
ど
が
協
力
し
、
次
の
４

つ
の
助
け
合
い
を
構
築
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

１
．
自
助
へ
の
支
援
＝
病
気
の
予
防
、
体
力
向
上
や

役
割
作
り
で
健
康
寿
命
の
延
長
を
促
す
。
ど
こ
で

暮
ら
し
、
ど
う
生
き
、
ど
う
人
生
を
仕
舞
う
か
の

選
択
と
心
構
え
を
持
ち
、
家
族
や
地
域
に
伝
え
、

自
立
し
行
動
す
る
よ
う
支
援
す
る
。
そ
の
参
考
に

「
南
砺
市
型
高
齢
者
養
生
訓
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
可
能
︶」
を
作
成
し
、
住
民
へ
の
周
知
を
進
め

て
い
る
。

２
．
互
助
の
醸
成
＝
平
成
26
年
６
月
に
実
施
し
た
65

歳
以
上
住
民
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
家
族
に
介
護

さ
れ
る
こ
と
へ
の
負
担
感
を
、
80
％
以
上
の
方
が

感
じ
て
い
る
。
一
方
、
生
き
が
い
や
自
尊
心
は
、

介
護
す
る
人
が
い
る
方
は
約
85
％
と
、
い
な
い
方

よ
り
約
30
％
も
高
か
っ
た
。
一
見
矛
盾
す
る
高
齢

者
の
思
い
は
、
長
年
介
護
を
家
族
、
特
に
女
性
に

強
制
し
、
介
護
を
否
定
的
に
捉
え
る
状
況
に
し
た

結
果
か
も
知
れ
な
い
。
家
族
や
近
隣
住
民
が
自
主

的
に
無
理
な
く
支
援
︵
介
護
や
生
活
支
援
︶
で
き

れ
ば
、
絆
を
結
び
元
気
に
も
な
る
。
こ
の
考
え
に

基
づ
い
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
モ
デ
ル
事

業
を
、
平
成
27
年
度
に
６
カ
所
の
地
区
で
実
施
し

て
い
る
。
住
民
の
互
助
意
識
の
醸
成
、
地
区
の
人

材
発
掘
と
連
携
構
築
な
ど
「
地
域
を
基
盤
と
す
る

ケ
ア
」
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．
共
助
の
再
構
築
＝
介
護
支
援
専
門
員
は
、
本
人

の
病
気
、
障
害
、
生
活
課
題
を
評
価
し
、
家
族
や

地
域
状
況
も
知
っ
て
、
自
助
・
互
助
を
育
み
な
が

ら
、医
療
・
介
護
職
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
︵
統
合
ケ
ア
︶

で
支
え
る
。
在
宅
ケ
ア
の
専
門
職
は
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
自
助
・
互
助
育
成
の
責
務
を

担
う
。
医
師
会
地
域
医
療
連
携
部
会
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
事
例
検
討
会
な
ど
を
通
し
学

び
合
い
、
実
践
し
て
い
る
。

４
．
公
助
の
整
備
＝
平
成
22
年
９
月
よ
り
南
砺
市
の
医

療
、
介
護
・
福
祉
な
ど
の
課
題
解
決
に
、
地
域
包

括
医
療
・
ケ
ア
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
毎
月
開
催
し
て

い
る
。
３
カ
月
毎
に
市
長
も
出
席
し
開
催
す
る
医

療
協
議
会
に
、
会
議
で
の
解
決
策
な
ど
を
提
案
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
27
年
度
、
31
自
治
振
興
会
毎
に
、
保
健

師
な
ど
を
地
区
担
当
専
門
員
と
し
て
配
置
し
、
人
材

の
発
掘
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
開
始
し
た
。

◆◆  

不
幸
に
し
な
い
・
な
ら
な
い
社
会
を

◆
　

南
砺
市
は
、地
域
住
民
の
「
地
域
を
基
盤
と
す
る
ケ
ア
」

と
専
門
職
チ
ー
ム
の
「
統
合
ケ
ア
」
を
、
人
材
育
成
と
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
構
築
し
、
病
気
や
不
都
合
に
な
っ
て

も
、
一
人
暮
ら
し
な
ど
生
活
課
題
が
あ
っ
て
も
、
不
幸
に

は
し
な
い
・
な
ら
な
い
社
会
を
作
る
。

13 2016・４月号

特 集

地域住民の方々などに参加いただき、地域包括医療・ケ
アを守り育てるために行動する人づくり、住み良いまち
づくりを考える地域医療を守り育てる会
※�H26 年度より地域包括医療・ケアを守り育てる会と
して実施

南砺地域の包括医療ケアの推進に向けて、医療・保健・
福祉・介護を総合的に協議、調整を行うことを目的に包
括医療・ケアワーキング会議を実施

地域づくり 本編



◆◆  

立
ち
上
げ
の
背
景

◆飯
塚
病
院
は
、
39
の
診
療
科
、
１
１
１
６
床
を
有
す
る

急
性
期
病
院
で
地
域
医
療
支
援
病
院
や
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
な
ど
地
域
内
唯
一
の
役
割
を
多
く
持
つ
、
地
域
の
基

幹
病
院
で
す
。

我
々
の
地
域
で
は
、
地
域
内
の
他
医
療
機
関
で
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
る
「
診
療
科
閉
鎖
」
や
「
入
院
受
入

れ
能
力
の
低
下
」
な
ど
が
起
き
、
当
院
に
患
者
さ
ん
が
集

中
、
当
院
へ
の
負
担
も
増
大
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
な
ど
で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
受
診
者
が
年
々
増
加
し
、
そ
の
8
割
が
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
患
者
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

患
者
が
集
中
す
る
こ
と
で
待
ち
時
間
は
長
く
な
り
、
不

調
を
訴
え
て
受
診
す
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
そ
ん
な

患
者
さ
ん
を
救
い
た
い
と
懸
命
に
対
応
す
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
疲
弊
し
、
医
療
現
場
は
混

乱
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
我
々
の
地
域
で
も
医
療
崩
壊

が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

我
々
の
地
域
が
今
後
も
「
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
地
域
」で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、必
要
な
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
や
地
域
連
携
の
促
進
と
い
っ
た
「
医
療
機
関
の

努
力
」
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
医
療
も
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
適
切
な

受
療
行
動
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
「
住
民
の

理
解
と
協
力
」
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
自
ら
行
動
す
る
仲
間

を
増
や
す
べ
く
我
々
が
行
っ
た
地
域
で
の
取
り
組
み
の
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆◆  

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

◆地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
我
々
の
地
域
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

①
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
（
病
気
の
予
防
）
②
医
療

機
関
と
上
手
に
付
き
合
う
（
適
正
受
診
）
―
と
い
う
２
つ

の
視
点
で
自
ら
行
動
し
、
周
囲
の
方
々
に
も
そ
の
知
識

を
伝
え
て
く
だ
さ
る
方

を
「
地
域
医
療
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
飯
塚
病

院
独
自
に
認
定
す
る
制

度
で
、
２
０
１
０
年
３

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

ゴ
ー
ル
ド
、
プ
ラ
チ
ナ

の
３
種
類
が
あ
り
、
そ

の
認
定
種
類
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
な
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

認
定
要
件
（
表
１
）
を

設
け
て
お
り
、
ま
ず
先

述
の
２
つ
の
視
点
に
関
す
る
知
識
を
学
習
・
実
践
し
て
い

た
だ
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
へ
、
次
に
地
域
医
療
が
抱
え
る
問
題

点
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
く
ゴ
ー
ル
ド
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
を
基
に
自
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
プ
ラ
チ
ナ
、

と
い
う
構
造
で
す
。

２
０
１
０
年
３
月
に
開
始
し
た
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
も
間
も
な
く
７
年
目
に
突
入
し
ま
す
が
、
２
０
１
６

年
２
月
１
日
時
点
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
５
９
７
人
、
ゴ
ー
ル

ド
１
７
３
人
、
プ
ラ
チ
ナ
14
人
の
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◆文
字
通
り
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

講
演
会
で
、年
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。地
域
医
療
サ
ポ
ー

2016・４月号 14

特 集

医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
住
民
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
「
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
」
―

久
保
田 

委
美

飯
塚
病
院
企
画
管
理
課
広
報
室
室
長 福

岡
県
飯
塚
市

地
域
と
病
院
が
共
に
支
え
・
守
る
医
療

表 1　地域医療サポーター認定要件

地域医療サポーターレギュラー ２カ月に一度、奇数月に開催している「地
域医療サポーター養成講座」（以下、養成
講座）を計３回受講された方

地域医療サポーターゴールド 養成講座を計６回受講された方で、年に
２回開催している「サポーターズミーティ
ング」に計２回参加された方

地域医療サポータープラチナ ゴールドの認定を受けている方で、ご自
身で企画 ･開催する講演会を計２回行っ
た方

地域づくり 本編



タ
ー
の
２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、「
病
気
の
予
防
」
と
「
上

手
な
医
療
機
関
と
の
付
き
合
い
方
」
に
関
す
る
２
つ
の
講

義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
33
回
開
催
し
、
延
べ

７
３
３
９
人
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
受
講
さ
れ
て
い
ま

す
。（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
時
点
）

◆◆  

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

◆地
域
医
療
が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
テ
ー
マ
に
地
域
医

療
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
で
、
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
１
グ

ル
ー
プ
５
～
６
人
の
小
グ
ル
ー
プ
（
当
院
ス
タ
ッ
フ
を
含

む
）
に
分
け
、
問
題
点
を
掘
り
下
げ
、
住
民
の
立
場
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
医
療
機
関
や
行
政
・
マ
ス
コ
ミ
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
す
。
集

ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
直
接
訪
問
し
て
提
案
す
る
ほ
か
、

当
院
の
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
関
係
先
へ
発
信
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
11
回
開
催
し
、
延
べ
７
３
６
人
の
地

域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
時
点
）

◆◆  

仲
間
を
得
て
広
が
る
活
動
の
輪

◆こ
れ
ま
で
６
年
間
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
と
し
て

は
、
①
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
受
診
者
内
訳
の
変
化
②
地
域

医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
③
メ
デ
ィ
ア
露

出
件
数
増
加
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
受
診
者
内
訳
の
変
化
」
は
、
重

症
度
別
の
受
診
患
者
数
の
推
移
（
図
１
）
で
示
す
通
り

２
０
０
９
年
度
を
ピ
ー
ク
に
総
患
者
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
内
訳
を
み
る
と
、
一
次
患
者
（
軽
症
患
者
）
は
減
少

し
て
い
る
一
方
、
入
院
加
療
が
必
要
で
あ
る
二
次
患
者
・

重
篤
で
集
中
的
な
治
療
が
必
要
な
三
次
患
者
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
あ
る
べ

き
姿
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
言
え
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

や
地
域
の
救
急
隊
員
た
ち
に
よ
る

啓
蒙
活
動
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、

２
０
１
０
年
に
開
始
し
た
地
域
医

療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
が
こ
の
変
化

傾
向
に
よ
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に「
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
」

は
、
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
自
身
が
企
画
し
て
開
催

さ
れ
た
、
病
気
予
防
や
適
正
受
診
に
役
立
つ
情
報
を
広
め

る
た
め
の
講
演
会
等
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
計
57
回
、

受
講
者
総
数
は
１
５
８
８
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
域
医
療
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
つ
地
域
住

民
お
よ
び
そ
の
方
々
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
露
出
件
数
増
加
」
に
つ
い
て
は
、

講
座
に
来
ら
れ
な
い
方
々
に
も
で
き
る
だ
け
広
く
こ
の
企

画
の
背
景
や
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
新

聞
社
の
地
元
支
局
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
依
頼
を

積
極
的
に
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
新
聞
64
件
、
雑
誌
９

件
、
テ
レ
ビ
２
件
で
、
企
画
意
図
を
含
め
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
新
聞
掲
載
記
事
を
広
告
費
換
算
す
る

と
、
１
３
２
３
万
６
６
７
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆◆  

経
済
的
に
も
健
全
な
制
度
運
営
を

◆ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
の
企
画
の
整

備
、
自
主
講
演
の
支
援
に
加
え
、
新
た
な
住
民
層
の
開
拓

な
ど
を
通
し
て
私
た
ち
の
大
切
な
仲
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
持
続
と
新
た
な
仲
間
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
制
度
の
運
営
に
か
か
る
作
業
工
数
や
費

用
を
ス
リ
ム
化
し
、
制
度
の
満
足
度
や
参
加
者
数
な
ど
、

制
度
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
運
営
の
最
適
化
を
図
り
、
経

済
的
に
も
健
全
な
制
度
運
営
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
活
動
の
継
続
・
発

展
を
通
し
て
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
地
域
医
療
を
支
え
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
地
域
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。
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図１　救命救急センター受診者数の推移グラフ

地域医療サポーター養成講座の様子

サポーターズミーティングの様子

地域医療サポーターにより開催された講演会の様子
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◆◆ 

複
雑
化
す
る
救
急
現
場

◆通
勤
中
、
或
い
は
帰
宅
の
際
な
ど
、
た
ま
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
走
る
救
急
車
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
救
急
車
が
運
ん
で
い
る
の
は
ど
ん
な
人
で

し
ょ
う
か
。

消
防
庁
の
「
救
急
救
助
の
現
況
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
16

年
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
は
48
・
７
％
と
半
分
を
下
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
平

成
26
年
に
は
高
齢
化
を
反
映
し
て
か
55
・
５
％
と
半
数
を

超
え
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
影
響
か
、
急
病
に
よ
り
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
方
は
平
成
16
年
に
58
・
０
％
だ
っ
た
の
が
、
平
成
26
年

に
は
63
・
３
％
と
、
こ
ち
ら
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
交
通
事
故
等
に
よ
る
外
傷
の
場
合
と
違
い
、
こ

う
し
た
急
病
で
高
齢
の
方
は
、
そ
の
時
の
訴
え
だ
け
で
な

く
、
既
往
歴
や
投
薬
状
況
、
脳
梗
塞
等
の
病
気
を
考
慮
し

な
が
ら
医
療
機
関
を
選
定
、
搬
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
、
平
成
16
年
に
は
約

４
７
５
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年
に
は
約

５
４
０
万
人
と
10
年
間
で
10
％
強
増
加
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
毎
年
増
え
て
い
く
業
務
量
も
、
現
場
の
救
急
隊
や
医

療
機
関
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
救
急
患
者
の
た
ら
い
回
し
」
が
新
聞
等
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
の
方
か
ら
も
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
解
決
し
よ
う
と
日
々
現
場

が
努
力
を
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起

き
て
し
ま
う
の
に
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

な
ぜ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

◆  

救
急
車
に
配
備
し
た
の
か

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、
も
ち
ろ
ん
、
国
や
県
が
何

も
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
現
場
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
医
療
機
関
の
受
け
入

れ
可
否
や
空
床
な
ど
の
情
報
を
入
力
・
閲
覧
で
き
る
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
は
全
国
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀

県
に
も
平
成
14
年
に
は
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
情
報
の
入
力
作
業
が
煩
雑
で
あ
っ
た
り
、
シ

ス
テ
ム
導
入
当
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
は
閲
覧
で
き
る
端
末

の
設
置
場
所
が
限
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
、
せ
っ

か
く
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
現
場
で

運
用
す
る
の
は
難
し
く
、
あ
ま
り
活
用
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
有
効
に
使
っ
て
貰
え
る
の
か
。

搬
送
す
る
救
急
隊
に
と
っ
て
、
医
療
機
関
の
受
け
入
れ

可
否
や
空
床
な
ど
の
情
報
は
有
益
な
情
報
の
は
ず
で
す

し
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
、
事
前
に
情
報
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
想
定
し
て
い
る
傷
病
の
患
者
が
運
ば
れ
て
く
れ

ば
負
担
軽
減
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

平
成
22
年
、
当
時
の
県
の
救
急
医
療
担
当
者
が
現
場
を

知
る
た
め
に
、
救
急
車
に
同
乗
し
て
の
現
場
体
験
や
救
命
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
救
急
車
と
医
療
機
関
を
繋
ぐ
「
99
さ
が
ネ
ッ
ト
」
―

平
井
　
康
治

佐
賀
県
医
務
課
　
主
査 佐

賀
県

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
救
急
医
療
情
報
の
共
有

99 さがネット搬送先検索画面 ― 操作しやすいようにボタンを大きく作る、 
１度触ると選択、２度触ると選択解除というように、操作が簡易になっている
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救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
へ
の
密
着
を
関
係
者
に
根
気
強

く
依
頼
し
、
関
係
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
繋
が
り
ま

す
。狭

く
揺
れ
る
車
内
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
救
急
隊
は
携
帯
電
話
だ
け
を
使
っ
て
、
勘
を
頼
り

に
医
療
機
関
に
受
け
入
れ
を
要
請
し
て
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
る
側
の
医
療
機
関
は
、年
々
増
え
る
搬
送
に
、

自
分
達
の
と
こ
ろ
だ
け
に
安
易
に
運
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
疑
い
、お
互
い
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

消
防
署
の
端
末
で
詳
細
で
は
あ
っ
て
も
時
間
の
経
っ
た

受
け
入
れ
可
否
情
報
等
が
分
か
る
こ
と
は
実
は
重
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
救
急
車
の
中

か
ら
受
け
入
れ
可
能
な
医
療
機
関
が
分
か
る
こ
と
や
、
救

急
車
が
そ
の
日
ど
こ
の
医
療
機
関
に
何
件
運
ん
だ
か
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
、
各
救
急
隊
が
持
つ
そ
の
日
の
救
急
現

場
の
状
況
が
医
療
機
関
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
う

し
た
救
急
現
場
の
状
況
の
「
見
え
る
化
」
が
改
善
の
糸
口

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
そ
う
し
た
情
報
を
ど
こ
で
入
力
す
る
の
か
。

救
急
隊
は
出
動
中
、
忙
し
い
の
が
普
通
で
す
が
、
搬
送

終
了
後
、
病
院
か
ら
消
防
署
へ
帰
る
時
間
な
ど
、
少
し
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
ス
キ
マ
の
時
間
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
マ
の
時
間
で
必
要
な
入
力
を
す
る
に
は
、
衝

撃
に
強
く
、
起
動
が
早
く
て
操
作
性
が
よ
い
端
末
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
端
末
自
体
は
据
え
置
き
型
パ

ソ
コ
ン
の
よ
う
に
高
性
能
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
特
性
を
持
っ
た
端
末
が
平
成
22
年
５
月
に
日

本
で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
で
す
。

◆◆  

変
わ
る
佐
賀
県
の
救
急
医
療
と
今
後
の
展
望

◆平
成
23
年
４
月
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
救
急
車
に
配
備

し
た
新
シ
ス
テ
ム
「
99
さ
が
ネ
ッ
ト
」
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。結

果
、
そ
れ
ま
で
、
全
国
的
に
平
均
救
急
搬
送
時
間
は

増
加
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
佐
賀
県
は
34
・
３
分
か
ら

34
・
０
分
と
、
０
・
３
分
と
は
い
え
、
平
成
23
年
に
全
国
で

初
め
て
平
均
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
救
急
車
へ
の
配
備
に
よ
り
、

救
急
車
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は

予
想
外
の
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
救
急

隊
員
が
外
国
語
を
話
せ
な
く
て
も
、
翻
訳
ソ
フ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
、
外
国
人
の
方
と
意
思
疎
通
を
図
る
な
ど
、
現

場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
佐
賀
県
の
よ
う
な
規
模

の
決
し
て
大
き
く
な
い
自
治
体
に
と
っ
て
、
そ
の
コ
ス
ト

が
多
大
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
の
導
入
検
討
の
際
、
そ

の
必
要
性
や
、仕
様
の
検
討
に
お
い
て
、「
99
さ
が
ネ
ッ
ト
」

の
デ
ー
タ
が
利
活
用
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
繋

が
り
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
約
５
年
が
経
過
し
、
現
在
、
こ
の

５
年
分
の
「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
救
急
現
場
の
情
報
に
つ

い
て
、
佐
賀
県
で
は
分
析
・
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
分
析
・
検
討
の
結
果
を
基
に
、「
99
さ
が
ネ
ッ

ト
」
に
必
要
な
機
能
を
加
え
な
が
ら
、
救
急
現
場
の
更
な

る
改
善
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
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搬送実績（消防）― 搬送状況を入力して共有

搬送先実績モニター ― 救急隊員が入力した情報を基に、各病院が何名受け入
れたかを地図上で表示。左の医療機関リスト病院名を選択すると、24 時間内
の受け入れ状況を右下に表示
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﹁
合
計
特
殊
出
生
率
２
﹂
を 

　

目
標
に
掲
げ
て

少
子
化
は
社
会
の
活
力
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
社
会
経
済
の
持
続
性
を
揺
る
が
す
要

因
と
な
る
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
全
国
の

自
治
体
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
県
で
は
、
県
民
が
理
想
と
す
る
子
ど

も
の
数
「
２
人
か
ら
３
人
」
の
希
望
が
か

な
え
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、「
合
計
特
殊
出
生
率
２
」
を
目
標
に

掲
げ
て
お
り
、
今
回
、
市
町
と
と
も
に
進

め
る
少
子
化
対
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
の
羅
針

盤
」を
作
成
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ふ
じ
の
く
に
少
子
化 

　

突
破
戦
略
事
業
へ
の
取
り
組
み

本
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成

20
年
以
降
「
１
・
50
」
か
ら｢

１
・
54｣

で
あ
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
静
岡
は
東
西
に

長
く
、
地
域
ご
と
に
産
業
構
造
や
立
地
条

件
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、「
１
・
82
」
か
ら

「
１
・
22
」
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
地
域

別
で
は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
各
市
町
の
合

計
特
殊
出
生
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を

分
析
し
、
課
題
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ

と
で
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
研
究
の
分
野
で

も
珍
し
く
、
こ
れ
ま
で
他
の
自
治
体
で
も

実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県

内
の
学
識
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ

め
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
に
影
響
を 

　

与
え
る
要
因
の
把
握
・
分
析

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
合
計
特
殊
出
生

率
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因

を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
、
30
本
の
社
会

経
済
的
・
施
策
指
標
を
①
合
計
特
殊
出
生

率
の
要
因
分
解
②
主
成
分
分
析
③
重
回
帰

分
析
を
組
み
合
わ
せ
実
施
し
ま
し
た
。︵
図

１
︶①

の
要
因
分
解
で
は
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
結
婚
と
夫
婦
の
出
生
力
に
よ
る
影

響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
要
因
を
、
結
婚
、

第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
以
上
、
の
４

つ
に
分
解
し
、
各
市
町
の
出
生
率
が
ど
の

要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
分

布
図
に
よ
り
表
し
ま
し
た
。

②
の
主
成
分
分
析
で
は
、
30
本
の
社
会

経
済
的
・
施
策
指
標
を
地
域
の
働
く
力
や

地
域
の
に
ぎ
わ
い
力
な
ど
の
６
つ
に
区
分

し
た
後
、
市
町
別
に
分
析
し
分
布
図
に
表

し
ま
し
た
。︵
図
２
︶

最
後
に
、
①
合
計
特
殊
出
生
率
の
要
因

と
②
主
成
分
分
析
し
た
地
域
力
の
関
係
性

を
重
回
帰
分
析
し
た
結
果
、
結
婚
か
ら
第

１
子
ま
で
は
、
雇
用
環
境
や
地
域
の
魅

力
、
乳
幼
児
サ
ポ
ー
ト
の
状
況
が
影
響
を

与
え
、
第
２
子
、
第
３
子
以
降
に
な
る
と

夫
婦
や
地
域
の
関
係
性
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

分
析
結
果
の
﹁
見
え
る
化
﹂

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
の
羅

針
盤
」
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市

町
の
み
な
ら
ず
、
県
民
の
誰
も
が
知
り
た

い
時
に
容
易
に
必
要
と
す
る
少
子
化
対
策

に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
図
や
グ
ラ
フ
を
用
い
、
市
町
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
加
え
る
な
ど
「
見
え
る
化
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

【
長
泉
町
】

県
内
で
１
・
82
と
裾
野
市
と
並
ん
で
最

も
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
長
泉
町
で
す

が
、
約
30
年
前
は
、
県
内
順
位
は
29
位
で

し
た
。
平
成
10
年
の
「
子
育
て
支
援
総
合

計
画
」
策
定
後
、こ
ど
も
医
療
費
の
充
実
、

保
育
料
の
無
償
化
な
ど
手
厚
い
子
育
て
支

援
に
取
り
組
み
、
平
成
15
～
19
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
県
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
分
析
で
「
結
婚
に
よ
る
要
因
」

及
び
「
第
１
子
の
要
因
」
が
県
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
雇
用
環
境
が
良
好
で
地
域

が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
行
政
の
子
育

て
支
援
策
の
充
実
な
ど
が
合
計
特
殊
出
生

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
町
長
の
「
日
本
一
の
笑
顔

が
輝
き
続
け
る
ま
ち
」
を
目
指
す
と
い
う

八
木　

貴
美

静
岡
県
こ
ど
も
未
来
課

少
子
化
対
策
班
長

―
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
―

「
合
計
特
殊
出
生
率
２
」
を
目
指
し
て

静岡県



19 2016・４月号 地域づくり 本編

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
と
お
り
、今
後
は
、

「
第
３
子
以
上
要
因
」
に
影
響
す
る
、「
夫

婦
の
協
働
力
」
や
「
家
族
・
地
域
の
絆
力
」

を
高
め
る
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
合

計
特
殊
出
生
率
「
２
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
熱
海
市
】

合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
22
と
県
内
で

最
も
低
い
熱
海
市
は
、
今
回
の
分
析
に
よ

り
「
地
域
の
働
く
力
」
や
「
地
域
の
に
ぎ

わ
い
力
」
が
県
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、「
結
婚
要
因
」
が
合
計
特
殊
出
生

率
を
下
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、「
子
育
て
基
盤
力
」
や
「
夫
婦

の
協
働
力
」
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、「
第
３
子
以
上
要
因
」
に
有
利
に
働

い
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
子
育
て
世
代
の

声
を
反
映
し
た
公
園
の
整
備
や
、
大
手
家

具
量
販
店
と
連
携
し
た
市
営

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
な

ど
、
行
政
の
子
育
て
支
援
へ

の
取
組
も
熱
心
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

未
婚
化
、
晩
婚
化
へ
の
対
策

に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
向
上
が
期

待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
と
市
町
が
連
携
し
て

今
回
の
事
業
を
通
し
て
、「
地
域
の
働

く
力
」
と
い
っ
た
雇
用
状
況
や
「
子
育
て

基
盤
力
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
充
実
し

て
い
る
市
町
で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が

相
対
的
に
高
く
、合
計
特
殊
出
生
率
「
２
」

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
若
者
の
安
定
的

な
雇
用
の
確
保
策
や
正
規
就
業
継
続
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。今

後
は
、「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破

戦
略
の
羅
針
盤
」
を
少
子
化
対
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
、
市
町
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
結
婚
支
援
策

な
ど
に
も
取
り
組
み
、
若
い
世
代
が
結
婚

や
家
庭
を
持
つ
こ
と
へ
の
夢
を
抱
き
、
そ

の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。静

岡
県
と
市
町
の
輝
く
未
来
の
た
め

に
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
オ
ー
ル
静

岡
で
「
出
会
っ
て
よ
し
、結
ば
れ
て
よ
し
」

「
生
ん
で
よ
し
、
育
て
て
よ
し
」
の
静
岡

県
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
本
県
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
主
成
分

分
析
を
用
い
た
地
域
力
は
、
静
岡
県
の
市

町
の
デ
ー
タ
の
ば
ら
つ
き
か
ら
算
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
他
県
で
同
じ
30
本
の
社
会

経
済
的・施
策
指
標
を
用
い
て
分
析
を
行
っ

て
も
、
各
地
域
力
に
集
約
さ

れ
る
と
は
限
ら
ず
、
地
域
力

に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
型
の

指
標
と
な
り
ま
す
が
、
出
生

率
の
要
因
分
解
は
、
他
の
自

治
体
で
も
同
じ
方
法
で
要
因

を
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。「

ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突

破
戦
略
の
羅
針
盤
」
は
こ
ち

ら
か
ら
↓

http://w
w
w
.pref.

shizuoka.jp/kousei/ko-
130/toppa.htm

l

図１　分析の全体像

図 2　地域力の地理的分布



　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発
信
を
支
援
す

る
た
め
、「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

支
援
」「
ふ
る
さ
と
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
運
営
」
の
２
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
地
方
創
生

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
や
地
域
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
い
か
に
し
て
魅
力
的
な
も
の
と

す
る
か
は
多
く
の
自
治
体
共
通
の
課
題

だ
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
全
国
の
自
治
体
関
係
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
情
報
交
換
会
」
を
２
月
25
日
に
東
京
・

日
本
橋
の
早
稲
田
大
学
日
本
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
た
。「
目
指
せ
！
国
内
外
か

ら
わ
が
ま
ち
に
集
客
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

１
１
８
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
の
椎
川
忍
理
事
長

か
ら
、
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
を

受
賞
し
た
福
井
市
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
同
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
安
野
敏
彦
氏
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
作

に
関
し
て
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。
安

野
氏
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
製
作
者
と
の
調
整
に
お
い
て
注
意

す
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

次
に
、「
わ
が
ま
ち
の
魅
力
発
信
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ

ス
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ツ
事
業
部
部
長
兼
コ

ロ
カ
ル
事
業
部
部
長
の
及
川
卓
也
氏
と
㈱

博
報
堂
Ｐ
Ｒ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川
佳
孝

氏
の
対
談
が
行
わ
れ
、
地

域
と
ウ
ェ
ブ
の
結
び
付
き

や
地
域
資
源
を
い
か
に
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
取
り
組
み
の
報
告
と
し

て
、「
海
外
へ
の
情
報
発

信
コ
ン
テ
ン
ツ　

フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
」
と
題
し
た
㈱

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
の
羽
田
野
裕
義
氏

の
講
演
が
行
わ
れ
、
訪
日

タ
イ
人
へ
向
け
た
メ
デ
ィ

ア
活
用
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
訪
日
外
国
人
の
現
状
に
つ

い
て
の
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
観
光
部

観
光
企
画
課
課
長
補
佐
の
髙
橋
智
行
氏
の

講
演
や
、
当
セ
ン
タ
ー
広
報
室
長
に
よ
る

平
成
27
年
度
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

実
態
調
査
報
告
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
、
奈
良
ま

ほ
ろ
ば
館
に
よ
る
取
り
組
み
の
事
例
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

会
の
最
後
に
交
流
タ
イ
ム
が
設
け
ら

れ
、
登
壇
者
と
の
名
刺
交
換
は
列
が
で
き

る
ほ
ど
盛
況
で
、
会
場
は
自
治
体
担
当
者

の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
、「
写
真
や
動

画
の
効
果
的
な
使
い
方
を
勉
強
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
」
な
ど
、
意
欲
的
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

�

広
報
室　

●　

姫
野　

貴
之

202016 ・４月号

「
目
指
せ
！
国
内
外
か
ら
わ
が
ま
ち
に
集
客
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

―
地
方
創
生 

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
情
報
交
換
会
―

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
情
報
交
換
会

セミナーの様子

ふるさとパンフレット大賞表彰状の贈呈

名刺交換会の様子

地域づくり 本編
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書 籍 紹 介

　2014 年５月に日本創生会議が発表した「消滅可能性都市」という言葉は地方の各都
市に衝撃を与え、内閣が掲げる「地方創生」は今や空前のブームとなり、中央集権から
地方分権への転換ならびに地域の自立が多く叫ばれている。
　本書は、横浜市で 30年以上行政に携わった現場経験を持つ著者独自の観点から、持
続可能な地域の経済的自立について考え、地域経済を支えて共に成長し続ける永続企業
のあり方と、地域の特性を活かした自立のための地域循環モデルが述べられている。中
でも、当時の市の経済政策課長に就いていた著者が紹介する「横浜型地域貢献企業認定
制度」をはじめとした金融政策の実践とその展開の様子は、地域経済の自立を成功させ
たモデルとして参考となる一例である。
　わが国の旧来の経済成長を支えたグローバル資本主義は、今や限界を迎えつつある。
これからの人口減少社会の中で、地域が真に自立して人々が幸せな暮らしを得るために求
められる社会のあり方、サステイナブルな経済社会を実現するために必要なものとは―。
　地方創生の今、地域の人々にとって本当に目指すべき豊かな社会の姿を考えるとき、
今一度立ち止まって読みたい１冊である。

「消えない都市」の条件

吉田正博　著
幻冬舎（2015年２月25日発行）
定価：778円＋税

反骨の市町村　国に頼るからバカを見る

相川俊英　著
講談社（2015年３月１８日発行）
定価：1500円＋税

　本書は地方自治ジャーナリストである著者が四半世紀にわたり全国各地の自治体を取
材し培った目で、多くの実例を示しながら地方の衰退原因を分析し、地域活性化への特
効薬を探るものとなっている。
　本書の主たる視点は、衰退する地域を取り巻く現状として、自治体や住民、中央政府そ
れぞれに、自ら考えず創意工夫をしない依存体質が生じているというものである。筆者は
それらをタリキ（他力）ノミクス、タリキ（他力）ストと呼び、このような状況に陥った原
因として、景気浮揚を目的とした公共事業への依存、過剰な行政サービスの既得権化、企
業城下町や原発立地自治体などの特別な要因による財政の安定への依存などを指摘する。
　このタリキノミクスから脱却し、自らの創意工夫や努力で困難に立ち向かうジリキ（自
力）ノミクス、ジリキ（自力）ストとなった自治体を豊富に紹介し、自助努力の精神に
よる地域活性化を説いている。
　なお、本書の特徴として、総務省統計などを独自に整理した指標を用いて納税者が知
るべき「自律度」ランキングを示すとともに、各事例紹介でもそれぞれの自治体の当該デー
タが参照できるようになっている。
　これらの指標には自治体の財務状況だけでなく、住民の自治意識を図る指標も含まれ
ており、行政側と住民側の両面から当該自治体の状況を把握できる興味深いデータとなっ
ている。

地域づくり 本編



福
祉
事
務
所
に
お
け
る�

�

　
「
ｅ-

サ
ー
ビ
ス
」

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
人
口
は
現
在
約

90
万
人
だ
が
、
近
年
、
移
民
に
よ
る
社
会

増
な
ど
か
ら
、
年
間
１
万
人
強
増
加
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
家
庭
内
暴
力
や
児

童
虐
待
な
ど
の
問
題
が
徐
々
に
顕
在
化

し
、
福
祉
事
務
所
と
し
て
住
民
に
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
５
月
か
ら
福
祉
事
務
所
で

は
、
住
民
が
福
祉
事
務
所
へ
容
易
に
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
の
問
題
に
「
匿
名
」
で
相
談
で
き
るｅ
‐

サ
ー
ビ
ス
（
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、

利
用
者
目
線
を
重
視
し
た
様
々
な
機
能

（「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
チ
ャ
ッ
ト
」「
動
画
」「
よ

く
あ
る
質
問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」）
や
情
報
が
利

用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
は
、
匿
名
で
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
や
「
チ
ャ
ッ
ト
」
で
説
明
で
き
る
こ

と
に
あ
る
。
問
題
を
抱
え
て
い
る
投
稿
者

に
と
っ
て
身
分
を
明
か
さ
な
く
て
も
使
え

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

福
祉
事
務
所
で
は
、
家
庭
内
の
問
題
が
深

刻
化
す
る
前
に
、
何
ら
か
の
方
法
で
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
も
そ
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
実
現
す

る
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
ま

た
住
民
か
ら
の
相
談

や
質
問
を
受
け
て
、

常
に
「
よ
く
あ
る
質

問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」
を

改
良
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
利
用
者

に
良
い
サ
ー
ビ
ス
情

報
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
福
祉
事
務
所
と

住
民
間
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
住
民

に
周
知
し
、
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。「
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
モ
バ
イ

ル
対
応
と
し
た
際
に
利
用
者
数
が
増
加
し

ま
し
た
。
理
由
は
モ
バ
イ
ル
対
応
に
よ
り

ア
ク
セ
ス
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
加

え
、
利
用
者
が
入
力
し
や
す
い
画
面
に
し

て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
専
門
家

で
す
が
、Ｉ
Ｔ
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、

常
に
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
繰
り
返
し
て
そ

の
経
験
か
ら
学
ん
で
い
る
の
で
す
」
と

A
lexandra Göransson

氏
は
語
る
。

住
民
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
ｅ–

サ
ー
ビ
ス

は
、「
住
民
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
」

を
考
え
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
市
は
、
住

民
が
欲
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
が
潜

在
的
に
欲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
、
住
民
視
点
か
ら
構
築
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。

福
祉
事
務
所
の
本
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
導

入
に
よ
り
、
簡
易
な
手
続
き
関
係
の
質
問

や
相
談
は
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
全
体

の
相
談
件
数
自
体
は
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
は
人
口
増
加
の
影
響
も
あ
る
が
、
今
ま

で
福
祉
事
務
所
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て

こ
な
か
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
の

現
れ
で
も
あ
る
と
担
当
者
は
考
え
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
行
政
か
ら
住
民
へ
新
た

な
コ
ン
タ
ク
ト
の
手
段
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
、
住
民
の
選
択
の
自
由
を

広
げ
て
い
る
と
言
え
る
。
我
々
は
こ
の
住

民
の
選
択
の
自
由
を
広
げ
る
視
点
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
情
報
課

�

副
参
事　
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海
外
調
査
報
告
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市

福祉事務所におけるWebサイト（e-サービス）

地域づくり 本編

「e-サービス」活用の匿名相談で住民の選択肢拡大

―ＩＣＴ行政による住みよいまちづくり―
スウェーデン　ストックホルム市

スウェーデンをはじめ北欧の情報技術の利用水準は高い評価を受けている。このたび、首都ストックホルム
市のｅ- サービスを調査した。このｅ- サービスは、インターネットを介して行う住民サービスのことで、住民
に手紙を送るとか電話をするなどの行為の代替手段。誰でも、いつでも、どこからでも市へのコンタクトを可
能にする情報手段として導入されている。本稿では、福祉事務所におけるｅ– サービスを利活用した住民サー
ビスについて、当事務所の部門責任者である Alexandra Göransson 氏を訪問し、伺った話を報告する。
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味
覚
教
育
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

（
１
）
五
感
を
使
っ
た
体
験
的
食
教
育

ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
氏
は
「
食
教
育
に
は

栄
養
学
的
な
発
想
も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ

が
、
栄
養
価
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
だ
け
を
強

調
し
た
学
習
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響

か
ず
、
食
の
大
切
さ
に
気
付
き
に
く
い
。

食
べ
物
を
五
感
で
認
識
・
選
別
し
、
理
解

す
る
仕
組
み
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
同
じ

種
類
の
食
べ
物
で
も
い
ろ
ん
な
違
い
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
分
か
る
子
供
に
育
て

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
話
す
。

そ
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
「
五
感
を
使
っ
た
体
験
的
食
教
育
」
で

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
食
品
を
匂
い

だ
け
で
当
て
る
ゲ
ー
ム
」
や
「
何
の
野
菜

か
手
で
触
っ
て
当
て
る
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を

通
し
て
、
食
事
に
お
け
る
五
感
の
重
要
性

を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
。
な
お
、

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
体
験
的
食
教
育

を
行
う
教
師
の
養
成
も
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
約
１
万
２
千
人
の
教
師
が

養
成
講
座
を
修
了
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
効
果
的
な
食
教
育
を
行

う
た
め
に
は
、
保
護
者
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者
が
食
生

活
へ
の
配
慮
や
食
教
育
の
重
要
性
を
理
解

し
、
家
庭
で
も
積
極
的
に
食
教
育
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
年
３
回
保
護
者

と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
い
る
。
こ

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
五
感
を
使
っ
た

食
教
育
の
体
験
や
地
域
食
材
の
試
食
会
、

勉
強
会
な
ど
を
行
う
。
そ
の
際
に
重
要
な

の
は
、
た
だ
単
に
食
教
育
が
重
要
だ
と
訴

え
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
毎
日
の
買

い
物
や
食
事
の
な
か
で
気
を
付
け
る
べ
き

こ
と
や
、
工
夫
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、

保
護
者
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
伝
え
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

（
２
）
学
校
菜
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ラ
ー
ト
市
と
共
同

で
「
菜
園
を
食

べ
よ
う
」
と
名

付
け
た
学
校
菜

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
お

り
、
市
内
の
す

べ
て
の
学
校
に

菜
園
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
学
校

菜
園
の
世
話
に

は
、
教
師
や
生
徒
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
元
生
産
者

な
ど
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
お
り
、
学

校
菜
園
を
き
っ
か
け
に
地
域
内
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
は
菜
園
の
世
話
を
通
し
て
地
域
の
人
々

の
知
恵
や
思
い
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の

歴
史
や
伝
統
、
文
化
も
学
ん
で
い
る
。

収
穫
し
た
野
菜
や
果
物
は
、
子
ど
も
た

ち
が
包
装
、
値
付
け
、
接
客
を
し
て
地
域

で
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
で
肥
料
や
野

菜
の
種
な
ど
の
必
要
経
費
を
賄
う
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

味
覚
教
育
セ
ン
タ
ー
に
学
ぶ
こ
と

セ
ン
タ
ー
の
食
教
育
の
特
徴
の
一
つ

は
、
食
教
育
が
重
要
だ
と
学
術
的
に
訴
え

る
の
で
は
な
く
、
五
感
に
踏
み
込
ん
だ
体

験
学
習
な
ど
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
食
の

大
切
さ
を
実
感
し
、
日
常
的
に
食
に
関
心

を
持
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
校

菜
園
が
地
域
の
多
様
な
主
体
を
結
び
付

け
、
地
域
全
体
で
食
教
育
に
取
り
組
む
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

食
教
育
に
は
「
食
を
通
じ
て
地
域
を
知

り
、
理
解
し
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
」

と
い
う
側
面
が
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
に

立
っ
た
と
き
、
お
の
ず
と
様
々
な
主
体
が
連

携
し
て
食
教
育
を
多
面
的
に
進
め
る
重
要

性
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
活
性
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ン
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江

味覚教育センター（以下「センター」）は、イタリアトスカーナ州プラート市に本部を持つＮＰＯである。
同じくイタリアに本部を持つ国際的なＮＰＯ、スローフード協会から生まれた団体で、伝統的な食品の継承に
関する調査研究や味覚教育を行う教師の養成、地方公共団体の食教育プロジェクトへのアドバイスなど、食に
関する様々な事業を行っている。今回の調査では、センターの代表であるアレッサンドロ・ヴェントゥーリ氏
にお話を伺った。

―味覚教育センターの取り組みに学ぶ―
イタリア　プラート市

地域連携による食教育 海
外
調
査
報
告
　�

イ
タ
リ
ア
　
プ
ラ
ー
ト
市

収穫した野菜は、学校の玄関でも販売されている

センターの代表　ヴェントゥーリ氏



平成28年度第１回地方創生実践塾開催のお知らせ

地域づくり活動をご紹介します　～新編集委員が始動～

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

24

　今年度、「地域づくり」の編集委員として、全国各地の地域づくり活動を紹介してまいります。地域づくりに
携わる皆様に毎月１日を待ち遠しく思っていただけるような魅力的な誌面を目指してまいります。どうぞよろ
しくお願いします。
　各編集委員の名前と派遣元は以下の通りです。（アイウエオ順、敬称略、カッコ内は派遣元自治体）
　▼安樂良太（滝川市）▼岩崎亨（富岡市）▼大年博之（広島県）▼大脇瑶子（狛江市）▼髙木孝二郎（福岡県那珂川町）
▼中野永吉（山口県）▼三ツ井卓也（秩父市）▼山内睦（朝来市）▼山本健司（大館市）▼吉田桂一郎（佐賀県）

前列左から大脇、山内、山本、岩崎。後列左から髙木、吉田、大年、三ツ井、安樂、中野

【講　　師】
ものがたり法人　FireWorks ほか
【日　　程】
平成28年６月３日（金）13:00 ～５日（日）12:00
【会　　場】
三島市　梅御殿（静岡県三島市一番町19-3）
【定　　員】
40名（先着順、定員に達し次第締め切ります）

※ 申込方法等、詳しくは地域活性化センター 
ホームページをご覧ください。

◆お問い合わせ先：地域支援課（電話 03-5202-6136）

通
信

セ
ン
タ
ー

地域づくり 本編

映画「惑う　After the Rain」夏ロケ集合写真

地方創生実践塾ページ
QRコード

◆住民の手で映画を作った三島市
　～地域の未来をつくるまちづくり人材の発掘と育成～ 【静岡県三島市】

　静岡県三島市は、『みしまびとプロジェクト～映画制作を手段としたまちづくり』として、
高校生からシニアまでの様々な立場、それぞれの思いを持ったメンバーがエキストラ、裏方、場所や物の提供、
寄付などの様々な方法で参画しています。映画を制作することを通じて、地域への理解を深め、愛着を醸成し、
まちづくりに参加する市民の輪を広げ、“ふるさとの未来をつくるひとをつくる”まちづくりにつなげていく取
り組みが進められています。
　多くの人に「自分ごと」として地域づくりに関わってもらうためのまちづくり人材の発掘と育成について学
びます。

2016 ・４月号



平成 27年度地方創生フォーラムin東京を開催
　地域活性化センターでは、例年３月上旬に「ふるさとイベント大賞表彰式」と「地方創生フォーラム」
を開催しています。今年度は、平成28年３月２日（水）に東京国際フォーラムで開催し、342名の
方にご参加いただきました。来賓には土屋正忠総務副大臣、北川フラム選考委員長、竹下景子選考委員
をお招きしました。内容についてご報告いたします。

選考委員長の総評

■プログラム

１３：００～　　第20回ふるさとイベント大賞　表彰式

１４：１０～　　平成27年度地方創生フォーラム in 東京
　【基調講演】　　「2020年東京オリンピック・パラリンピックと地域活性化」
　　　　　　　　室伏 広治 氏（東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会スポーツディレクター）

１５：２５～　　パネルディスカッション　
　　　　　　　　「2020年東京オリンピック・パラリンピックを見据えたスポーツ振興による地方創生」
　コーディネーター　青島　健太　氏（スポーツライター&キャスター）
　パネリスト　　　　丸田　藤子　氏（21世紀ボランティア研究センター代表）
　　　　　　　　　　三﨑　冨査雄　氏（㈱野村総合研究所 コンサルティング事業本部 パートナー）
　　　　　　　　　　石原　正敬　氏（三重県菰野町長）
　　　　　　　　　　室伏　広治　氏

アートディレクター
株式会社アートフロントギャラリー代表取締役北川 フラム氏

受賞者の皆さん

土屋総務副大臣のご挨拶

総評を述べる北川委員長と竹下委員

桜流鏑馬には驚きました。美しく洗
練された神事でありスポーツ競技でも
あるという、爽やかな感動がありまし
た。上北の馬とのつながりもまたほほ
えましいものでした。
今回は前回に比して小ぶりでキラリ

と光る地域の祭りが多く、土地に深く
根ざした生活文化が未だ健在だという

思いをもつことができました。近隣近郊を巻き込む大祭と、
ささやかな祭のもつ魅力が錦繍のように編まれている日本
列島の素晴らしさを感じたことを報告しておきます。
ふるさとキラリ賞の「いす - １ＧＰ」と「日本初のホタ
ル舟」はまさにキラリとした創意によって考えられた楽し
いイベントです。さまざまなイベントがあることはこの国
の希望だと思います。

第 20 回ふるさとイベント大賞表彰式・
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第20 回ふるさとイベント大賞
　今回で第20回目を迎える「ふるさとイベント大賞」は、全国各地で数多く開催されている地域の活力を
生み出すイベントを表彰し、全国に向けて紹介することによって、ふるさとイベントの更なる発展を応援し
ています。
　全国からの応募総数は130件で、「ふるさとイベント大賞選考委員会」の審査により、各賞が決定しました。

會津十楽（第 10回）
【主催団体】サムライシティプロジェクト実行
委員会（福島県会津若松市）
【イベント概要】戦国時代、会津の領主であり、
キリシタン大名であったレオ氏郷公は、転地の
際「われらは再び十楽の地を築かねばならぬ。
土地を豊かにし、商いを盛んにし、領民を幸せ
にすることこそ我らの務めなのだ」と庶民によ
る自由市「十楽」を開き会津の礎を築きました。
震災復興に向けての象徴として南蛮文化の香り
高い、華やかだった400年前の自由市「會津
十楽」をここに蘇らせました。

桜流鏑馬（第 12回）
【主催団体】桜流鏑馬実行委員会（青森県十和
田市）
【イベント概要】日本で唯一、女流騎士のみが
出場できる流鏑馬大会。会場周辺が桜の見ごろ
を迎える頃、華やかな衣装に身を包んだ女流騎
士達が馬に跨り、桜並木を疾走する様は圧巻。
十和田市の世界に誇れる観光資源「桜」と「駒
の里」を広くＰＲする春季イベントです。

大 賞（内閣総理大臣賞）

最優秀賞（総務大臣表彰）
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日本初のホタル舟（第 25回）
【主催団体】ホタル舟実行委員会（山口県下関市）
【イベント概要】船上から眺めるホタルの乱舞と水面に
揺らめくホタルの光が相まって、見渡す景色が数万匹
のホタルで埋め尽され、いつしかホタル色に染まりま
す。儚い命。ホタルは私達に何かを伝えようとしてい
るのかもしれません。

にいがた総おどり（第 14回）
【主催団体】新潟総踊り祭実行委員会（新潟県新潟市）
【イベント概要】毎年9月の中旬の3日間開催される
踊りの祭典「にいがた総おどり」は、新潟市内中心市
街地9会場以上で開催され、全国・海外から踊り団
体が参加します。日本最大規模のオールジャンルのダ
ンスフェスティバルです。

燈籠祭（第 29回）
【主催団体】紀北町燈籠祭実行委員会（三重県紀北町）
【イベント概要】東紀州の夏の夜を彩る、巨大燈籠と花
火の競演「燈籠祭」。毎年７月下旬の土曜日に三重県紀
北町の長島港で開催し、県内外からたくさんの来場者で
賑わい、この地方の夏の風物詩として定着しています。

菓子祭前日祭（第５回）
【主催団体】菓子祭前日祭実行委員会（兵庫県豊岡市）
【イベント概要】兵庫県豊岡市にはお菓子の神様「田道間守命 ( たじま
もりのみこと )」を祀った神社の総本社「中嶋神社」が鎮座しており、「お
菓子のルーツ」であるという地域ならではの財産を活用したイベントで
す。当日は菓子に関する様々な行事が行われ、県内外から多彩な菓子店
が自慢の菓子を販売し、食べ比べを楽しむ人で会場があふれるほどです。

いす－１ＧＰ
「キララ２時間ＩＳＵ耐久レース」（第６回）
【主催団体】キララ商店街事業協同組合（京都府京田辺市）
【イベント概要】2時間の間に事務いすで商店街のコースを何周
走れるかを競う耐久レース、いす－1GP。一度見たら忘れる事
ができないユニークで過酷な光景が、毎年京都府京田辺市のキ
ララ商店街で繰り広げられています。

ふるさとキラリ賞（選考委員会表彰）ふるさとキラリ賞

優秀賞（地域活性化センター会長表彰）優秀賞

優秀賞
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第
20
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
表

彰
式
に
続
き
、
同
会
場
で
平
成
27
年
度
地

方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
東
京
が
開
催
さ

れ
た
。２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
地
方
創
生
の
契
機
と

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ
た
発
想
や
視

点
に
基
い
た
行
動
が
必
要
な
の
か
、
基
調

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
考
え
た
。

�

ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る�

�

問
題
に
貢
献
で
き
る

は
じ
め
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
る
室
伏
広
治
氏
が
「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
地
域
活
性
化
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

室
伏
氏
は
ま
ず
、
競
技
大
会
組
織
委

員
会
が
掲
げ
る
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ビ
ジ
ョ

ン
の
３
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト 

「
全
員
が

自
己
ベ
ス
ト
」「
多
様
性
と
調
和
」「
未
来

へ
の
継
承
」
を
紹
介
し
た
。

「
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

関
わ
る
全
て
の
人
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
機
運
を
高
め
る
こ
と
と

し
、「
多
様
性
と
調
和
」
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
誰

も
が
個
性
を
認
め
合
い
、
共
存
で
き
る
社

会
を
つ
く
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
語
っ

た
。
ま
た
、「
未
来
へ
の
継
承
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
や
未

来
に
何
を
残
せ
る
か
し
っ
か
り
考
え
て
い

き
た
い
と
し
た
。

次
に
「
ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
貢
献
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
い
う
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長

の
国
連
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
引
用
し
、
貧
困

に
苦
し
む
人
々
や
世
界
各
地
の
難
民
に
、

ス
ポ
ー
ツ
は
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
。
自
身
も
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
結

果
を
残
し
た
が
、
環
境
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
ら
現
在
の
自
分
は
な
か
っ
た
と
語
り
、

で
き
る
限
り
の
人
に
多
く
の
機
会
が
与
え

ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
た
い
と
述
べ
た
。

そ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
、
室
伏
氏
は

今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
人
々
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
大

会
に
し
た
い
と
熱
く
語
っ
た
。
特
に
被
災

地
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
い
と

し
、
メ
ダ
ル
の
獲
得
を
約
束
し
、
実
際
に

獲
得
し
て
被
災
地
に
持
っ
て
い
っ
た
際
、

子
ど
も
た
ち
が
非
常
に
喜
び
、
希
望
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
た
。

�

事
前
キ
ャ
ン
プ
で�

�

各
国
選
手
の
受
け
入
れ
を

次
に
室
伏
氏
は
、
現
代
の
日
本
の
社

会
の
問
題
と
し
て
、
過
去
と
比
較
し
て
減

少
し
た
運
動
量
の
割
に
栄
養
過
多
で
あ

り
、健
康
が
損
な
わ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
。

そ
の
解
決
法
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

活
用
し
て
ほ
し
い
と
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
に

日
常
生
活
に
役
立
つ
効
率
的
な
身
体
の
使

い
方
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か

と
提
案
し
た
。

続
い
て
事
前
キ
ャ
ン
プ
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
構
想
に
言
及
。
実
際
に
日
本
で
事
前

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
友
人
の
海
外
ア
ス

リ
ー
ト
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
紹
介

し
、
食
事
の
内
容
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
や
、
宿
泊
場
所
と
練
習
会
場
が

30
分
以
内
で
行
き
来
で
き
な
い
と
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
支
障
を
き
た
す
点
な
ど
配

慮
を
要
す
る
部
分
は
あ
る
が
、
是
非
各
国

の
選
手
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
と

語
っ
た
。

最
後
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
機
会
を
活
用
し
、

是
非
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
と

述
べ
、
基
調
講
演
を
結
ん
だ
。

�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン�

�

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
」

基
調
講
演
に
続
き
、「
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
地
方
創

生
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
タ
ー
・
キ
ャ
ス
タ
ー
の
青
島
健
太
氏
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
基
調
講
演
に
引
き
続

き
室
伏
広
治
氏
、
三
重
県
菰
野
町
長
の
石

原
正
敬
氏
、
21
世
紀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究

282016・４月号

―
室
伏
広
治
氏
が
基
調
講
演
―

平
成
27
年
度
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
地
域
活
性
化
を

基調講演 室伏広治 氏
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セ
ン
タ
ー
代
表
の
丸
田
藤
子
氏
、
野
村
総

合
研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本
部 

パ
ー
ト
ナ
ー
の
三
﨑
冨
査
雄
氏
が
登
壇
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
も
た
ら
す
経
済
的
効
果
や
社
会
的
な
効

果
に
つ
い
て
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
議
論

を
交
わ
し
た
。

石
原
氏
は
、
会
長
代
行
を
務
め
る

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
推

進
首
長
連
合
」
に
つ
い
て
言
及
。
連
合
は

全
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
２
０
２
０
年
の

大
会
に
よ
る
盛
り
上
が
り
を
行
き
渡
ら
せ

る
た
め
設
立
さ
れ
た
と
説
明
し
、
地
域
同

士
で
連
携
し
、
日
本
の
地
方
の
魅
力
を
海

外
の
人
々
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

ま
た
、
大
会
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

を
享
受
す
る
に
は
、
大
会
の
開
催
期
間
の

み
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
大
会

前
後
に
何
を
す
る
か
、
き
ち
ん
と
計
画
を

立
て
て
臨
む
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
菰
野
町
で
は
鈴
鹿
山
麓
か

も
し
か
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
菰
野
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
鈴
鹿
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
自
治

体
の
首
長
の
立
場
か
ら
、
市
町
村
が
重
要

視
す
べ
き
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
と

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
市
町
村
が
変
わ
れ
ば
、
大
会
の
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
た
。

丸
田
氏
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
３
万
２
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

調
整
を
行
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
は
大
会
を
よ
り
感
動
的
な

も
の
に
し
、
そ
の
感
動
が
大
会
終
了
後
も

地
域
の
た
め
に
行
動
す
る
人
材
を
生
み
出

す
と
話
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
職
業
で
は

な
い
た
め
、
個
々
人
の
状
況
や
や
る
気
に

左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
く
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
難
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
画
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
増
や

し
、
多
く
の
人
に
出
番
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
人
材
の

育
成
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。

�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
海
外
か
ら
投
資
を�

呼
び
込
む
こ
と
が
地
方
経
済
に
有
効

三
﨑
氏
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
大
会
開
催
中
に

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
地
方
へ

の
誘
客
や
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
よ

る
経
済
効
果
、
国
際
交
流
の
機
会
を
求
め

る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
指
摘
。
む

し
ろ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
世

界
の
目
が
日
本
に
向
く
機
会
に
海
外
の
企

業
や
投
資
家
と
の
繋
が
り
を
つ
く
り
、
日

本
の
企
業
が
海
外
に
進
出
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
や
、
海
外
か
ら
の
投
資
を

呼
び
込
む
こ
と
が
地
方
の
経
済
発
展
に

と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
提
言
し
た
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中

の
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
都
心
部
が
人
で
あ
ふ

れ
る
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
市
民
が
オ
フ
ィ
ス

へ
の
出
勤
を
敬
遠
し
た
こ
と
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
普
及
し
た
こ
と
に
触
れ
、
日
本

で
も
働
き
方
の
多
様
化
等
、
社
会
変
革
を

促
す
契
機
に

な
る
の
で
は

と
述
べ
た
。

室
伏
氏

は
、
日
本
に

来
た
こ
と
が

な
い
人
が
多

く
訪
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
機
会
を
生
か
し
、
日
本

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
し
、
ま

た
大
会
期
間
中
に
で
き
る
限
り
多
く
の
人

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
と
語
っ
た
。

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
青
島

氏
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
恩
恵
を
、

様
々
な
主
体
が
知
恵
を
絞
っ
て
獲
得
す
る

こ
と
が
地
方
創
生
に
必
要
だ
と
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
か

ら
世
界
の
人
々
に
好
意
を
贈
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く
っ
た
。

2016・４月号29

パネルディスカッション

パネリスト

コーディネーター 青島健太 氏
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大館市長 福原淳嗣

匠と歴史を伝承し、誇りと宝を力に
変えていく「未来創造都市」

2016・４月号 30

　

北
東
北
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
大
館
市
は
、
人
口

７
万
６
０
０
０
人
の
、
歴
史
・
文
化
・
伝
統
・
技
術
の
全
て
が
詰

ま
っ
た
魅
力
的
な
故
郷
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
生

ま
れ
育
っ
た
大
館
に
恩
返
し
し
た
い
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
魅

力
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
住
む
人
口
は
減
る
が
来

る
人
口
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
市
政
の
か
じ
取

り
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
の
も
と
、
平
成
27
年
５
月
に
市
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
特
に
歴
史
が
好
き
で
、
日
本
の
文
化
や
自
然
を
崇
拝
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
先
祖
様
に
尊
敬
の
気
持
ち
を
抱

く
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
館

は
、
中
世
か
ら
明
治
維
新
、
近
代
化
と
、
日
本
が
大
き
く
動
く
と

き
に
、
そ
の
都
度
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
舞
台
を
つ
く
っ
て

き
た
場
所
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
が
故
郷
大
館
で
な
し
て
き
た
も
の
を
一
つ
一
つ
受
け
止
め

て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
施
策
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
、現
在
、地
域
に
眠
っ
て
い
る
歴
史
・
文
化
資
源
に

光
を
当
て
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
故
郷
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
よ
る
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

折
し
も
、
平
成
28
年
度
か
ら
８
年
間
の
第
２
次
新
大
館
市
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
本
市
の

発
展
の
礎
と
な
っ
て
き
た
自
然
の
恩
恵
や
人
々
の
暮
ら
し
方
、
生

業
を
築
く
た
め
の
知
恵
や
技
術
と
い
っ
た
地
域
資
源
・
特
性
を
活

か
し
、
市
民
と
と
も
に
「
ひ
と
」「
暮
ら
し
」「
ま
ち
」
が
相
互
に

関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
本
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
「
も
の
が
た
り

（
歴
史
）」
を
つ
く
る
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
位
置
付

け
ま
し
て
、「
大
館
の
未
来
を
紡
ぐ
も
の
が
た
り
づ
く
り
」
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
ひ
と
」「
暮
ら
し
」「
ま
ち
」が
相
互
に
関
わ
り
な
が
ら
、

本
市
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を

は
じ
め
と
す
る
学
び
の
場
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
す
る

気
概
と
能
力
を
高
め
、
大
館
で
自
立
、
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
財

を
育
成
す
る
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
根
幹
と
し
ま
す
。
そ
の
「
ひ
と
」

と
「
暮
ら
し
」
の
中
で
生
ま
れ
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
互
い

に
支
え
合
い
、
将
来
に
わ
た
る
安
全
・
安
心
な
「
暮
ら
し
づ
く
り
」

を
進
め
ま
す
。

　

鉱
業
技
術
を
生
か
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
や
医
療
機
器
・
医
薬

品
製
造
と
い
っ
た
健
康
産
業
な
ど
の
多
様
な
産
業
、
曲
げ
わ
っ
ぱ

を
は
じ
め
と
す
る
地
元
特
産
品
な
ど
の
匠
の
技
、
大
館
が
持
つ

豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
、
佐
竹
氏
の
秋
田
国
替
え
を
縁
と
す
る

４
０
０
年
の
時
を
超
え
た
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
と
の
友
好
都
市
協

定
や
忠
犬
ハ
チ
公
を
代
表
と
す
る
秋
田
犬
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
・

文
化
な
ど
「
ま
ち
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
力
を
資
源
と
し
て
、
快
適

な
暮
ら
し
の
で
き
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

総
合
的
に
進
め
、
将
来
の
大
館
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
造

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
創
造
す
る
た
め
の
都
市
像
・
行
財
政
運
営
の
指
針
を

６
つ
の
基
本
目
標
と
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
ま
ち
や
暮
ら
し

の
な
か
で
市
民
が
活
躍
し
、
次
代
を
育
む
教
育
文
化
都
市
（
ひ
と

づ
く
り
）」、「
健
康
で
、
互
い
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
支
え
合
う

健
康
福
祉
都
市
（
暮
ら
し
づ
く
り
）」「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

暮
ら
し
を
支
え
る
活
力
を
興
す
産
業
創
造
都
市
（
も
の
づ
く
り
）」

「
暮
ら
し
や
ま
ち
の
な
か
に
賑
わ
い
と
交
流
を
生
む
多
文
化
交
流

都
市
（
物
語
づ
く
り
）」、「
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
快
適
に
暮
ら

せ
る
環
境
共
生
都
市
（
ま
ち
づ
く
り
）」「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
行
財
政
運
営（
ま
ち
そ
だ
て
）」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
像
で
あ
る
「
匠
と
歴
史
を
伝
承
し
、
誇
り
と
宝

を
力
に
変
え
て
い
く『
未
来
創
造
都
市
』」を
必
ず
や
実
現
す
べ
く
、

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
私
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
館
は
絶
対
に
こ
う

な
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
示
し
て
、
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
継
ぎ
守
る
べ
き
故
郷
大
館
の
た
め
に
、
今
こ
そ
大
館
の
持

つ
力
、
大
館
力
を
発
揮
す
る
と
き
が
来
て
い
る
の
で
す
。

地域づくり 本編
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32

下呂市は日本のほぼ中心に位置しています。千年の歴史を持ち
「日本三名泉のひとつ」と称される下呂温泉は、天然の石鹸

効果で美人の湯と言われ、年間100万人以上の宿泊客が訪れてい
ます。春は水面に映る姿が美しい苗代桜などの桜めぐり、夏は勇
壮な龍の乱舞で始まる下呂温泉まつり、秋は１カ月以上楽しめる
紅葉、冬は毎週末に花火が打ちあがるなど、年間通してお楽しみ
いただけます。
　当市では市制 10周年を機に、市内各地の着地型プログラムを
まとめた「Ｇ - ＳＴＡＹ　げろぐるトラベル」を立ち上げ、市内
周遊観光を促進しています。“日本一滝が多い町”小坂町の 216
もの滝をめぐる「小坂の滝めぐり」や、ガイドとともに複雑に絡
み合った路地裏を探検する「飛騨街道筋骨めぐり」のほか、酒蔵
見学や収穫体験、座禅や郷土料理づくりなど約 20のコンテンツ
を組み合わせて旅をカスタマイズすることができます。
　美しい森と清流、天下の名湯、そしてあたたかなおもてなし。
心と身体を癒す旅、下呂市にぜひお越しください。

下呂市

岐
阜
県

206

2016・４月号

█下呂温泉街の中心、阿多野谷に立ち並ぶ枝垂れ柳。点在す
る 10ヶ所の足湯をめぐりながらそぞろ歩き

█下呂市北部の湯屋温泉では
飲泉や鉱泉料理などで温
泉の効能を体の内側から
取り込むことができる

█まるで映画のセットのよう
な細い路地裏を歩く「筋
骨めぐり」。近年注目され、
観光客が増えている

█日本で最も美しい村連合に加盟する馬
瀬地域。平成の名水百選である馬瀬川
の鮎は絶品。スイカのような甘い香り
が特徴

█ 2 本の巨木からなり、
樹齢約 400 年といわれ
ている苗代桜。水田に映
る姿が美しい

█旧飛騨街道の面影を残す萩原宿では、酒
蔵見学や朝市などが行われている

█国の重要文化財にも指定されている白雲座など、
市内には村芝居（地歌舞伎）小屋が２ヶ所ある

█小坂の滝めぐりには様々な
難易度のコースがある。若
者には「沢のぼり」、中高
年には「のんびりハイキン
グ」が人気

お
も
て
な
し
の
ま
ち
　
下
呂
市

地域づくり 本編



平成28年度地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナーのお知らせ

【こんなお悩み、ありませんか？】
・地域の古民家を改修したいが資金が足りない…
・製品化にあたってニーズを知りたいが調査費がない…
・活動資金の調達方法の相談を受けたが、補助金以外の提案ができないか…
　今回はこのような悩み・課題を解決する方法として、近年注目を集める「ふるさと納税」や「クラウドファンディング」、
「ファンドレイジング」などについて、基礎から実践的な手段まで多様な講師陣から学んでいきます。

【こんなことが学べます！】
・知っているようで実は知らない「ふるさと納税」の仕組み
・返礼品だけでなく、寄付者の志に応える「志金」の活かし方
・今さら聞けない「クラウドファンディング」「ファンドレイジング」の基本
・コミュニティビジネスと連携した金融機関の融資事業の展開
・「クラウドファンディング」と新たなサポーターづくり

【日　　程】平成 28 年 5 月 14 日（土）13:00 ～ 18:30 / 15 日（日）9:00 ～ 13:00（予定）
【会　　場】東京八重洲ホール 301 会議室（東京都中央区日本橋 3-4-13 新第一ビル）
【講　　師】岩永幸三氏（佐賀県）
 長島剛氏（多摩信用金庫）
 藤原祥乃氏（株式会社まちづくり立川）
 多田千尋氏（東京おもちゃ美術館）
 イノウエヨシオ氏（株式会社ファンドレックス）
 山形県朝日町役場
【定　　員】60 名
【対 象 者】地域活性化に熱意のある方、地域のことを勉強したい方など
【参 加 費】一 般 25,000 円、大学生 10,000 円 
 ※ 3 回券（60,000 円）、6回券（90,000 円）あり〔複数人での使用も可能です〕
【申込方法】FAX(03-5202-0755)、E-mail（creative@jcrd.jp）
 または、ホームページの申込フォーム
【問合せ先】クリエイティブ事業室 (TEL 03-5202-6134)
 ※ 詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.jcrd.jp/

地域づくり４月号
2016 年４月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）http://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

第1回「新しい多様な資金獲得の手法から、目的実現までの道すじをまなぶ！」

　

弊
誌
で
は
、
地
方
自
治
体
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
、政
策
を
紹
介
す
る
「
地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
自
治
体
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
記
事
と
、
編
集

室
執
筆
に
よ
る
記
事
と
で
構
成
し
ま
す
。
記
事
が
集
ま

り
次
第
、
順
次
掲
載
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
治
体
、
ま

ち
づ
く
り
団
体
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
編
集
室
ま
で
投
稿
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

記
事
の
字
数
は
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
で
あ
れ
ば
四
百
〜

八
百
字
程
度
で
、
写
真
や
図
な
ど
も
掲
載
。
提
供
い
た

だ
い
た
情
報
は
、
原
則
、
原
文
に
沿
っ
て
掲
載
い
た
し

ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ
の
内
容
や
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
な
ど
で
掲

載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
、
活
性
化
な
ど
の
政
策
関
係
を

紹
介
す
る
記
事
で
あ
れ
ば
、
一
ペ
ー
ジ
（
千
二
百
字
程

度
）、
二
ペ
ー
ジ
（
二
千
四
百
字
）
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。
話
題
性
の
強
い
記
事
と
し
て
、「
地
域
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　

記
事
形
式
で
な
く
て
も
情
報
提
供
と
い
う
形
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
編
集
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
連
絡
先
】

　

地
域
づ
く
り
編
集
室
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地
域
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本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

   

 ２ 基調論文 適切な投資と良い人材の投入 伊関友伸（城西大学教授）

 ６ 北海道滝川市 難病とたたかう子どもに自然体験プログラムを提供 公益財団法人そらぷちキッズキャンプ
 ８ 岩手県遠野市 ＩＣＴ活用し妊娠・出産・育児を包括的にサポート 昆野幸恵

 10 山形県鶴岡市 地域電子カルテで医療情報を共有・交換 三原一郎

 12 栃木県真岡市 健康づくりと観光振興のまちづくり 石崎浩子

 14 神奈川県大磯町 産官学連携で高齢者の健康づくり・介護予防 吉田敏美

 16 富山県南砺市 「ひとづくり・まちづくり」に繋がる地域医療再生 南　眞司

 18 滋賀県東近江市 目指すものは「地域まるごとケア」 花戸貴司

 20 広島県尾道市 保健・医療・福祉の地域連携 片山　壽

 22 福岡県飯塚市 地域と病院が共に支え・守る医療 久保田委美

 24 佐賀県 タブレット端末を利用した救急医療情報の共有 平井康治

 26 沖縄県 ネット登録の医師を離島に代診医として派遣 崎原永作

 28 副基調論文 将来の人口変化に応じた医療提供体制の構築 石井洋介

 32 地域トピックス 静岡県　「合計特殊出生率２」を目指して 八木貴美

　　　　特集　医療と健康と暮らし

　　　　　　　グラビア

特集編（2016.4）

地域づくり

2016 年 4月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター　©2016  jcrd.jp
東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）http://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

  

ISSN  1340-8917



多職種合同会－医療・介護連携における多職種が一同に
会する場を作ることでお互いの役割を理解し、顔の見え
る関係づくり・信頼関係の醸成へと繋がっています
● 山形県鶴岡市 （p10-11）

「そらぷちキッズキャンプ」での自然体験プログラムの
一つ、乗馬
● 北海道滝川市 （p６- ７）

超音波画像伝送の様子

● 岩手県遠野市 （p８- ９）

まちなか保健室で毎月行われている健康講座の様子

● 栃木県真岡市 （p12-13）

下肢筋力測定

● 神奈川県大磯町 （p14-15）

医師等の各専門職が事例検討を通し、知恵の共有と連携で在
宅支援能力向上に努める・南砺市医師会地域医療連携部会
● 富山県南砺市 （p16-17）

医療と健康と暮らし



地域の医療・介護専門職や一般市民が参加し、車座で顔
の見える関係づくり・三方よし研究会

ＪＡ尾道総合病院退院前カンファレンス（在宅医療チー
ム、小規模多機能居宅介護看護師チームら）

救急隊員が車内でタブレット端末を使って搬送先を検
索している様子

● 滋賀県東近江市 （p18-19）● 広島県尾道市 （p20-21）

● 佐賀県 （p24-25）

地域医療サポーターの皆さん

● 福岡県飯塚市 （p22-23）

渡嘉敷診療所診療風景

● 沖縄県 （p26-27）



深
刻
な
危
機
が
続
く
地
域
医
療

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
減
っ
て
い
る
が
、
地
域
医
療
の
危

機
は
続
い
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
病
院
を
訪
問
し
、
そ

の
経
営
状
況
を
分
析
し
て
感
じ
る
の
が
病
院
の
二
極
化
で

あ
る
。
図
１
は
経
営
主
体
別
の
医
業
収
支
比
率
（
医
療
を

行
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
と
収
支
の
比
率
）の
推
移
で
あ
る
。

他
の
経
営
主
体
が
改
善
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
町
村

立
病
院
が
平
成
16
年
度
の
89
・
７
％
か
ら
平
成
25
年
度
の

82
・
５
％
に
急
激
に
収
益
状
況
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
図
２
は
病
床
規
模
別
の
医
業
収
支

比
率
の
推
移
で
あ
る
。
３
０
０
床
以
上
の
病
床
規
模
が
大

き
い
病
院
は
改
善
の
傾
向
に
あ
る
が
、
１
９
９
床
以
下
の

中
小
病
院
の
経
営
は
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
特
に
50
床
未

満
の
病
院
は
平
成
16
年
度
の
81
・
２
％
か
ら
平
成
25
年
度

の
71
・
３
％
に
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
。

　

都
市
部
に
あ
る
３
０
０
床
以
上
の
大
病
院
の
経
営
は
改

善
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
町
村
を
中
心
と
し
て
地
方
に

あ
る
中
小
病
院
の
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現

在
の
自
治
体
病
院
の
状
況
で
あ
る
。

　

地
方
の
中
小
病
院
の
経
営
悪
化
の
最
も
大
き
な
要
因
は

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
人
材
の
不
足
で
あ
る
。
平
成

16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
医
師
の
臨
床
研
修
制
度

は
、
大
学
医
局
の
医
師
派
遣
能
力
の
低
下
を
生
み
、
派
遣

を
行
っ
て
い
た
病
院
か
ら
医
師
を
引
き
揚
げ
る
動
き
が
起

き
た
。
そ
の
後
、
交
通
の
便
の
良
い
都
市
部
の
大
病
院
は

医
師
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
、
初
期
・
後
期
研
修
医
な
ど

若
手
医
師
が
勤
務
す
る
こ
と
で
医
師
数
を
増
加
さ
せ
る
病

院
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
地
方
の
中
小
病
院
は
医
師

研
修
体
制
を
確
立
す
る
余
力
が
な
く
、
大
学
医
局
か
ら
の

医
師
派
遣
も
細
っ
た
ま
ま
で
、
な
か
な
か
医
師
数
が
増
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
医
師
に
関
し
て
は
現
在

各
都
道
府
県
で
地
域
枠
の
医
師
養
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
医
師
の
一
定
数
が
地
方
の
中
小
病
院
に
勤
務
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

問
題
は
看
護
師
不
足
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
の
７
対
１

看
護
単
位
の
導
入
に
よ
り
、
全
国
で
看
護
師
争
奪
戦
が
起

き
て
い
る
。
医
師
と
同
様
に
若
い
看
護
師
も
研
修
体
制
の

充
実
し
た
都
市
部
の
大
病
院
に
勤
務
す
る
傾
向
が
強
く
、

地
方
の
研
修
力
の
な
い
中
小
病
院
に
は
勤
務
し
な
い
。
勤

務
す
る
看
護
師
の
平
均
年
齢
が
高
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
看

護
師
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
と
病
棟
が
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
確
実
と
い
う
病
院
も
多
い
。
医
師
不
足
よ
り
も

看
護
師
不
足
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
図

2
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伊
関
　
友
伸

医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

適
切
な
投
資
と
良
い
人
材
の
投
入

城
西
大
学
教
授

︱
地
域
の
病
院
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
︱

筆者プロフィール

    伊関 友伸氏
     （いせき・ともとし）

　1961 年東京都生まれ。東京都立大学
法学部卒。東京大学大学院法学政治学研
究科修士課程修了。1987 年埼玉県入庁、
県立病院課、精神保健総合センターなど
を経て、2004 年城西大学経営学部准教
授。2011 年同教授。研究テーマは、行
政評価、自治体病院の経営、保健・医療・
福祉のマネジメント。主な著書は「自治
体病院の歴史̶住民医療の歩みとこれ
から」「まちの病院がなくなる！？　地
域医療の崩壊と再生」など。
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３
は
、
地
方
公
営
企
業
年
鑑
に
よ
る
、
あ
る
町
立
病
院

（
１
４
８
床
）
の
医
師
・
看
護
師
数
の
推
移
で
あ
る
。
平

成
16
年
度
以
降
医
師
が
減
少
し
は
じ
め
、
最
近
で
は
看
護

師
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
、
こ
の
病
院

は
町
本
体
の
財
政
状
況
も
悪
い
こ
と
か
ら
存
続
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。

現
在
の
病
院
経
営
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　

そ
も
そ
も
現
在
の
病
院
経
営
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
図
４
は
わ
が
国
の
診
療
報
酬
が

ど
の
分
野
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
昭
和
の
時
代
は
、「
薬
価
差
益
」
と
し
て
薬

や
注
射
な
ど
に
診
療
報
酬
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
た
（
武

見
太
郎
日
本
医
師
会
長
の
力
が
強
く
開
業
医
に
有
利
な
報

酬
体
系
で
あ
っ
た
）。
現
在
の
診
療
報
酬
は
技
術
に
対
し

て
適
切
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。病
院
は
、

職
員
を
雇
用
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
収
益
を
上

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
平
成
24
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
「
感
染
症

管
理
加
算
１
・
２
」
が
創
設
さ
れ
た
。
病
院
内
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に
診
療
報
酬
の
加
算
を
与
え

る
も
の
で
あ
る（
加
算
１
は
入
院
初
日
に
４
０
０
点（
４
千

円
）、
加
算
２
は
入
院
初
日
に
１
０
０
点
（
千
円
））。
加

算
１
を
取
得
す
る
た
め
に
は
①
専
任
の
院
内
感
染
管
理
者

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
感
染
防
止
対
策
部
門
を
設
置
し
て

い
る
②
感
染
防
止
対
策
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
感
染
防
止
に

係
る
日
常
業
務
を
行
う
︱
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
看
護

師
に
つ
い
て
は
、
５
年
以
上
感
染
管
理
に
従
事
し
た
経
験

を
有
し
感
染
管
理
に
係
る
適
切
な
研
修
を
修
了
し
た
専
任

の
看
護
師
を
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
感
染
管
理

認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
多
い
）。
職
員
が
研

修
し
て
い
な
い
と
加
算
が
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は

病
院
と
名
が
つ
く
以
上
、
感
染
症
の
対
策
は
当
然
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
加
算
２
の

感
染
防
止
対
策
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
感
染
防
止
に
係

る
日
常
業
務
を
行
う
こ
と

も
で
き
て
い
な
い
病
院
も

あ
る
。
感
染
症
管
理
加
算

に
限
ら
ず
、
診
療
報
酬
加

算
の
取
得
は
、
病
院
の
医

療
提
供
の
質
を
上
げ
る
と

共
に
収
益
向
上
を
図
る
病

院
に
お
け
る
最
も
重
要
な

経
営
改
善
手
法
の
一
つ
で

あ
る
。
加
算
を
取
得
す
る

た
め
の
人
材
投
資
が
必
要

な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

条
件
の
悪
い
地
方
の
病
院

こ
そ
、
研
修
の
充
実
な
ど

若
い
医
師
・
看
護
師
が
勤

地域づくり 特集編2016・４月号

図１　経営主体別の医業収支比率の推移	
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図２　病床規模別の医業収支比率の推移	


地方公営企業年鑑データより作成	
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図４　医療費1件当たりの寄与度	


厚生労働省「社会医療診療行為別調査」より作成	


図４　医療費1件当たりの寄与度	


厚生労働省「社会医療診療行為別調査」より作成	


図3　ある自治体病院の医師・看護師数の推移›	
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図3　ある自治体病院の医師・看護師数の推移›	
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務
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

一
般
会
計
繰
入
金
は
果
た
し
て「
悪
」な
の
か

　

自
治
体
病
院
に
対
す
る
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
、

他
の
病
院
に
は
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

不
公
平
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

指
摘
は
、
少
な
く
と
も
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
苦
し
む
地

方
の
自
治
体
病
院
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。
あ

る
地
方
の
医
療
関
係
者
が
「
過
疎
地
は
競
争
で
は
問
題
が

解
決
し
な
い
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、筆
者
も
同
じ
考
え
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
医
療
提
供
に
関
す
る
都
市
と
地
方
の
格
差

は
広
が
る
一
方
で
あ
る
。
開
業
医
も
引
退
し
て
、
自
治
体

病
院
が
地
域
で
唯
一
の
外
来
機
能
を
有
す
る
場
合
も
多

い
。
外
来
機
能
を
守
る
た
め
に
も
病
院
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
る
。
医
療
機
関
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
住
民

は
生
活
で
き
な
く
な
る
。病
院
は
地
域
の
生
命
線
で
あ
る
。

知
恵
と
お
金
を
使
っ
て
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
当
然
、
地
方
に
あ
る
病
院
は
自
治
体
病
院
だ
け
で

な
い
、
日
赤
や
済
生
会
、
厚
生
連
、
民
間
病
院
を
含
め
て

地
域
の
医
療
を
支
え
る
病
院
に
は
財
政
的
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。
実
際
、
地
域
に
と
っ
て
唯
一
の
民
間
病
院
を
自

治
体
病
院
化
し
、
指
定
管
理
に
よ
る
医
療
継
続
を
し
よ
う

と
い
う
例
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
で
「
官
か
ら
民
」

で
は
な
く
「
民
か
ら
公
」
と
い
う
流
れ
が
起
き
て
い
る
。

　
「
産
業
と
し
て
の
病
院
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
地

方
の
自
治
体
病
院
の
支
出
の
約
６
〜
７
割
は
人
件
費
で
あ

る
。
地
域
に
お
け
る
重
要
な
雇
用
先
と
い
う
面
が
あ
る
。

食
材
や
物
品
の
購
入
な
ど
で
地
域
に
落
ち
る
お
金
を
相
当

額
に
及
ぶ
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
地
方
の
自
治
体
病
院
は
、
都
市
と
地

方
の
税
の
格
差
を
埋
め
る
再
分
配
機
能
を
有
し
て
い
る
。

税
の
再
分
配
な
く
、
条
件
の
悪
い
地
方
で
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
税
の
再
配
分
の
方
法
と
し
て
、
地
方

に
住
民
の
命
を
守
る
病
院
を
設
置
し
、
医
療
者
を
雇
用
し

て
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。
自
治
体
病
院

に
対
す
る
地
方
交
付
税
＋
自
治
体
の
一
定
の
持
ち
出
し
で

病
院
を
運
営
で
き
る
な
ら
問
題
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
一
方
、
医
療
機
関
の
持
続
可
能
な
運
営
を
考
え
、

必
要
で
あ
れ
ば
距
離
の
近
い
複
数
の
病
院
の
再
編
統
廃
合

を
行
う
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
。
地
域
の
医
療
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
病
院
の
置

か
れ
た
経
営
環
境
に
関
す
る
情
報
の
収
集
（
勉
強
）
と
リ

ア
ル
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

　

総
務
省
も
、
平
成
27
年
３
月
に
新
し
い
「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
た
が
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

入
れ
た
後
の
「
経
常
収
支
の
黒
字
」
を
重
視
し
て
い
る
。

必
要
な
ら
一
般
会
計
の
繰
入
金
を
入
れ
る
こ
と
は
必
要
と

い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　

気
に
な
る
の
が
、
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
普
通
地
方

交
付
税
の
算
定
基
礎
が
「
許
可
病
床
数
」
か
ら
「
稼
働
病

床
数
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
医
師
・
看
護
師
不
足
な
ど

に
よ
り
大
幅
に
病
床
利
用
率
を
減
ら
し
て
い
る
地
方
の
中

小
病
院
の
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

へ
き
地
の
中
小
病
院
の
特
別
地
方
交
付
税
の
増
額
な
ど
の

財
政
措
置
が
必
要
と
考
え
る
。

地
方
の
自
治
体
病
院
の
再
生
事
例

　
―
公
立
邑
智
病
院

　

地
方
の
条
件
の
悪
い
中
山
間
地
の
病
院
の
医
療
再
生
の

モ
デ
ル
事
例
と
し
て
、
島
根
県
邑
南
町
・
川
本
町
・
美
郷

町
が
組
合
を
設
置
し
て
運
営
す
る
公
立
邑
智
病
院
（
一
般

病
床
98
床
）
が
あ
る
。
平
成
16
年
度
の
新
医
師
研
修
制
度

を
契
機
に
常
勤
医
師
が
７
人
ま
で
減
少
。
経
営
不
安
か
ら

看
護
師
も
相
次
い
で
退
職
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
み
、

平
成
13
年
度
に
87
・
２
％
あ
っ
た
病
床
利
用
率
が
、
平
成

18
年
度
に
は
48
・
４
％
に
低
下
し
た
。
こ
の
た
め
、
邑
南

町
出
身
の
石
原
晋
医
師
が
病
院
建
て
直
し
の
新
院
長
と
し

て
赴
任
し
た
（
現
在
、
石
原
医
師
は
院
長
を
退
き
参
与
と

し
て
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
）。

　

石
原
医
師
が
院
長
に
就
任
し
て
最
初
に
行
っ
た
こ
と

は
、約
３
千
万
円
の
費
用
を
か
け
て
「
３
Ｋ
（
暗
い
、汚
い
、

臭
い
）撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。省
エ
ネ
型
照
明
へ
の
変
更
、

壁
紙
・
床
の
張
り
替
え
、
備
品
の
更
新
、
ト
イ
レ
の
改
修

な
ど
を
行
っ
た
。

　
「
職
員
満
足
を
至
上
の
価
値
と
す
る
」「
病
院
職
員
全
員

の
や
り
が
い
、
生
き
が
い
、
専
門
性
を
お
互
い
に
尊
重
す

る
」
こ
と
を
病
院
の
最
も
重
要
な
基
本
方
針
と
し
、
専
門

分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
各
部
門
の
垣
根
を
な
く
し
、
相
互
に

助
け
合
う
「
教
え
や
い
こ
、
助
け
や
い
こ
」
を
病
院
の
合

言
葉
と
し
た
。

　

医
師
不
足
に
関
し
て
は
「
萎
縮
医
療
」
と
「
背
伸
び
医

療
」
の
は
ざ
ま
を
認
識
し
て
、
無
理
は
せ
ず
、
必
要
で
あ

れ
ば
紹
介
も
行
う
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
８
割
に
対
応
で
き
る

医
療
を
目
指
し
た
。
地
域
の
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
・
自

治
体
病
院
と
し
て
、
救
急
車
を
断
ら
ず
全
員
で
何
で
も
診

る
総
合
医
に
よ
る
総
合
診
療
を
目
指
し
た
。
医
療
ク
ラ
ー

ク
の
導
入
に
よ
る
医
師
の
負
担
軽
減
も
進
め
た
。
経
営
安

定
後
は
電
子
カ
ル
テ
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
導
入
、
Ｃ

Ｔ
の
更
新
な
ど
、
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
た
。「
日
本
一

の
子
育
て
村
」
を
目
指
す
地
元
邑
南
町
の
政
策
実
現
の
た

め
、
平
成
20
年
度
に
は
新
た
に
島
根
大
産
婦
人
科
医
局
よ

り
産
婦
人
科
の
派
遣
を
受
け
た
。
山
間
地
の
医
療
再
生
に

取
り
組
む
石
原
医
師
の
取
り
組
み
に
共
感
す
る
医
師
が
病

院
で
勤
務
す
る
と
い
う
流
れ
が
起
き
、
平
成
26
年
度
に
は

医
師
10
人
体
制
（
産
婦
人
科
医
、
小
児
科
医
、
外
科
医
、

麻
酔
科
医
、
内
科
医
、
総
合
診
療
医
）
を
回
復
し
た
。

　

看
護
師
不
足
に
つ
い
て
は
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
臨

床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど

雇
え
る
職
種
を
何
で
も
雇
っ
た
。
看
護
師
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
心
が
け
た
。
採
血
や
エ
コ
ー
検
査
は
臨
床
検

査
技
師
が
行
い
、
入
院
患
者
の
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
放
射
線
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技
師
が
病
棟
に
迎
え
に
い
く
こ
と
に
す
る
な
ど
、
余
力
が

あ
る
部
署
が
し
ん
ど
い
部
署
を
助
け
る
よ
う
に
し
た
。
看

護
師
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共
に
看
護
学
生
の
受
け

入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
邑
南
町
の
子
育

て
政
策
も
後
押
し
と
な
り
、
看
護
師
数
は
平
成
18
年
度
の

51
人
か
ら
平
成
27
年
度
の
58
人
ま
で
次
第
に
増
加
し
た
。

平
成
28
年
度
は
新
た
に
８
人
の
看
護
師
（
新
卒
４
人
、
既

卒
４
人
）
を
採
用
し
、
66
人
体
制
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
に
は
事
務
部
長
が
中
心
と
な
り
繰
出
基
準

を
作
成
、
構
成
自
治
体
と
必
要
な
コ
ス
ト
を
積
み
上
げ
算

定
し
て
繰
り
出
し
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ

た
。
そ
も
そ
も
地
方
の
自
治
体
病
院
が
救
急
体
制
を
維
持

す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
。
救
急
を
や
ら
な
け

れ
ば
雇
用
し
な
く
て
す
む
薬
剤
師
や
臨
床
検
査

技
師
、
放
射
線
技
師
で
当
直
体
制
を
組
む
た
め

に
増
員
し
て
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交

付
税
相
当
部
分
で
は
不
採
算
の
小
児
科
や
産
婦

人
科
を
維
持
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
地
方
の
病

院
の
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

年
齢
は
高
め
で
給
与
水
準
を
高
く
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

表
１
は
公
立
邑
智
病
院
の
繰
出
基
準
の
一
部

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
の
積
み
上
げ
合
計
額

１
億
１
０
２
６
万
円
か
ら
地
方
交
付
税
措
置
さ

れ
る
４
９
８
７
万
円
の
差
額
の
６
０
３
９
万
円

が
構
成
自
治
体
の
負
担
分
と
な
る
。
構
成
自
治

体
は
、
救
急
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
の
３
つ
の

分
野
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
（
安
心
な
暮
ら

し
）
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
診
療
分
野
で

あ
る
た
め
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
不
採
算
医

療
で
あ
っ
て
も
、
診
療
科
が
存
在
す
る
と
い
う

安
心
感
に
価
値
が
あ
る
と
し
て
、
必
要
な
経
費

を
算
定
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
の
構
成
自
治

体
の
繰
出
金
は
４
億
３
６
２
８
万
円
で
、
地
方

交
付
税
分
を
除
い
た
構
成
自
治
体
の
上
乗
せ
負

担
分
は
約
８
６
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

　

当
然
、
繰
入
金
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
放
漫

な
病
院
経
営
の
ま
ま
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

平
成
23
年
度
に
は
医
薬
品
卸
業
者
に
対
し
て
総

価
方
式
に
よ
る
値
引
率
の
提
示
を
求
め
、
約

２
億
円
の
医
薬
品
費
の
１
割
近
く
の
削
減
を
実
現
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
京
セ
ラ
式
病
院
原
価
管
理
手
法
を
導

入
し
、
部
門
ご
と
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
収
益
改
善

な
ど
顕
著
な
効
果
が
見
ら
れ
た
。

　

繰
出
金
の
増
加
に
よ
る
手
持
ち
資
金
の
安
定
は
、医
師
・

看
護
師
の
雇
用
の
た
め
の
投
資
を
可
能
と
し
た
。
１
・
５

テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
医
療
機
器
更
新
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
導
入
に
加
え
、
医
師
住
宅
の
改
修
、
職
員
住
宅
（
８
戸
）

の
新
築
、
研
修
棟
（
研
修
室
・
事
務
室
）
の
増
築
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
購
入
な
ど
の
投
資
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
特

に
研
修
室
は
、
毎
月
の
よ
う
に
地
元
医
師
会
の
研
修
会
に

使
わ
れ
、
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
に
資
し
て
い
る
。

　

住
民
が
病
院
を
支
え
る
動
き
も
起
き
、
平
成
25
年
１
月

に
は
邑
智
郡
内
在
住
の
住
民
有
志
に
よ
る
「
公
立
邑
智
病

院
を
支
援
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
平
成
27
年
８
月
現

在
の
会
員
数
は
２
４
０
人
に
及
び
病
院
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
児
・
産
婦
人
科
・
救
急
医
療
の
充
実
は
、
子
育
て
の

親
を
始
め
と
す
る
地
域
の
住
民
の
安
心
を
生
み
、
邑
南
町

の
他
の
政
策
と
相
ま
っ
て
、
平
成
17
年
に
マ
イ
ナ
ス
85
人

の
社
会
減
が
平
成
25
年
に
は
20
人
の
社
会
増
に
、
平
成
24

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
65
と
な
る
な
ど
の
成
果
を

生
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
病
院
の
職
員
数
１
５
０

人
は
、
地
域
で
も
有
数
の
大
き
な
事
業
所
で
あ
る
。
病
院

が
廃
止
さ
れ
た
り
、
診
療
所
化
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
雇
用
は

一
気
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
地
域
の
衰
退
に

つ
な
が
る
。
約
８
６
０
０
万
円
の
構
成
町
の
持
ち
出
し
で

地
方
の
山
間
地
の
地
域
の
安
心
を
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
決
し
て
高
く
は
な
い
と
考
え
る
。

　

公
立
邑
智
病
院
の
病
院
再
建
は
地
方
の
中
小
病
院
の
医

療
再
生
の
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
地
理
的
条

件
の
悪
い
地
方
の
病
院
ほ
ど
、
適
切
な
投
資
と
良
い
人
材

が
投
入
さ
れ
な
け
れ
ば
存
続
で
き
な
い
。
公
立
邑
智
病
院

の
医
療
再
生
は
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

基　準 項　目 繰出しの基準 H27年度
算出方法 基準年度 H27年度

基準額 交付税措置額 差　額 繰出しの必要性

（第1号基準）

救急医療
の確保に
要する経
費

救急告知病院におけ
る医師等の待機に必
要な経費

【補助金】－【人
件費＋日当直手
当＋待機呼出手
当】

H25年
度実績 35,729,659 35,729,659

救急告示病院を維持するために
は診療放射線技師等のバック
アップが必要であり人件費とし
て算定。また、待機業務の負担
を考慮すれば病院規模を上回る
技師の雇用もやむを得ない。

救急告示病院におけ
る空床の確保等救急
医療の確保に必要な
経費

人件費＋減価償
却費（病棟分）
＋光熱水費（病
棟分）

2013 年
度実績 51,178,837 49,870,000 1,308,837

車で 50分圏内に救急告示病院
が無く、地域の救急医療の砦と
して存在している。
10床を確保。

救急告示病院が災害
時における救急医療
のために行う診療用
具、診療材料、薬品、
水、及び食料等の備
蓄に要する経費

薬品費＋診療用
具＋給食

2015 年
度見込 1,612,488 1,612,488 県指定災害協力病院

（第2号基準）

周産期医
療に要す
る経費
（８）

周産期医療の用に供
する病床の確保に要
する経費のうちこれ
に伴う収入をもって
充てることができな
いと認められるもの
に相当する額

【（周産期入院医
療収入＋補助
金）】ー【人件
費＋病床確保＋
材料費＋経費＋
減価償却費】

2013 年
度実績 10,690,056 10,690,056

車で 50分圏内に産科医療機関
が無い。
町の政策である若者定住に欠く
ことができない診療科。

（第2号基準）
小児医療
に要する
経費（９）

小児医療の用に供す
る病床の確保に要す
る経費のうちこれに
伴う収入をもって充
てることができない
と認められるものに
相当する額

【小児科医業収
入】ー【人件費
＋病床確保＋診
療材料費＋医療
用消耗備品費＋
減価償却費＋光
熱水費】

2013 年
度実績 11,049,815 11,048,815

車で 50分圏内に小児科医療機
関が無い。
町の政策である子育て環境の充
実に欠くことができない診療
科。

小計⇒ 110,260,855 49,870,000 60,390,855

上記３診療科は、町づくりの基
本（安全な暮らし）に欠くこと
ができない診療科であるが、過
疎地域においては不採算医療で
あり、診療科が存在する事の安
心感に価値がある。

表1公立邑智病院の繰り出し基準



◆◆  

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
と
は

◆
　

日
本
に
は
、
小
児
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
、
難
病
と
た
た

か
う
子
ど
も
た
ち
が
、
約
20
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
辛
く
長
い
闘
病
生
活
の
中
で
「
外

で
遊
ぶ
」
と
い
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
外

で
遊
び
た
い
」
そ
れ
が
夢
だ
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
闘
病
中
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

家
族
に
も
「
休
息
」
や
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
は
、
難
病
と
た
た
か
う
子

ど
も
た
ち
や
家
族
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
医
療

ケ
ア
付
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
北
海
道
滝
川
市
丸
加
高
原
に
つ

く
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、

特
別
に
配
慮
さ
れ
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
元
滝
川
市
立
病
院
の
協
力
の
も
と
、
医
師

や
看
護
師
に
よ
る
医
療
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
国
内
に
は
な
く
、
す
べ
て
寄

付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
非
日
常
体
験
が
、
闘
病
中
の
子
ど
も
や

家
族
の
「
休
息
」
に
な
り
、「
明
日
を
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
名
前
の
由
来

◆

　

今
か
ら
10
数
年
前
、
小
児
分
野
の
医
療
者
や
公
園
づ
く

り
の
専
門
家
が
集
ま
り
、「
難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
病
気
や
治
療
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
遊
べ
る
よ

う
、
特
別
に
配
慮
さ
れ
た
医
療
ケ
ア
付
自
然
体
験
施
設
を

つ
く
り
た
い
！
」
と
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
は
広

報
や
寄
付
集
め
な
ど
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
た
滝
川
市
よ
り
、
初
期
の
段
階
で
土

地
の
無
償
提
供
や
人
的
サ
ポ
ー
ト
等
の
支
援
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
滝
川
市
の
関
わ
り
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
の
原
動
力
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
支
援
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
は
、
大
空
と
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
北
海
道
滝
川
市
丸
加
高
原
に
あ
り
ま
す

（
２
０
１
５
年
、
丸
加
高
原
の
あ
る
滝
川
市
江
部
乙
地
区

は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し

た
）。
丸
加
高
原
は
牧
歌
的
な
風
景
が
広
が
る
丘
陵
地
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
は
約
16
㌶
の
草
地
や
森
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
宿
泊
棟
や
食
堂
・
浴
室
棟
等
の
専
用
施
設
群
を

配
置
し
敷
地
の
３
分
の
２
を
占
め
る
森
に
は
、
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
や
散
策
路
、
遊
び
の
仕
掛
け
等
が
あ
り
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ら
ぷ
ち
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
滝
下
る
川
と
い
う

意
味
で
、
滝
川
市
の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。

◆◆  

寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

◆
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
建
設
や
運
営
は
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
や
民
間
企
業

を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
で
難

病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
家
族
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
医
療
ケ
ア
付
キ
ャ
ン
プ
場「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」―

公
益
財
団
法
人
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ

北
海
道
滝
川
市

１

難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
に
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

車いすで行けるツリーハウス



　

具
体
的
に
は
、
２
０
０
４
年
の
団
体
設
立
か
ら
あ
わ

せ
て
10
億
円
を
超
え
る
寄
付
が
集
ま
り
、
現
在
は
毎
年

１
・
５
億
円
程
度
の
寄
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
約

４
０
０
０
人
の
個
人
寄
付
と
１
０
０
を
超
え
る
民
間
企
業

か
ら
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
も
賛
同
者
を
募
る
た

め
の
広
報
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
全
国
各
地
の
賛
同
者

が
数
多
く
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
種
類
に
は

様
々
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
子
ど
も
た
ち
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外
に
、
森
の
維
持
管
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ぬ
い

ぐ
る
み
を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
広
報
Ｐ
Ｒ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
滝
川
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

各
種
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
地
元
江
部
乙

地
区
の
農
業
者
、
商
業
者
と
の
連
携
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。「
そ
ら
ぷ
ち
農
産
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
」
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
は
地
元
農
家
の
有
志
が
農
作
物
を
提
供

し
商
工
会
が
中

心
と
な
り
箱
詰

め
・
発
送
作
業

を
行
う
も
の
で
、

全
国
の
そ
ら
ぷ

ち
賛
同
者
が
購

入
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
利
益

が
そ
ら
ぷ
ち
へ

の
寄
付
に
な
る

仕
組
み
な
の
で
、

贈
答
品
と
し
て

も
大
人
気
で
初

期
の
段
階
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。「
売
り
支
え
」「
買

い
支
え
」
の
気
持
ち
が
、
難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
つ

な
が
っ
て
い
る
一
例
で
す
。

　

今
後
も
、
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
の
存
在
が
、「
誇
り
」
や
「
自
慢
で
き
る
こ
と
」

に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
元
に
愛
さ
れ
な
が
ら
、
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆  

今
後
は
重
い
症
状
の
子
ど
も
も

◆  

キ
ャ
ン
プ
場
に
招
待

　

こ
れ
ま
で
５
０
０
人
を
超
え
る
難
病
と
た
た
か
う
子
ど

も
と
家
族
を
キ
ャ
ン
プ
場
に
無
料
で
招
待
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
年
間
10
回
の
キ
ャ
ン
プ
数
で
す
が
、
体
制
を

整
え
て
15
回
、
20
回
と
数
を
増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
子
ど
も
な
ど
、
よ
り
重
い
症
状
の

子
ど
も
も
キ
ャ
ン
プ
場
に
招
待
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
の
安
全
性
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
に
つ

い
て
は
、
加
盟
し
て
い
る
国
際
的
な
難
病
の
子
ど
も
の

キ
ャ
ン
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

計
画
で
す
。

　

活
動
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
か
つ
て
の
参
加
者
の
中

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
若
者
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
厳
し
い
闘
病
生
活
の
中
で
亡
く
な
る
子
ど
も
た
ち

も
い
ま
す
が
、
遺
さ
れ
た
家
族
が
時
々
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
空
と
豊
か
な
自
然

環
境
に
囲
ま
れ
、
北
海
道
の
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

に
あ
た
た
か
く
包
ま
れ
た
「
そ
ら
ぷ
ち
」
と
い
う
場
所
が
、

難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
と
家
族
に
と
っ
て
「
こ
こ
ろ
の

ふ
る
さ
と
」
に
な
り
、「
こ
こ
ろ
の
支
え
」
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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子どものみが参加するキャンプ

そらぷちボックス。地元農家有志、商工会と協力して、
農産品をお届け！

キャンプ場全体図



◆◆  

産
婦
人
科
医
の
不
在

◆
　

遠
野
市
は
、
岩
手
県
を
縦
断
す
る
北
上
高
地
の
中
南
部

に
位
置
し
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
総
面

積
は
８
２
５
・
62
平
方
㌔
と
広
大
な
面
積
を
有
し
、
山
間

部
が
多
い
。
市
の
人
口
は
２
万
８
６
７
０
人
（
平
成
28
年

２
月
１
日
現
在
）、
高
齢
化
率
は
36
・
７
％
、
出
生
数
は

平
成
20
年
度
に
初
め
て
２
０
０
人
を
割
り
、
以
降
１
８
０

〜
１
９
０
人
と
横
ば
い
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度

は
１
５
１
人
と
大
き
く
減
少
し
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
。

　

遠
野
市
で
は
、
全
国
的
な
産
科
医
不
足
と
医
師
の
偏
在

の
中
、
平
成
14
年
４
月
に
市
内
唯
一
の
県
立
病
院
の
産
婦

人
科
が
市
外
へ
集
約
さ
れ
、
現
在
も
妊
産
婦
は
車
で
片
道

１
時
間
以
上
を
要
す
る
市
外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
特
に
冬
季
の
気
象
条
件
は
、
積
雪

や
路
面
凍
結
し
た
道
を
峠
越
え
す
る
な
ど
危
険
を
伴
い
、

遠
距
離
通
院
は
妊
産
婦
の
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
、

さ
ら
に
は
家
族
の
負
担
も
大
き
く
、
出
産
時
に
「
病
院
に

間
に
合
う
の
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
え
た
リ
ス
ク
の
高
い

状
況
に
あ
る
。

◆◆  

助
産
院
の
開
設
と

◆  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
妊
婦
健
診

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
妊
婦
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

不
安
の
軽
減
を
図
り
、
妊
産
婦
の
支
援
と
安
心
・
安
全
な

医
療
環
境
整
備
に
向
け
た
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成

19
年
12
月
１
日
に
、
市
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に

よ
り
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
施
設
と
な
っ
て

い
る
、遠
野
健
康
福
祉
の
里
内
に
公
設
公
営
の
助
産
所「
遠

野
市
助
産
院　

ね
っ
と
・
ゆ
り
か
ご
」
を
開
設
し
た
。
同

時
に
盛
岡
赤
十
字
病
院
と
の
間
で
嘱
託
医
療
機
関
契
約
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
妊
産
婦
が
通
院
す
る
医
療

機
関
か
ら
協
力
を
得
て
、
助
産
院
と
の
妊
婦
健
診
体
制
を

構
築
し
た
。

　

現
在
は
、「
モ
バ
イ
ル
胎
児
心
拍
数
転
送
装
置
（
モ
バ

イ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｇ
）」「
岩
手
県
周
産
期
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
い
ー
は
と
ー
ぶ
）」「
超
音
波
画
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
妊
婦
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。「
モ

バ
イ
ル
Ｃ
Ｔ
Ｇ
」
は
、
胎
児
の
状
態
観
察
、
母
体
の
切
迫

症
状
や
分
娩
の
進
行
状
態
の
観
察
が
で
き
、
デ
ー
タ
を
主

治
医
へ
送
信
し
情
報
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
持

ち
運
び
が
可
能
な
た
め
、
在
宅
管
理
や
救
急
車
で
の
使
用

も
で
き
る
。「
い
ー
は
と
ー
ぶ
」
は
、
県
内
の
産
科
医
療

機
関
と
市
町
村
と
を
情
報
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
、
妊
婦
健
診
や
Ｃ
Ｔ
Ｇ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を

情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
超
音
波
画
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
」
は
、
助
産
院
で
実
施
し
た
超
音
波
画
像
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
遠
隔
地
の
医
師
が
診
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
現
在
は
、
県
立
大
船
渡
病
院
の
医
師
と
の
み
超
音

波
画
像
伝
送
を
行
っ
て
い
る
。

◆◆  

助
産
院
の
機
能
と
役
割

◆
　

助
産
院
で
は
、
緊
急
時
に
搬
送
で
き
る
産
科
医
療
機
関

が
30
分
圏
内
に
な
く
、
母
子
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
分
娩
の
取
り
扱
い
は
し
な
い
が
、
妊
産
婦
を
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支
援
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
現
在
、

助
産
師
２
人
が
勤
務
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
妊
婦
健
診

や
健
康
相
談
を
行
う
ほ
か
、
緊
急
時
の
対
応
、
市
の
消
防

本
部
と
連
携
し
病
院
へ
の
緊
急
搬
送
時
に
助
産
師
が
救
急

車
へ
同
乗
す
る
対
応
も
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
助
産
院
は
、
市
の
母
子
保
健
に
属
し
て
い
る
た

め
、
保
健
師
と
連
携
し
な
が
ら
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

と
保
健
指
導
・
不
妊
相
談
・
妊
産
婦
の
健
康
教
育
・
産
後

の
乳
房
管
理
・
新
生
児
訪
問
・
思
春
期
教
育
・
育
児
相
談

等
の
業
務
も
行
っ
て
い
る
。
出
産
予
定
日
の
１
カ
月
前
に

は
妊
婦
の
自
宅
を
訪
問
し
分
娩
開
始
の
兆
候
や
個
々
に
合

わ
せ
た
入
院
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
し
て
い
る
。
妊
娠
初

期
か
ら
妊
婦
の
状
況
を
把
握
・
フ
ォ
ロ
ー
し
、
妊
婦
自
身

の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や

市
の
子
育
て
関
連
部
署
や
地
域
子
育
て
関
連
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
妊
産
婦
支
援
を
し
て
い

る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

◆◆  

身
近
な
相
談
場
所
と
し
て

◆
　

助
産
院
開
設
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
妊
娠
届
出
者
に
対

す
る
助
産
院
利
用
妊
婦
の
割
合
は
、開
院
当
初
の
34
・
６
％

か
ら
平
成
26
年
度
は
55
・
７
％
、
相
談
延
べ
人
数
も
開
院

当
初
の
３
６
０
人
か
ら
平
成
26
年
度
は
７
２
３
人
と
増
加

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
の
中
に
は
、
か
か
り
つ
け
病
院
か
ら
相

談
場
所
と
し
て
助
産
院
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
人
も
多
く
、

妊
産
婦
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関
に
も
広
く
周
知
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
か
ら
、
近
く
で
妊
婦
健
診

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
妊
産
婦
の
ニ
ー
ズ
の
１
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
身
近
な
場
所
に
頼
れ
る
相
談
場
所
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、妊
産
婦
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
核
家
族
化
が
進
む
な
ど
、
家
庭
や
地
域
で
の
養
育
機
能

が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境

の
中
、
働
き
な
が
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
す
る
女
性

も
多
く
、
育
児
の
担
い
手
の
中
心
に
い
る
母
親
の
負
担
は

大
き
な
も
の
で
あ
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
が

進
む
中
、
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
、

要
支
援
妊
婦
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
妊
産
婦
が
心
身
と
も

に
健
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
、
そ
の
先
の
長
い

育
児
期
の
子
育
て
に
自
信
を
持
ち
、
自
立
し
た
親
と
し
て

の
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
助

産
院
の
役
割
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

◆◆  

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を

◆
　

妊
産
婦
が
心
身
と
も
に
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
新
し
い
家
族
の
誕
生
と
子
育
て
を
し
て
い
く
女
性
の

心
理
や
社
会
的
変
化
を
理
解
し
支
援
、
専
門
家
に
よ
る
継

続
的
な
ケ
ア
と
女
性
同
士
の
細
や
か
な
ケ
ア
、
妊
産
婦
を

取
り
巻
く
環
境
を
チ
ー
ム
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

遠
野
市
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
妊
娠
・

出
産
・
育
児
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
に
取
り
組
み
、平
成
28
年
度
か
ら
は
、

そ
の
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
日
々
進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
、
妊
産
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
同
時

に
、
子
育
て
を
温
か
く
見
守
る
祖
父
母
や

地
域
住
民
の
活
用
、
子
育
て
関
連
機
関
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
す
る
な
ど
、
妊

産
婦
へ
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
と
は

◆Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
（T

he N
ew

 e-team
w

ork by
4

U
nits

）

は
、
山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
で
運
用
し
て
い
る
地
域
電

子
カ
ル
テ
の
名
称
で
す
。
地
域
電
子
カ
ル
テ
と
は
、
病
院

な
ど
で
運
用
さ
れ
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
を
地
域
に
広
げ
た

と
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
を
ひ
と
つ
の
病
院
と
み
な
し
、
病
院
、
診
療
所
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

な
ど
が
患
者
さ
ん
の
情
報
（
所
見
、
処
方
、
検
査
値
、
病

名
な
ど
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
し
た
り
、
情
報
提
供

書
な
ど
を
電
子
的
に
交
換
し
た
り
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

◆◆  

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
導
入
の
経
緯

◆Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
２
０
０
０
年
度
の
経
産
省
の
「
先
進

的
情
報
技
術
活
用
型
医
療
機
関
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進

事
業
」
を
受
託
し
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
当
時
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
黎
明
期
で
あ
り
、
ま
だ
電
子
カ
ル
テ

も
普
及
し
て
い
な
い
時
代
で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
に
構
築
す

る
こ
と
で
、
医
療
連
携
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
当
地
区
で
は
、
こ
の
事
業
を
受
託
す
る
数
年
前
か

ら
、
今
後
の
地
域
医
療
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
医
療
者
間
で
の
医
療
情
報
の
共
有
は
不
可
欠
と
の
認
識

で
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

国
の
事
業
の
受
託
は
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
大
き
な
追
い
風

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
２
０
１
２
年
に

「
医
療
と
介
護
を
繋
ぐ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
全
面
改
訂
し
、
現
在
も
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。

◆◆  

運
用
状
況

◆２
０
１
６
年
３
月
３
日
現
在
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
は
、
病

院
（
５
）、
診
療
所
（
30
）、
歯
科
診
療
所
（
10
）、
調
剤

薬
局
（
23
）、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
４
）、
訪
問
入

浴
（
２
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
20
）、
介
護
予
防

支
援
事
業
所
（
４
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
１
）、
特

別
養
護
老
人
施
設
（
２
）、
有
料
ホ
ー
ム
等
（
３
）
の
計

１
０
４
カ
所
と
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
民

間
検
査
会
社
（
３
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年

１
月
の
運
用
開
始
以
来
、
15
年
間
の
運
用
で
、
延
べ
登
録

患
者
数
は
４
５
６
１
６
人
、
そ
の
う
ち
約
20
％
に
当
た
る

８
８
９
９
人
の
患
者
情
報
が
複
数
の
医
療
機
関
等
で
共
有

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ

◆超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
（
保
健
、
医
療
、
福
祉
や
介
護
、

く
ら
し
支
援
）
を
地
域
で
ま
と
め
て
（
包
括
的
に
）
提
供

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
在
宅
医
療

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
医
療
を
中
心
と

し
た
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。

在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
一
人
の
患
者
さ
ん
に
医
師
、

訪
問
看
護
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
多
く
の
職
種
が
関
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
職

種
が
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
に
は
、
患
者
さ
ん
の
必
要

な
情
報
を
職
種
間
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
多
職
種
協
働
を
支
え
る

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
究
極
の
在
宅
医
療

と
も
言
わ
れ
る
、
が
ん
末
期
に
お
け
る
在
宅
緩
和
ケ
ア
に

お
い
て
は
、
多
職
種
チ
ー
ム
が
頻
繁
に
患
者
宅
を
訪
れ
治

療
や
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
刻
々
と
変
化
す
る

患
者
の
状
態
に
対
応
す
る
に
は
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
よ
う
な

情
報
共
有
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
不
可
欠
で

す
。
と
く
に
、
病
院
の
緩
和
ケ
ア
専
門
チ
ー
ム
が
Ｎ
ｅ
ｔ
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４
Ｕ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
病
院
に
居
な
が
ら
に
し
て
、

地
域
の
在
宅
チ
ー
ム
へ
適
切
な
治
療
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
在
宅
チ
ー
ム
の
大
き
な
安

心
感
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

医
療
・
介
護
連
携
と
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ

◆在
宅
医
療
で
は
、
生
活
を
支
え
る
と
い
う
視
点
が
と
て

も
大
切
で
あ
り
、
介
護
職
の
役
割
は
医
療
職
に
増
し
て
重

要
に
な
り
ま
す
。
医
療
と
介
護
と
の
連
携
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
所
以
で
す
が
、
全
国
的
に
み
て
も
お
互
い
の
連

携
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
近
年
、
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｎ
ｅ
ｔ

４
Ｕ
へ
の
介
護
系
職
種
、
と
く
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
参

加
を
積
極
的
に
促
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、

当
地
区
の
半
数
以
上
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
事
業
所
が
Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
を
利
用

し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
の
質
問
で
は
、「
医
療
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
在
宅
か
か
り

つ
け
医
と
の
身
近
な
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

連
携
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
の
肯
定
的
な
意
見
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
で
、
在
宅
か
か
り
つ
け
医
か
ら

は
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
今
ま
で
知
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
、
例
え
ば
、
介
護
す
る
家
族
の
情
報
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
さ
に
在
宅
医
療
の

新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
た
思
い
で
す
」
と
の
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
を
支
え
る
様
々
な
活
動

◆Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
が
機

能
す
る
に
は
、
理
念
を
共
有
し
た
顔
の
見
え
る
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
当
地
区
で
は
、
２
０
０
６
年

に
地
域
連
携
パ
ス
研
究
会
（
後
に
庄
内
南
部
地
域
連
携
パ

ス
推
進
協
議
会
）
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
大
腿
骨
近
位
部

骨
折
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
５
大
が
ん
、
心
筋
梗
塞
の
連

携
パ
ス
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
連
携
パ
ス
は
、
疾
病

管
理
を
目
指
し
た
活
動
で
、
例
え
ば
、
脳
卒
中
で
は
、
パ

ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
脳
卒
中
の
再
発
が
減
っ
た
と
の

デ
ー
タ
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
は
厚
生
労

働
省
の「
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
受
託
し
、
が
ん
患
者
が
在
宅
で
も
十
分
な
緩
和
ケ
ア
を

受
け
な
が
ら
看
取
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
は
、医
療
者
教
育
、

地
域
連
携
、
市
民
啓
発
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
多
く
の
研
修

会
、
症
例
検
討
会
が
職
種
毎
あ
る
い
は
職
種
横
断
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
１
１
年
に
は
、
在
宅
医

療
連
携
拠
点
事
業
を
受
託
し
、
鶴
岡
地
区
医
師
会
内
に
地

域
医
療
連
携
室
「
ほ
た
る
」
を
設
置
し
、
多
職
種
連
携
を

支
援
す
る
数
多
く
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
が
あ
っ
て
こ
そ
の
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
あ
り
、
一
方
で
Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
地
域
連
携
で
も
あ
る
の

で
す
。

◆◆  

全
国
各
地
で
導
入

◆Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
鶴
岡
地
区
以
外
に
も
、
新
潟
県
、
宮

崎
県
、
長
野
県
な
ど
全
国
各
地
で
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。今
後
と
も
、

全
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◆◆  

真
岡
駅
前
に
「
ま
ち
な
か
保
健
室

◆  

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

真
岡
市
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
首
都
圏
か

ら
１
０
０
㌔
圏
域
で
、
歴
史
・
文
化
の
香
る
自
然
豊
か
な

ま
ち
で
す
。
だ
れ
も
が
ほ
っ
と
で
き
る
ま
ち
真
岡
を
目
指

し
て
市
民
と
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も「
真
岡
駅
」は
、

蒸
気
機
関
車
の
あ
る
巨
大
な
複
合
施
設
の
駅
と
し
て
関
東

の
駅
百
選
に
選
ば
れ
、
地
域
の
核
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
岡
駅
敷
地
内
に
は
Ｓ
Ｌ 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し

て
の
Ｓ
Ｌ
キ
ュ
ー
ロ
ク
館
や
Ｓ
Ｌ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。
１
年
を
通
じ
て
Ｓ
Ｌ
が
運
行
す
る
の
は
関
東
以
北
で

は
唯
一
で
、子
供
も
大
人
も
楽
し
め
る
施
設
で
す
。
ま
た
、

真
岡
駅
か
ら
10
分
く
ら
い
歩
く
と
、
歴
史
ロ
マ
ン
が
残
る

建
物
や
個
性
的
な
お
店
が
集
ま
る
門
前
町
を
中
心
と
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
真

岡
駅
前
は
高
齢
化
が
進
み
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
て
い
る

店
舗
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
ま
ち
な
か
保
健
室
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
駅
前
館
（
以
下
、
ま
ち
な
か
保
健
室
）」
は
、
真

岡
駅
前
の
か
つ
て
の
店
舗
を
改
装
し
、
平
成
26
年
度
に
開

室
し
ま
し
た
。真
岡
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー

（
真
岡
木
綿
の
綿
と
生
産
量
の
日
本
一
の
い
ち
ご
を
あ
わ

せ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）」
に
看
護
師
さ
ん
の
制
服
を
合
わ

せ
て
「
ナ
ー
ス
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー
ナ
ー

ス
の
看
板
が
真
岡
駅
を
降
り
る
と
す
ぐ
目
の
前
で
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

◆◆  

自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

◆
　

ま
ち
な
か
保
健
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
り
、
明

日
は
も
っ
と
健
康
に
な
れ
る
場
所
」
で
す
。
休
日
も
開
室

し
て
お
り
、
地
域
の
方
が
当
番
制
で
常
駐
し
、
来
室
さ
れ

た
方
に
無
料
で
お
茶
を
入
れ
て
迎
え
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

地
元
の
病
院
や
行
政
職
員
出
身
の
看
護
師
さ
ん
、
保
健
師

さ
ん
ら
が
、
健
康
相
談
員
と
し
て
健
康
づ
く
り
に
関
し
て

相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ツ
ク
（
血

圧
・
血
管
年
齢
・
体
組
成
・
握
力
等
）
は
自
由
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
都
度
、ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
し
て
自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
い
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
「
栄
養
」「
運
動
」「
休
養
」「
歯
」「
病
気

予
防
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
の
健
康
講
座
を
開
催

し
、
参
加
者
と
講
師
が
膝
を
交
え
て
の
会
話
の
あ
る
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
保
健
室
は
、
主
に
散
歩
の
途
中
の
休
憩
場
所

や
、
散
歩
の
目
的
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
人
、「
今
ま

で
健
康
だ
か
ら
血
圧
も
測
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
測
っ
て

も
ら
い
た
い
」「
お
医
者
さ
ん
に
定
期
的
に
自
宅
血
圧
を

測
り
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
測
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
目
的
と
し
て
い
る
人
、「
お
医
者
さ

ん
に
行
く
ほ
ど
で
も
な
い
け
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」

「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
健
康
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
「
ま
ち
な
か
保
健
室
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
核
に
―

石
崎
　
浩
子

真
岡
市
健
康
増
進
課
　
副
主
幹 栃

木
県
真
岡
市

４

健
康
づ
く
り
と
観
光
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

まちなか保健室



に
不
安
を
も
っ
て
い
る
人
、
気
に
な
る
こ
と
は
な
い
け
ど

自
分
の
健
康
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
・
高
め
た
い
と

い
う
人
な
ど
様
々
な
理
由
で
の
来
室
が
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
方
が
、
自
分
の
健
康
を
振
り
返
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

広
が
る
健
康
の
輪

◆
　

ま
ち
な
か
保
健
室
の
管
理
は
保
健
室
が
あ
る
地
区
の
台

町
区
と
い
う
自
治
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。台
町
区
で
は
、

毎
日
半
日
交
代
で
自
治
会
区
長
・
町
会
長
・
健
康
推
進
員
・

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
で
当
番
を
決
め
て
、
来
室
者
を
も
て
な

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
当
番
制
が
き
っ
か
け
で
、
今
ま
で

の
自
治
会
の
縦
の
つ
な
が
り
が
、
横
の
つ
な
が
り
と
し
て

も
深
ま
り
、
結
果
、
ま
ち
な
か
保
健
室
前
で
、
自
主
的
に

自
治
会
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
と
自
治
会
以

外
の
駅
前
の
駐
在
さ
ん
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
、
駅

の
仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
体
操
を
し
て
い

る
姿
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
認
知
症
等
で
自
宅

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
方
も
地
元
の
人
の
声
か
け
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

健
康
と
観
光
の
融
合

◆
　

真
岡
駅
に
降
り
て
、
次
の
乗
り
物
の
乗
り
継
ぎ
ま
で
か

な
り
の
時
間
が
あ
り
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
駅
の
清
掃

の
方
が
ま
ち
な
か
保
健
室
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と
い
っ
て

訪
ね
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
み
た
」「
新
聞
で
見
た
」
と
い
う
理
由
で
市

外
か
ら
の
来
室
者
も
い
ま
す
。
観
光
で
い
ら
し
た
方
は
地

元
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
観
光
名
所
や
健
康
に
つ
い
て
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
健
室
の
中
に
は
観
光
情
報
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が

あ
り
、
ま
ち
な
か
保
健
室
を
拠
点
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
な
が
ら
市
街
地
観
光
地
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
で
定

期
的
に
立
ち
寄
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、
運

動
の
効
果
を
自
分
自
身
で
管
理
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
に
開
室
し
て
、
現
在
ま
で
約
５
２
９
８
人

の
方
の
入
室
者
が
あ
り
、
そ
の
中
で
２
４
７
人
が
市
外
か

ら
の
ご
利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

第
２
の
保
健
室
設
置
を
計
画

◆
　

市
で
実
施
し
て
い
る
妊
婦
面
接
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
乳

幼
児
健
診
な
ど
で
子
育
て
世
代
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
真
岡
駅
を

利
用
し
て
い
る
高
校
生
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
を
重
点
的
に
実
施
し
、
子
育
て
の
孤
立
の
防
止

や
世
代
間
の
交
流
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
、
中
心
市
街
地
に
第
２
の
ま

ち
な
か
保
健
室
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い

を
活
性
化
し
、
健
康
づ
く
り
と
観
光
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

「
あ
る
こ
う
か
♪
も
お
か
～
観
光
と
健
康
の
真
岡
ま
ち
あ

る
き
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

街
の
中
を
歩
き
、
ま
ち
な
か
保
健
室
で
休
憩
を
し
て
、

健
康
に
関
す
る
話
題
で
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
さ
ら
に

元
気
に
な
っ
て
ま
た
歩
き
出
す
、
そ
ん
な
場
所
と
し
て
地

域
に
根
付
い
て
い
け
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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まちなか保健室からのウォーキングコース



◆◆  

産
官
学
連
携
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト

◆神
奈
川
県
大
磯
町
は
、
県
央
の
南
部
、
横
浜
か
ら
40
㌔

圏
、
東
京
か
ら
60
㌔
圏
内
に
位
置
、
相
模
湾
に
面
し
、
豊

か
な
自
然
が
暮
ら
し
の
場
に
近
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

初
代
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
が
大
磯
の
自
然
環
境
を
愛

し
、
当
地
に
居
を
構
え
る
と
、
皇
族
の
梨
本
宮
を
は
じ
め
、

財
政
界
の
名
士
、
富
豪
の
別
荘
が
建
て
ら
れ
、
日
本
有
数

の
別
荘
地
と
し
て
、
全
国
に
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

本
町
は
、
人
口
約
３
万
２
千
人
、
高
齢
化
率
は
32
％
と

県
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
団
塊
世
代
の
人
口
が
多
く
、

こ
の
10
年
ほ
ど
の
間
で
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
が
重
要
は
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属
大
磯
病
院
の
元
院
長

で
あ
っ
た
中
崎
久
雄
町
長
は
、
親
交
の
あ
る
東
海
大
学
体

育
学
部
の
中
村
豊
教
授
（
整
形
外
科
医
）
の
協
力
を
得
て
、

下
肢
（
脚
）
の
筋
力
を
簡
易
に
測
定
で
き
る
機
器
を
開
発

し
た
医
療
機
器
・
材
料
メ
ー
カ
ー
の
ア
ル
ケ
ア
株
式
会
社

も
加
わ
り
、
産
・
官
・
学
連
携
の
事
業
を
２
０
１
３
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
町
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
、
大
学
は
高
齢
者
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
学
生
の
実
地
体
験
、
メ
ー
カ
ー
は
測

定
機
器
の
提
供
な
ど
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
を
見

出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

◆◆  
「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」
を
開
催

◆メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
認
知
症
と
並
び
健
康

寿
命
の
短
縮
の
３
大
要
因
の
一
つ
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
、
通
称
ロ
コ
モ
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
な
る
と
、
足
腰
の
筋
力
が
衰
え
、
閉
じ
こ
も

り
が
ち
と
な
り
要
介
護
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
加
齢
と
共
に
衰
え
や
す
い
下
肢
に
特

化
し
た
ロ
コ
モ
予
防
の
教
室
「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ

教
室
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
は
、
町
民
に
ロ
コ
モ
予
防
の
知
識
を
広
め

る
と
共
に
、
中
村
教
授
が
作
成
し
た
「
下
肢
に
特
化
し
た

体
操
」
を
習
得
し
継
続
実
施
す
る
こ
と
で
、
下
肢
筋
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
、
６
カ
月
の
間
、
月
１
回
の
教
室
と
、
自
宅
で

の
日
々
の
運
動
（
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
と
毎
日
の
記

録
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
回
と
最
終
回
に
は
、筋
力
・

バ
ラ
ン
ス
・
柔
軟
性
等
総
合
的
な
運
動
機
能
評
価
を
実
施

し
、
毎
月
の
教
室
で
は
、
中
村
教
授
の
健
康
講
話
や
学
生

に
よ
る
体
操
指
導
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
脳
ト
レ
）
と

下
肢
筋
力
測
定
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆◆  

運
動
を
習
慣
に
す
る
サ
イ
ク
ル
で
好
結
果

◆２
０
１
４
年
度
の
「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」

は
、
２
会
場
で
開
催
し
、
合
計
１
０
０
人
以
上
が
６
カ
月

間
参
加
（
継
続
参
加
率
約
85
％
）
し
、
下
肢
筋
力
に
関
し

て
は
参
加
者
全
体
の
83
・
９
％
が
向
上
し
ま
し
た
。
多
く

の
人
が
教
室
に
継
続
し
て
参
加
で
き
た
理
由
は
、「
と
き

ど
き
学
び
、
日
々
努
力
し
、
日
々
振
り
返
り
、
と
き
ど
き

2016・４月号 14地域づくり 特集編

特 集

医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
下
肢
に
特
化
し
た
体
操
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
―

吉
田
　
敏
美

大
磯
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
保
健
師 神

奈
川
県
大
磯
町

5

産
官
学
連
携
で
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

健康講話



チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
「
と
き
ど
き
学
び
」
＝
継
続
参
加
理
由
の
第
１
位
は

健
康
講
話
。
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
に
基
づ
き
自
分

で
納
得
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
運
動
を
継
続
さ

せ
る
た
め
の
意
識
づ
け
は
重
要
。

②
「
日
々
努
力
」
＝
下
肢
に
特
化
し
た
体
操
は
、
足
踏

み
、つ
ま
先
立
ち
、ス
ク
ワ
ッ
ト
、前
後
左
右
へ
の
ス
テ
ッ

プ
な
ど
覚
え
や
す
く
、
日
々
簡
単
に
取
組
め
る
体
操
。

③
「
日
々
振
り
返
り
」
＝
日
々
の
体
操
回
数
や
歩
数
を

記
録
す
る
こ
と
は
、
習
慣
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
健
康
意

識
の
向
上
や
運
動
量
増
加
に
繋
が
る
。

④
「
と
き
ど
き
チ
ェ
ッ
ク
」
＝
継
続
参
加
理
由
の
第
２

位
は
毎
月
の
筋
力
測
定
。
定
期
的
な
下
肢
筋
力
測
定
で
自

身
の
下
肢
筋
力
の
状
態
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
は
、

自
宅
で
の
頑
張
り
を
振
り
返
り
、
そ
の
後
の
運
動
継
続
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。

こ
の
「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」
に
よ
り
参
加

者
は
運
動
が
習
慣
化
し
、
運
動
意
識
・
運
動
機
能
向
上
が

図
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
月
１
回
の
教
室
と
そ
の
他
は

自
宅
で
の
運
動
（
ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
を
中
心
と
す

る
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
①
か
ら
④
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆◆  

様
々
な
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り

◆２
０
１
４
年
度
の
「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」

は
参
加
者
を
公
募
し
た
結
果
、
比
較
的
健
康
意
識
の
高
い

方
が
多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
課
題
は
、
健
康

意
識
が
低
く
ロ
コ
モ
予
防
に
関
心
が
な
い
人
、
ま
た
は
気

付
か
な
い
う
ち
に
筋
力
低
下
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
人

な
ど
へ
の
早
期
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
２
０
１
５
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
自
身
の

運
動
機
能
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
特
定
健
診
（
集
団
健
診
）
の
場
を
活
用
し
、

「
ロ
コ
ミ
ル
」（
ロ
コ
モ
を
診
る
）
と
名
づ

け
た
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
＋
下
肢
筋
力
測
定

に
よ
る
運
動
機
能
評
価
を
希
望
者
に
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ロ
コ
ミ
ル
で
自
身

の
運
動
機
能
の
状
態
を
見
え
る
化
し
た
上

で
、
ロ
コ
モ
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
下
肢
筋

力
向
上
に
効
果
の
あ
っ
た
「
お
お
い
そ
ア

ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」
へ
の
参
加
を
促
す
こ

と
に
よ
り
、
教
室
参
加
の
き
っ
か
け
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
で
提
供
す
る
下
肢
に
特
化

し
た
体
操
は
、
個
々
の
運
動
機
能
の
程
度

に
合
わ
せ
た
段
階
別
と
し
、
膝
痛
を
抱
え

る
方
な
ど
含
め
多
様
な
参
加
者
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

医
療
費
、
介
護
給
付
費
の
抑
制
効
果
も
期
待

◆２
０
１
５
年
度
は
、
特
定
健
診
（
集
団
健
診
）
受
診
者

約
１
３
０
０
人
の
う
ち
５
１
３
人
が
ロ
コ
ミ
ル
を
受
け
ま

し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
ロ
コ
モ
に
該
当
し
た
方
は
約
６

割
（
３
０
１
人
、
５
８
・７
％
）、
一
方
で
、
メ
タ
ボ
に
該

当
し
た
方
は
約
２
割
（
１
０
７
人
、
２
０
・
９
％
）
で
し

た
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
該
当
者
の
う
ち
約
７
割
（
７
７
人
、

７
２
・
０
％
）
が
ロ
コ
モ
に
も
該
当
し
て
お
り
、
ロ
コ
モ
と

メ
タ
ボ
は
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、「
ロ
コ
ミ
ル
」
の
様
に
、
運
動
機
能
を
「
見

え
る
化
」
し
、「
お
お
い
そ
ア
ン
チ
ロ
コ
モ
教
室
」
で
個
々

の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

は
メ
タ
ボ
対
策
に
も
つ
な
が
る
の
か
な
ど
、
大
学
が
検
証

を
進
め
、
町
は
、
そ
の
成
果
を
活
か
し
て
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
健
康
づ

く
り
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
産
官
学

に
よ
る
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
と
併
せ

て
、
医
療
費
、
介
護

給
付
費
の
抑
制
効

果
等
も
十
分
に
期

待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
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◆◆  

危
機
へ
の
取
り
組
み

◆
　

南
砺
市
は
富
山
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
平
成
16
年
11

月
、
４
町
４
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。
琵
琶
湖
に
匹
敵
す

る
広
大
な
面
積
の
う
ち
、
約
８
割
を
森
林
が
占
め
る
中
山

間
地
域
で
あ
る
。
合
併
後
の
約
11
年
間
で
人
口
は
約
５
・

９
万
人
か
ら
５
・
３
万
人
へ
、
高
齢
化
率
は
約
27
・
６
％
か

ら
35
・
４
％
へ
と
過
疎
化
、
超
高
齢
化
が
進
行
し
た
。
合

併
時
、３
市
立
病
院
は
赤
字
経
営
な
ど
課
題
も
多
か
っ
た
。

平
成
19
年
頃
に
、
医
師
数
が
南
砺
市
民
病
院
で
17
人
か
ら

15
人
、
公
立
南
砺
中
央
病
院
で
最
大
18
人
か
ら
５
人
に
減

少
、
福
野
病
院
は
診
療
所
化
し
、
医
療
崩
壊
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
た
。

　

危
機
へ
の
取
り
組
み
が
医
療
再
生
だ
け
で
な
く
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
目
指
す
「
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
も
繋
が
っ
た
。

◆◆  

地
域
医
療
再
生
に
関
わ
る
人
材
育
成

◆

　

医
療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
た
平
成
19
年
12
月
よ
り
、
富
山

大
学
総
合
診
療
部
と
南
砺
市
が
連
携
し
、
医
療
専
門
職
や

住
民
へ
の
啓
発
活
動
「
在
宅
医
療
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

始
し
た
。
婦
人
会
員
な
ど
住
民
の
危
機
意
識
は
高
ま
っ
た

が
、
活
動
に
は
結
び
付
か
な
か
っ
た
。

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
「
南
砺
市
地
域
医
療
再
生
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
こ
の
講
座
か
ら
住
民
と
の

連
携
・
協
働
が
実
現
し
た
。
養
成
講
座
は
約
50
人
参
加
し
、

１
回
２
・
５
時
間
、
隔
週
で
５
回
開
催
し
た
。
医
療
、
福

祉
関
係
者
や
婦
人
会
員
な
ど
が
参
加
し
、
地
域
医
療
だ
け

で
な
く
行
政
や
地
域
の
状
況
を
互
い
に
知
る
機
会
に
な
っ

た
。
住
民
参
加
の
地
域
医
療
再
生
を
目
標
に
、在
宅
医
療
・

介
護
、
医
師
不
足
、
認
知
症
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
、
自

分
事
と
し
て
解
決
策
を
立
案
し
た
。
平
成
27
年
度
ま
で
の

７
年
間
で
、
３
１
０
人
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
養
成
さ
れ
、
協

力
者
と
な
っ
た
。

　

マ
イ
ス
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
養
成
講
座
で
立

案
し
た
取
り
組
み
の
実
現
の
た
め
、「
南
砺
の
地
域
医
療

を
守
り
育
て
る
会
」
が
平
成
22
年
２
月
に
発
足
し
た
。
専

門
職
が
総
合
診
療
医
や
訪
問
看
護
師
の
資
質
向
上
に
関
与

し
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
認
知
症
の
人
と
家
族
の
支
援
や
地

域
作
り
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
年
３
回
、
会
員
の
活
動

報
告
と
共
に
、
全
国
的
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

で
活
躍
し
て
い
る
講
師
を
招
き
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
20
回
開
催
し
、
地
域
作
り
の
知
識
や
方
策
を
共

有
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆  

24
時
間
型
在
宅
医
療
の
構
築

◆
　

南
砺
市
民
病
院
は
昭
和
50
年
代
か
ら
地
域
医
療
の
構
築

に
努
め
、平
成
19
年
以
降
の
地
域
医
療
再
生
の
活
動
か
ら
、

南
砺
市
民
病
院
や
南
砺
市
は
若
手
医
師
に
と
っ
て
良
い
研

修
環
境
と
な
っ
た
。
富
山
大
学
総
合
診
療
部
と
南
砺
市
民

病
院
が
連
携
し
、
平
成
21
年
度
南
砺
市
民
病
院
に
マ
ッ
チ

ン
グ
し
た
２
人
の
初
期
研
修
医
へ
教
育
研
修
体
制
を
構
築

し
た
。
そ
の
後
、「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
後
期
研
修
医
を
養
成
し
、
医
師
数
は
平
成
27
年
４

月
、
26
人
に
増
加
し
た
。
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
住
民
と
専
門
家
が
連
携
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
―

南
　
眞
司

南
砺
市
政
策
参
与
、
前
南
砺
市
民
病
院
長

富
山
県
南
砺
市

６

「
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」に
繋
が
る
地
域
医
療
再
生

地域医療再生マイスター養成講座では、講座で学んだことを
活かし、成功の宣言として各自の想いを最終回に発表する。
過去の受講生が発表した宣言を掲示
※�H26 年度からは、地域医療・地域活性化マイスター養成
講座として実施



　

若
手
医
師
や
総
合
診
療
医
の
増
加
で
、
24
時
間
体
制
の

救
急
医
療
と
超
高
齢
社
会
の
外
来
や
入
院
診
療
が
可
能
と

な
っ
た
。
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
の
在
宅
医
療
が
24
時
間

体
制
と
な
り
、
重
度
の
脳
卒
中
後
遺
症
で
も
自
宅
に
退
院

で
き
、
自
宅
で
の
看
取
り
も
増
加
し
た
。

◆◆  

一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の
方
が

◆  

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

南
砺
市
は
64
歳
以
下
人
口
の
急
速
な
減
少
と
超
高
齢
化

で
、
認
知
症
や
独
居
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
の
暮
ら
し
の
継
続
に
は
、
全

て
の
関
係
者
が
本
人
の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
専
門
職
は
勿
論
、
家
族
や
近
隣
住
民
な
ど
も
本
人

の
思
い
と
状
況
を
共
有
し
、
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を

行
う
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
取
り
組
み
か

ら
構
築
さ
れ
る
。
南
砺
市
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症

の
方
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標
に
掲
げ
、

全
て
の
住
民
、
専
門
職
、
行
政
な
ど
が
協
力
し
、
次
の
４

つ
の
助
け
合
い
を
構
築
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

１
．
自
助
へ
の
支
援
＝
病
気
の
予
防
、
体
力
向
上
や

役
割
作
り
で
健
康
寿
命
の
延
長
を
促
す
。
ど
こ
で

暮
ら
し
、
ど
う
生
き
、
ど
う
人
生
を
仕
舞
う
か
の

選
択
と
心
構
え
を
持
ち
、
家
族
や
地
域
に
伝
え
、

自
立
し
行
動
す
る
よ
う
支
援
す
る
。
そ
の
参
考
に

「
南
砺
市
型
高
齢
者
養
生
訓
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
可
能
︶」
を
作
成
し
、
住
民
へ
の
周
知
を
進
め

て
い
る
。

２
．
互
助
の
醸
成
＝
平
成
26
年
６
月
に
実
施
し
た
65

歳
以
上
住
民
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
家
族
に
介
護

さ
れ
る
こ
と
へ
の
負
担
感
を
、
80
％
以
上
の
方
が

感
じ
て
い
る
。
一
方
、
生
き
が
い
や
自
尊
心
は
、

介
護
す
る
人
が
い
る
方
は
約
85
％
と
、
い
な
い
方

よ
り
約
30
％
も
高
か
っ
た
。
一
見
矛
盾
す
る
高
齢

者
の
思
い
は
、
長
年
介
護
を
家
族
、
特
に
女
性
に

強
制
し
、
介
護
を
否
定
的
に
捉
え
る
状
況
に
し
た

結
果
か
も
知
れ
な
い
。
家
族
や
近
隣
住
民
が
自
主

的
に
無
理
な
く
支
援
︵
介
護
や
生
活
支
援
︶
で
き

れ
ば
、
絆
を
結
び
元
気
に
も
な
る
。
こ
の
考
え
に

基
づ
い
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
モ
デ
ル
事

業
を
、
平
成
27
年
度
に
６
カ
所
の
地
区
で
実
施
し

て
い
る
。
住
民
の
互
助
意
識
の
醸
成
、
地
区
の
人

材
発
掘
と
連
携
構
築
な
ど
「
地
域
を
基
盤
と
す
る

ケ
ア
」
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．
共
助
の
再
構
築
＝
介
護
支
援
専
門
員
は
、
本
人

の
病
気
、
障
害
、
生
活
課
題
を
評
価
し
、
家
族
や

地
域
状
況
も
知
っ
て
、
自
助
・
互
助
を
育
み
な
が

ら
、医
療
・
介
護
職
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
︵
統
合
ケ
ア
︶

で
支
え
る
。
在
宅
ケ
ア
の
専
門
職
は
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
自
助
・
互
助
育
成
の
責
務
を

担
う
。
医
師
会
地
域
医
療
連
携
部
会
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
事
例
検
討
会
な
ど
を
通
し
学

び
合
い
、
実
践
し
て
い
る
。

４
．
公
助
の
整
備
＝
平
成
22
年
９
月
よ
り
南
砺
市
の
医

療
、
介
護
・
福
祉
な
ど
の
課
題
解
決
に
、
地
域
包

括
医
療
・
ケ
ア
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
毎
月
開
催
し
て

い
る
。
３
カ
月
毎
に
市
長
も
出
席
し
開
催
す
る
医

療
協
議
会
に
、
会
議
で
の
解
決
策
な
ど
を
提
案
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
27
年
度
、
31
自
治
振
興
会
毎
に
、
保
健

師
な
ど
を
地
区
担
当
専
門
員
と
し
て
配
置
し
、
人
材

の
発
掘
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
開
始
し
た
。

◆◆  

不
幸
に
し
な
い
・
な
ら
な
い
社
会
を

◆
　

南
砺
市
は
、地
域
住
民
の
「
地
域
を
基
盤
と
す
る
ケ
ア
」

と
専
門
職
チ
ー
ム
の
「
統
合
ケ
ア
」
を
、
人
材
育
成
と
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
構
築
し
、
病
気
や
不
都
合
に
な
っ
て

も
、
一
人
暮
ら
し
な
ど
生
活
課
題
が
あ
っ
て
も
、
不
幸
に

は
し
な
い
・
な
ら
な
い
社
会
を
作
る
。
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地域住民の方々などに参加いただき、地域包括医療・ケ
アを守り育てるために行動する人づくり、住み良いまち
づくりを考える地域医療を守り育てる会
※�H26 年度より地域包括医療・ケアを守り育てる会と
して実施

南砺地域の包括医療ケアの推進に向けて、医療・保健・
福祉・介護を総合的に協議、調整を行うことを目的に包
括医療・ケアワーキング会議を実施



◆◆  

関
係
者
の
連
携
会
議
か
ら
ス
タ
ー
ト

◆
　

東
近
江
医
療
圏
は
、
滋
賀
県
南
東
部
に
位
置
す
る
人
口

23
万
人
の
地
域
で
あ
る
。
地
域
に
は
11
の
病
院
と
１
０
０

以
上
の
診
療
所
、
介
護
施
設
が
点
在
し
て
い
る
も
の
の
、

以
前
は
東
近
江
圏
域
内
で
の
医
療
と
介
護
の
連
携
は
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
急
性
期
病
院
に

入
院
し
て
も
十
分
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
な
い
ま
ま
退
院
し
、

不
自
由
な
在
宅
生
活
を
強
い
ら
れ
た
り
、
訪
問
診
療
し
て

く
れ
る
医
者
を
探
せ
ず
、
寝
た
き
り
で
あ
っ
て
も
毎
月
外

来
に
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
が
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
２
０
０
７
年
９
月
、
東

近
江
保
健
所
長
と
小
串
輝
男
医
師
会
長
が
中
心
と
な
っ
て

脳
卒
中
連
携
パ
ス
に
よ
る
連
携
会
議「
三
方
よ
し
研
究
会
」

を
始
め
た
。
当
初
は
、関
係
者
し
か
参
加
が
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
医
療
・
介
護
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
専
門
職

と
一
緒
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
非
専
門
職
、
い

わ
ゆ
る
一
般
市
民
の
方
々
に
も
声
を
か
け
た
。

◆◆  「
車
座
」
で
議
論

◆
　

三
方
よ
し
研
究
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
か
ら
８
時
30
分
、
会
場
は
各
担
当
が
持
ち
回
り
で
開
催

し
て
い
る
。

　

会
場
は
、
情
報
を
一
方
的
に
伝
え
る
ス
ク
ー
ル
形
式
で

は
な
く
、
小
グ
ル
ー
プ
で
議
論
が
で
き
る
よ
う
「
車
座
」

を
基
本
と
し
て
い
る
。
事
例
検
討
で
は
、
か
か
わ
っ
た
各

担
当
者
が
自
ら
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
各
職
種
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
各
々
の
役
割
と

連
携
の
中
で
の
立
場
を
皆
が
理
解
で
き
、
そ
し
て
な
に
よ

り
担
当
し
て
く
れ
た
者
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
る
。
我
々
の
目
的
は
、
連
携
パ
ス
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
。立
場
や
役
割
の
違
う
方
々
が
、

様
々
な
関
わ
り
方
で
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
維
持
期
、
在

宅
へ
と
順
に
繋
い
で
い
く
よ
う
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
仕

事
を
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
営
上
配
慮
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
参
加
者

の
上
下
関
係
を
で
き
る
だ
け
排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
会

議
の
冒
頭
に
堅
苦
し
い
挨
拶
の
時
間
は
設
け
ず
、
車
座
で

座
る
席
も
基
本
的
に
は
く
じ
引
き
で
決
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
会
の
終
盤
に
は
、
全
員
の
自
己
紹
介
の
時
間
を
設
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
で
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
自

由
に
議
論
に
参
加
で
き
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
築
け
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
し
て
、
最
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、「
時
間
を
守

る
こ
と
」。
一
時
的
な
盛
り
上
が
り
も
大
切
だ
が
、
継
続

し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
運
営
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
い
組
織
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
現
場
の
意
見
が
反
映
で
き
、
ま
た
現
場
も

研
究
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
礎
と
し
て
さ
ら
に
創
意
工
夫
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

◆◆  

一
般
市
民
も
参
加

◆
　

た
と
え
ば
脳
卒
中
の
治
療
に
関
す
る
議
論
の
と
き
の
こ

と
。
病
院
関
係
者
だ
け
で
考
え
る
と
退
院
す
る
と
こ
ろ
が

ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
病
院
以
外
の
職
種
が
加
わ

れ
ば
、
療
養
生
活
は
病
院
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な

い
と
の
意
見
が
出
た
。
さ
ら
に
は
、
病
院
で
の
治
療
だ
け

で
な
く
、
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
非

専
門
職
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
て
、
多
職

種
で
一
緒
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
で
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
出

れ
ば
、
入
院
中
の
早
い
時
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
連
携

で
き
る
体
制
を
医
師
が
考
え
た
。
会
議
に
参
加
し
て
い
る

非
専
門
職
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
救
急
車
を
呼
べ
ば
よ
い

の
か
を
学
び
、
地
域
に
帰
っ
て
広
く
伝
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
会
議
を
進
め
る
う
ち
に
、
お
互
い
の
顔
の

見
え
る
関
係
が
築
け
、
多
く
の
人
達
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
専
門
家
の「
地
域
包
括
ケ
ア
」と
住
民
の「
互
助
」を
つ
な
ぐ
―

花
戸
　
貴
司

東
近
江
市
永
源
寺
診
療
所
所
長

三
方
よ
し
研
究
会
実
行
委
員
長 滋

賀
県
東
近
江
市

７

目
指
す
も
の
は
「
地
域
ま
る
ご
と
ケ
ア
」



ろ
で
動
き
始
め
た
。
医
療
介
護
関
係
者
だ
け
で
解
決
で
き

な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
行
政
や
一
般
市
民
と
と
も
に
考

え
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」「
走
り
な
が
ら
考

え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
い
ろ
い
ろ

な
知
恵
が
湧
き
、
そ
し
て
皆
が
行
動
す
る
、
大
き
な
「
う

ね
り
」
が
お
こ
り
始
め
た
と
感
じ
た
。

　

現
在
、
三
方
よ
し
研
究
会
は
毎
回
１
０
０
人
以
上
の
参

加
者
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
参
加
す
る
職
種

も
医
療
介
護
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
、
大
学
教
授
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
一
般
市
民
の
方
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
宗
教
者
な
ど
多
岐
に
及
び
、
視
察
な

ど
も
含
め
、
毎
回
の
よ
う
に
圏
域
外
か
ら
の
参
加
者
も
迎

え
て
い
る
。

◆◆  「
互
助
」
を
蓄
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

◆

　

今
、
高
齢
化
率
の
高
い
農
村
部
で
地
域
の

人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
の
は
理

由
が
あ
る
。
田
舎
な
ら
で
は
の
祭
り
や
普
請
、

あ
る
い
は
近
所
づ
き
あ
い
が
煩
わ
し
く
て
、

都
会
に
移
り
住
ん
だ
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
田
舎
に
住
み
続
け
た
人
達
は
、
そ
の
よ
う
な
お
金

で
は
表
し
に
く
い
煩
わ
し
さ
を
「
互
助
」
と
い
う
形
で
貯

金
を
し
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

歳
を
と
っ
て
誰
か
の
支
え
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
そ
の
貯

金
を
し
た
「
互
助
」
を
使
っ
て
生
活
を
や
り
く
り
す
る
。

田
舎
の
人
に
と
っ
て
は
ご
く
ご
く
自
然
な
、
お
互
い
の
生

活
を
継
続
す
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
歳
を
と
っ
て
田
舎
に
移
り
住
ん
だ
ら
得
ら
れ
る
よ
う
な

単
純
な
も
の
で
は
な
い
。「
互
助
」
を
得
る
た
め
に
都
会

の
人
が
田
舎
に
引
っ
越
す
の
で
は
な
く
、
今
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
で
「
互
助
」
を
貯
め
て
い
く
生
活
を
心
が

け
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

都
会
に
も
こ
の
よ
う
な
「
互
助
」
の
つ
な
が
り
を
も
っ

た
「
小
さ
な
田
舎
︵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︶」
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
老
い
て
も
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
独
り
暮
ら
し
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
地
域
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
今
、
我
々
専

門
職
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
在
宅
で
の
医

療
や
介
護
を
提
供
す
る
た
め
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、

お
互
い
が
地
域
の
こ
と
を
知
り
、
地
域
で
支
え
ら

れ
る
よ
う
な
「
互
助
」
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

都
市
部
よ
り
も
高
齢
化
率
が
10
年
す
す
ん
だ
東

近
江
市
永
源
寺
地
域
で
見
え
て
き
た
も
の
、
そ
れ

は
、
我
々
専
門
職
が
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

と
、
非
専
門
職
が
支
え
あ
っ
て
い
る
「
互
助
」
を

地
域
の
中
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の

ス
キ
マ
を
う
ま
く
埋
め
る
「
地
域
ま
る
ご
と
ケ
ア
」

が
で
き
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
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◆◆  

超
高
齢
地
域
に
お
け
る
医
療
モ
デ
ル
の
転
換

◆
　

尾
道
市
の
高
齢
化
率
は
尾
道
市
医
師
会
（
以
下
、
尾

医
）
が
高
齢
者
医
療
に
対
応
で
き
る
地
域
医
療
モ
デ
ル
へ

の
転
換
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
１
９
９
４
年
当
時
に
は
す
で

に
19
・
24
％
で
あ
り
、
１
９
９
６
年
に
は
20
・
45
％
に
達

し
て
い
る
。
２
０
０
５
年
の
中
山
間
地
域
と
島
嶼
部
と
の

合
併
に
よ
り
人

口
は
15
万
人
を

一
時
は
超
え
た

が
、
２
０
１
５

年
12
月
末
の

高
齢
化
率
は

33
・
78
％
、
人

口
は
14
万
３
千

人
、
島
嶼
部
に

限
ら
ず
全
市
域

で
人
口
減
少
が

著
し
い
超
高

齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
。
尾
医
で
は
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

１
９
９
４
を
策
定
し
て
、
在
宅
医
療
と
地
域
医
療
連
携
、

多
職
種
協
働
モ
デ
ル
に
高
齢
者
総
合
評
価（
以
下
Ｃ
Ｇ
Ａ
：

Com
prehensive Geriatric A

ssessm
ent

）
を
理
論

と
し
て
舵
を
切
っ
た
。

　

そ
の
前
に
主
治
医
機
能
３
原
則
を
提
示
し
て
、
在
宅
医

療
と
多
職
種
協
働
の
推
進
を
強
調
し
た
。
介
護
保
険
が
施

行
さ
れ
医
療
と
介
護
を
一
体
化
す
る
方
法
論
と
し
て
示
し

た
の
が
、尾
医
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
以

下
、
Ｃ
Ｃ
）
で
あ
り
、
現
在
も
15
分
間
の
集
約
的
な
地
域

連
携
手
法
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
。

　

図
１
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
基
本
的
な
在
宅
医
療
を
中
心
と

し
た
地
域
医
療
連
携
モ
デ
ル
の
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
ー
ト
で
あ

る
が
、
尾
医
方
式
の
特
徴
は
病
院
と
開
業
医
の
一
体
感
に

あ
る
の
で
、
在
宅
医
療
と
急
性
期
病
院
の
機
能
分
担
と
連

携
は
、
そ
の
連
続
性
に
お
い
て
患
者
が
最
も
望
む
も
の
で

あ
る
。
チ
ャ
ー
ト
は
通
常
の
医
療
の
流
れ
を
示
し
た
モ
デ

ル
に
見
え
る
が
、各
段
階
に
お
け
る
15
分
間
の
Ｃ
Ｃ
が「
顔

の
見
え
る
チ
ー
ム
ケ
ア
」
と
し
て
多
職
種
協
働
が
正
し
く

行
わ
れ
る
。
患
者
側
の
同
席
で
そ
の
確
認
が
な
さ
れ
る
の

で
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
そ
し
て
在
宅
復
帰
、
そ
の
中
間

に
老
健
施
設
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
以
下
、
小

規
模
）
な
ど
、
多
様
な
地
域
資
源
の
活
用
が
適
切
に
行
わ

れ
る
手
法
で
あ
る
。

　

同
時
に
尾
医
が
２
０
０
２
年
に
社
会
福
祉
協
議
会
、

２
０
０
４
年
に
は
民
生
委
員
協
議
会
、
２
０
０
６
年
に
は

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
と
の
政
策
合
体
を
行
い
、
超
高
齢

社
会
の
地
域
共
通
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
地
域
連
携
を
達
成
し
「
新
・
地
域

ケ
ア
お
の
み
ち
」
と
称
し
て
、
第
57
回
保
健
文
化
賞
を
尾

道
市
医
師
会
が
受
賞
し
た
。

　

尾
医
と
し
て
超
高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
整
備
し
て
き
た

高
齢
者
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
シ
ス
テ
ム
が
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
高
い
連
携
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
で
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
し
て
進
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
地
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域
医
療
連
携
・
在
宅
チ
ー
ム
医
療
の
標
準
化
が
も
た
ら
す

医
療
総
合
力
の
向
上
は
、
が
ん
対
策
、
認
知
症
対
策
、
各

種
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
介
し
て
関
係
資
源
へ
の
教
育
的
効
果
が
高
く
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

◆◆  

尾
道
市
医
師
会
方
式
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

◆
　

１
９
９
９
年
に
Ｃ
Ｇ
Ａ
を
ベ
ー
ス
に
考
案
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
尾
医
方
式
Ｃ
Ｃ
の
手
法
が
、
超
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
地
域
医
療
を
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
変
換
で
き

る
方
法
論
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｃ
に
よ
り
、
医
療
と
介
護
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
り
切
れ
目
な
く
、
急
性
期
を
含
み
「
地
域
」
の
包
括
的

空
間
で
超
高
齢
者
の
生
活
を
守
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

り
、
地
域
医
療
連
携
と
長
期
継
続
ケ
ア
の
整
理
が
可
能
に

な
る
。

　

基
本
に
あ
る
の
は
、
主
治
医
機
能
と
地
域
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
患
者
本
位
の
多
職
種
協
働
が
本
態
で
あ

る
。
こ
こ
で
Ｃ
Ｃ
は
介
護
保
険
対
応
で
は
な
く
、
高
齢
者

医
療
・
介
護
の
長
期
継
続
ケ
ア
に
お
け
る
地
域
医
療
シ
ス

テ
ム
の
実
践
手
法
と
し
て
、
急
性
期
・
回
復
期
・
生
活
期

の
機
能
分
担
を
可
能
に
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｃ
の
連
続
性
は
在
宅
主
治
医
の
評
価
と
適
正
介
入
が

継
続
的
に
行
わ
れ
る
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践

理
論
で
も
あ
り
、
超
高
齢
者
の
生
活
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
方
法
論
で
あ
る
。

　

在
宅
主
治
医
の
医
療
機
関
で
の
Ｃ
Ｃ
と
急
性
期
病
院
あ

る
い
は
回
復
期
病
院
の
退
院
前
Ｃ
Ｃ
が
標
準
化
さ
れ
、
最

近
は
看
護
小
規
模
で
の
在
宅
医
療
・
介
護
Ｃ
Ｃ
が
超
高
齢

社
会
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
切
り
札
と
し
て
次
々

と
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

◆◆  

超
高
齢
社
会
に
必
要
な

◆  

エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア

　

推
計
で
は
２
０
４
０
年
に
年
間
総
死
亡
者
数
が
約

１
６
０
万
人
に
な
り
、「
２
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な

る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
尾
道
は
高
齢
化
率

33
％
を
超
え
、
高
齢
が
ん
患
者
の
数
は
急
増
し
て
い
る
現

状
が
あ
り
、
国
の
政
策
技
術
と
地
域
医
療
の
モ
デ
ル
転

換
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
こ
こ
の
年
間
総
死
亡
者

１
６
０
万
人
の
数
値
は
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
と
地
域
医
療
・
介
護
の
体

制
に
つ
い
て
社
会
保
障
全
体
に
一

種
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
突
き
つ

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

◆◆  

超
高
齢
社
会
は
地
域
独
自

◆  

の
取
り
組
み
が
不
可
欠

　
「
尾
医
方
式
」
の
名
称
を
用
い

た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
良
い
人
口
サ
イ
ズ
だ
か
ら
こ
れ
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い

る
。
合
併
前
か
ら
尾
医
医
療
圏
は
１
市
２
町
で
あ
り
中
山

間
か
ら
島
嶼
部
を
含
ん
で
い
た
。地
域
医
師
会
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
の
医
師
会
方
式
（
地
域
の
方
式
）
と
い
う
工
夫
と
努

力
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
る
の
は
「
人
」
で
あ
り
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

す
る
医
療
者
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
、
ケ
ア
マ
ネ
、
民
生
委
員
の
不
断
の
努
力
が
理

解
で
き
な
け
れ
ば
本
質
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

尾
医
会
員
数
は
３
０
８
人
程
度
、
開
業
医
の
医
療
機
関

は
94
、
急
性
期
病
院
は
３
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
54

で
あ
り
往
診
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
な
い
。
尾
道
市
立
市
民

病
院
（
以
下
、
病
院
）
の
内
科
勤
務
医
の
疲
弊
が
出
た

２
０
０
８
年
５
月
か
ら
内
科
開
業
医
27
人
が
病
院
の
救
急

外
来
（
Ｅ
Ｒ
）
を
朝
８
時
15
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
カ

バ
ー
し
て
、
平
日
も
20
時
か
ら
23
時
ま
で
夜
間
診
療
所
を

運
営
し
て
い
る
。他
に
尾
医
の
休
日
当
番
体
制
は
小
児
科
・

内
科
・
外
科
と
３
系
統
で
９
時
か
ら
17
時
ま
で
継
続
し
て

い
る
。
ハ
ー
ド
な
在
宅
医
療
を
行
い
な
が
ら
も
、
チ
ー
ム

で
動
い
て
い
る
病
院
の
窮
状
を
無
視
で
き
な
い
開
業
医
集

団
が
尾
医
の
本
質
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
地
域

医
療
の
「
方
式
」
で
あ
り
進
化
形
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

１
９
９
１
年
の
尾
医
救
急
蘇
生
委
員
会
の
精
神
が
生
き
て

い
る
。

　

様
々
な
超
高
齢
医
療
の
課
題
に
向
け
て
地
域
医
療
の
総

合
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、「
医
術
」
を
習
得
し
全
人

的
な
領
域
で
知
識
と
技
術
を
磨
い
た
在
宅
主
治
医
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
覚
悟
を
も
っ
た
医
師
を
育
て
る
医
学
教
育

の
方
向
性
に
国
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る
。
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◆◆  

立
ち
上
げ
の
背
景

◆飯
塚
病
院
は
、
39
の
診
療
科
、
１
１
１
６
床
を
有
す
る

急
性
期
病
院
で
地
域
医
療
支
援
病
院
や
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
な
ど
地
域
内
唯
一
の
役
割
を
多
く
持
つ
、
地
域
の
基

幹
病
院
で
す
。

我
々
の
地
域
で
は
、
地
域
内
の
他
医
療
機
関
で
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
る
「
診
療
科
閉
鎖
」
や
「
入
院
受
入

れ
能
力
の
低
下
」
な
ど
が
起
き
、
当
院
に
患
者
さ
ん
が
集

中
、
当
院
へ
の
負
担
も
増
大
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
な
ど
で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
受
診
者
が
年
々
増
加
し
、
そ
の
8
割
が
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
患
者
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

患
者
が
集
中
す
る
こ
と
で
待
ち
時
間
は
長
く
な
り
、
不

調
を
訴
え
て
受
診
す
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
そ
ん
な

患
者
さ
ん
を
救
い
た
い
と
懸
命
に
対
応
す
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
疲
弊
し
、
医
療
現
場
は
混

乱
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
我
々
の
地
域
で
も
医
療
崩
壊

が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

我
々
の
地
域
が
今
後
も
「
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
地
域
」で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、必
要
な
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
や
地
域
連
携
の
促
進
と
い
っ
た
「
医
療
機
関
の

努
力
」
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
医
療
も
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
適
切
な

受
療
行
動
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
「
住
民
の

理
解
と
協
力
」
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
自
ら
行
動
す
る
仲
間

を
増
や
す
べ
く
我
々
が
行
っ
た
地
域
で
の
取
り
組
み
の
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆◆  

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

◆地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
我
々
の
地
域
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

①
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
（
病
気
の
予
防
）
②
医
療

機
関
と
上
手
に
付
き
合
う
（
適
正
受
診
）
―
と
い
う
２
つ

の
視
点
で
自
ら
行
動
し
、
周
囲
の
方
々
に
も
そ
の
知
識

を
伝
え
て
く
だ
さ
る
方

を
「
地
域
医
療
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
飯
塚
病

院
独
自
に
認
定
す
る
制

度
で
、
２
０
１
０
年
３

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

ゴ
ー
ル
ド
、
プ
ラ
チ
ナ

の
３
種
類
が
あ
り
、
そ

の
認
定
種
類
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
な
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

認
定
要
件
（
表
１
）
を

設
け
て
お
り
、
ま
ず
先

述
の
２
つ
の
視
点
に
関
す
る
知
識
を
学
習
・
実
践
し
て
い

た
だ
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
へ
、
次
に
地
域
医
療
が
抱
え
る
問
題

点
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
く
ゴ
ー
ル
ド
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
を
基
に
自
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
プ
ラ
チ
ナ
、

と
い
う
構
造
で
す
。

２
０
１
０
年
３
月
に
開
始
し
た
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
も
間
も
な
く
７
年
目
に
突
入
し
ま
す
が
、
２
０
１
６

年
２
月
１
日
時
点
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
５
９
７
人
、
ゴ
ー
ル

ド
１
７
３
人
、
プ
ラ
チ
ナ
14
人
の
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◆文
字
通
り
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

講
演
会
で
、年
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。地
域
医
療
サ
ポ
ー
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医
療
と
健
康
と
暮
ら
し

―
住
民
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
「
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
」
―

久
保
田 

委
美

飯
塚
病
院
企
画
管
理
課
広
報
室
室
長 福

岡
県
飯
塚
市

９

地
域
と
病
院
が
共
に
支
え
・
守
る
医
療

表 1　地域医療サポーター認定要件

地域医療サポーターレギュラー ２カ月に一度、奇数月に開催している「地
域医療サポーター養成講座」（以下、養成
講座）を計３回受講された方

地域医療サポーターゴールド 養成講座を計６回受講された方で、年に
２回開催している「サポーターズミーティ
ング」に計２回参加された方

地域医療サポータープラチナ ゴールドの認定を受けている方で、ご自
身で企画 ･開催する講演会を計２回行っ
た方



タ
ー
の
２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、「
病
気
の
予
防
」
と
「
上

手
な
医
療
機
関
と
の
付
き
合
い
方
」
に
関
す
る
２
つ
の
講

義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
33
回
開
催
し
、
延
べ

７
３
３
９
人
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
受
講
さ
れ
て
い
ま

す
。（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
時
点
）

◆◆  

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

◆地
域
医
療
が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
テ
ー
マ
に
地
域
医

療
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
で
、
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
１
グ

ル
ー
プ
５
～
６
人
の
小
グ
ル
ー
プ
（
当
院
ス
タ
ッ
フ
を
含

む
）
に
分
け
、
問
題
点
を
掘
り
下
げ
、
住
民
の
立
場
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
医
療
機
関
や
行
政
・
マ
ス
コ
ミ
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
す
。
集

ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
直
接
訪
問
し
て
提
案
す
る
ほ
か
、

当
院
の
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
関
係
先
へ
発
信
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
11
回
開
催
し
、
延
べ
７
３
６
人
の
地

域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
６
年
２
月
１
日
時
点
）

◆◆  

仲
間
を
得
て
広
が
る
活
動
の
輪

◆こ
れ
ま
で
６
年
間
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
と
し
て

は
、
①
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
受
診
者
内
訳
の
変
化
②
地
域

医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
③
メ
デ
ィ
ア
露

出
件
数
増
加
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
受
診
者
内
訳
の
変
化
」
は
、
重

症
度
別
の
受
診
患
者
数
の
推
移
（
図
１
）
で
示
す
通
り

２
０
０
９
年
度
を
ピ
ー
ク
に
総
患
者
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
内
訳
を
み
る
と
、
一
次
患
者
（
軽
症
患
者
）
は
減
少

し
て
い
る
一
方
、
入
院
加
療
が
必
要
で
あ
る
二
次
患
者
・

重
篤
で
集
中
的
な
治
療
が
必
要
な
三
次
患
者
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
あ
る
べ

き
姿
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
言
え
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

や
地
域
の
救
急
隊
員
た
ち
に
よ
る

啓
蒙
活
動
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、

２
０
１
０
年
に
開
始
し
た
地
域
医

療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
が
こ
の
変
化

傾
向
に
よ
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に「
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
」

は
、
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
自
身
が
企
画
し
て
開
催

さ
れ
た
、
病
気
予
防
や
適
正
受
診
に
役
立
つ
情
報
を
広
め

る
た
め
の
講
演
会
等
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
計
57
回
、

受
講
者
総
数
は
１
５
８
８
人
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
域
医
療
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
つ
地
域
住

民
お
よ
び
そ
の
方
々
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
露
出
件
数
増
加
」
に
つ
い
て
は
、

講
座
に
来
ら
れ
な
い
方
々
に
も
で
き
る
だ
け
広
く
こ
の
企

画
の
背
景
や
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
新

聞
社
の
地
元
支
局
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
依
頼
を

積
極
的
に
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
新
聞
64
件
、
雑
誌
９

件
、
テ
レ
ビ
２
件
で
、
企
画
意
図
を
含
め
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
新
聞
掲
載
記
事
を
広
告
費
換
算
す
る

と
、
１
３
２
３
万
６
６
７
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆◆  

経
済
的
に
も
健
全
な
制
度
運
営
を

◆ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
の
企
画
の
整

備
、
自
主
講
演
の
支
援
に
加
え
、
新
た
な
住
民
層
の
開
拓

な
ど
を
通
し
て
私
た
ち
の
大
切
な
仲
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
持
続
と
新
た
な
仲
間
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
制
度
の
運
営
に
か
か
る
作
業
工
数
や
費

用
を
ス
リ
ム
化
し
、
制
度
の
満
足
度
や
参
加
者
数
な
ど
、

制
度
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
運
営
の
最
適
化
を
図
り
、
経

済
的
に
も
健
全
な
制
度
運
営
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
活
動
の
継
続
・
発

展
を
通
し
て
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
地
域
医
療
を
支
え
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
地
域
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。
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図１　救命救急センター受診者数の推移グラフ

地域医療サポーター養成講座の様子

サポーターズミーティングの様子

地域医療サポーターにより開催された講演会の様子



◆◆ 

複
雑
化
す
る
救
急
現
場

◆通
勤
中
、
或
い
は
帰
宅
の
際
な
ど
、
た
ま
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
走
る
救
急
車
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
救
急
車
が
運
ん
で
い
る
の
は
ど
ん
な
人
で

し
ょ
う
か
。

消
防
庁
の
「
救
急
救
助
の
現
況
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
16

年
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
は
48
・
７
％
と
半
分
を
下
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
平

成
26
年
に
は
高
齢
化
を
反
映
し
て
か
55
・
５
％
と
半
数
を

超
え
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
影
響
か
、
急
病
に
よ
り
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
方
は
平
成
16
年
に
58
・
０
％
だ
っ
た
の
が
、
平
成
26
年

に
は
63
・
３
％
と
、
こ
ち
ら
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
交
通
事
故
等
に
よ
る
外
傷
の
場
合
と
違
い
、
こ

う
し
た
急
病
で
高
齢
の
方
は
、
そ
の
時
の
訴
え
だ
け
で
な

く
、
既
往
歴
や
投
薬
状
況
、
脳
梗
塞
等
の
病
気
を
考
慮
し

な
が
ら
医
療
機
関
を
選
定
、
搬
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
、
平
成
16
年
に
は
約

４
７
５
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年
に
は
約

５
４
０
万
人
と
10
年
間
で
10
％
強
増
加
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
毎
年
増
え
て
い
く
業
務
量
も
、
現
場
の
救
急
隊
や
医

療
機
関
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
救
急
患
者
の
た
ら
い
回
し
」
が
新
聞
等
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
の
方
か
ら
も
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
解
決
し
よ
う
と
日
々
現
場

が
努
力
を
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起

き
て
し
ま
う
の
に
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

な
ぜ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

◆  

救
急
車
に
配
備
し
た
の
か

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、
も
ち
ろ
ん
、
国
や
県
が
何

も
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
現
場
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
医
療
機
関
の
受
け
入

れ
可
否
や
空
床
な
ど
の
情
報
を
入
力
・
閲
覧
で
き
る
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
は
全
国
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀

県
に
も
平
成
14
年
に
は
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
情
報
の
入
力
作
業
が
煩
雑
で
あ
っ
た
り
、
シ

ス
テ
ム
導
入
当
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
は
閲
覧
で
き
る
端
末

の
設
置
場
所
が
限
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
、
せ
っ

か
く
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
現
場
で

運
用
す
る
の
は
難
し
く
、
あ
ま
り
活
用
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
有
効
に
使
っ
て
貰
え
る
の
か
。

搬
送
す
る
救
急
隊
に
と
っ
て
、
医
療
機
関
の
受
け
入
れ

可
否
や
空
床
な
ど
の
情
報
は
有
益
な
情
報
の
は
ず
で
す

し
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
、
事
前
に
情
報
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
想
定
し
て
い
る
傷
病
の
患
者
が
運
ば
れ
て
く
れ

ば
負
担
軽
減
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

平
成
22
年
、
当
時
の
県
の
救
急
医
療
担
当
者
が
現
場
を

知
る
た
め
に
、
救
急
車
に
同
乗
し
て
の
現
場
体
験
や
救
命
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救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
へ
の
密
着
を
関
係
者
に
根
気
強

く
依
頼
し
、
関
係
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
繋
が
り
ま

す
。狭

く
揺
れ
る
車
内
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
救
急
隊
は
携
帯
電
話
だ
け
を
使
っ
て
、
勘
を
頼
り

に
医
療
機
関
に
受
け
入
れ
を
要
請
し
て
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
る
側
の
医
療
機
関
は
、年
々
増
え
る
搬
送
に
、

自
分
達
の
と
こ
ろ
だ
け
に
安
易
に
運
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
疑
い
、お
互
い
が
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

消
防
署
の
端
末
で
詳
細
で
は
あ
っ
て
も
時
間
の
経
っ
た

受
け
入
れ
可
否
情
報
等
が
分
か
る
こ
と
は
実
は
重
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
救
急
車
の
中

か
ら
受
け
入
れ
可
能
な
医
療
機
関
が
分
か
る
こ
と
や
、
救

急
車
が
そ
の
日
ど
こ
の
医
療
機
関
に
何
件
運
ん
だ
か
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
、
各
救
急
隊
が
持
つ
そ
の
日
の
救
急
現

場
の
状
況
が
医
療
機
関
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
う

し
た
救
急
現
場
の
状
況
の
「
見
え
る
化
」
が
改
善
の
糸
口

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
そ
う
し
た
情
報
を
ど
こ
で
入
力
す
る
の
か
。

救
急
隊
は
出
動
中
、
忙
し
い
の
が
普
通
で
す
が
、
搬
送

終
了
後
、
病
院
か
ら
消
防
署
へ
帰
る
時
間
な
ど
、
少
し
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
ス
キ
マ
の
時
間
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
マ
の
時
間
で
必
要
な
入
力
を
す
る
に
は
、
衝

撃
に
強
く
、
起
動
が
早
く
て
操
作
性
が
よ
い
端
末
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
端
末
自
体
は
据
え
置
き
型
パ

ソ
コ
ン
の
よ
う
に
高
性
能
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
特
性
を
持
っ
た
端
末
が
平
成
22
年
５
月
に
日

本
で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
で
す
。

◆◆  

変
わ
る
佐
賀
県
の
救
急
医
療
と
今
後
の
展
望

◆平
成
23
年
４
月
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
救
急
車
に
配
備

し
た
新
シ
ス
テ
ム
「
99
さ
が
ネ
ッ
ト
」
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。結

果
、
そ
れ
ま
で
、
全
国
的
に
平
均
救
急
搬
送
時
間
は

増
加
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
佐
賀
県
は
34
・
３
分
か
ら

34
・
０
分
と
、
０
・
３
分
と
は
い
え
、
平
成
23
年
に
全
国
で

初
め
て
平
均
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
救
急
車
へ
の
配
備
に
よ
り
、

救
急
車
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は

予
想
外
の
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
救
急

隊
員
が
外
国
語
を
話
せ
な
く
て
も
、
翻
訳
ソ
フ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
、
外
国
人
の
方
と
意
思
疎
通
を
図
る
な
ど
、
現

場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
佐
賀
県
の
よ
う
な
規
模

の
決
し
て
大
き
く
な
い
自
治
体
に
と
っ
て
、
そ
の
コ
ス
ト

が
多
大
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
の
導
入
検
討
の
際
、
そ

の
必
要
性
や
、仕
様
の
検
討
に
お
い
て
、「
99
さ
が
ネ
ッ
ト
」

の
デ
ー
タ
が
利
活
用
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
繋

が
り
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
約
５
年
が
経
過
し
、
現
在
、
こ
の

５
年
分
の
「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
救
急
現
場
の
情
報
に
つ

い
て
、
佐
賀
県
で
は
分
析
・
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
分
析
・
検
討
の
結
果
を
基
に
、「
99
さ
が
ネ
ッ

ト
」
に
必
要
な
機
能
を
加
え
な
が
ら
、
救
急
現
場
の
更
な

る
改
善
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
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◆◆  

へ
き
地
医
療
支
援
機
構
の
設
置

◆沖
縄
県
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
方
、
太
平
洋
上
に
、

九
州
か
ら
台
湾
ま
で
、
１
千
㌔
を
超
え
て
島
々
が
連
な
る

「
琉
球
弧
」
の
南
半
分
を
占
め
て
い
る
。
東
西
１
千
㌔
、

南
北
４
０
０
㌔
の
広
い
海
域
に
、
１
６
０
余
の
島
々
が
点

在
し
、
う
ち
39
の
有
人
離
島
を
持
ち
、
離
島
人
口
が
総
人

口
の
10
％
を
占
め
る
全
国
有
数
の
島
嶼
（
と
う
し
ょ
）
県

で
あ
る
。
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
島
々
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、
沖
縄
県
は
全
圏
域
を
５
つ
に
分
け
た
医
療
圏
毎
に

県
立
病
院
を
配
置
し
、
そ
の
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の

機
能
と
と
も
に
、
圏
域
内
の
人
口
規
模
が
３
０
０
人
を
超

え
る
20
の
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
医
師
１
人
体
制
の
離
島

診
療
所
を
支
援
す
る
体
制
を
作
り
上
げ
た
。

し
か
し
、
県
立
病
院
自
体
も
勤
務
医
の
過
重
労
働
問
題

を
抱
え
、
診
療
所
に
対
す
る
支
援
が
充
分
だ
っ
た
と
は
言

え
な
い
。
平
成
13
年
、
国
は
な
か
な
か
身
を
結
ば
な
い
こ

れ
ま
で
の
へ
き
地
医
療
対
策
の
枠
組
み
を
大
き
く
変
え

た
。
第
９
次
日
本
へ
き
地
医
療
計
画
に
お
い
て
、
へ
き
地

医
療
支
援
の
中
心
的
位
置
付
け
で
あ
っ
た
「
へ
き
地
中
核

病
院
」
を
廃
止
し
、
へ
き
地
医
療
支
援
を
統
括
す
る
部
門

と
し
て
、
各
県
に
「
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
」
を
置
き
、

機
構
が
新
た
に
「
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
」
を
指
定
し
、

代
診
派
遣
の
調
整
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
本
県
に
お
い

て
は
、
１
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
平
成
14
年
県
福
祉
保

健
部
内
に
「
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
」

が
設
置
さ
れ
、
私
が
自
治
医
大
卒
業
医

師
で
、
離
島
診
療
所
の
経
験
者
で
あ
っ

た
た
め
、
支
援
機
構
の
専
任
担
当
官
を

拝
命
し
た
。

◆◆  

離
島
診
療
所
医
師
の
状
況

◆診
療
所
の
医
師
は
島
で
唯
一
の
医
師

と
し
て
そ
の
島
で
発
生
す
る
す
べ
て
の

健
康
問
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
島
に
い
る
間
は
診
療
時
間
外
で
も

休
日
で
も
24
時
間
待
機
状
態
で
あ
り
、

急
患
用
の
携
帯
電
話
は
手
離
せ
な
い
。

診
療
所
医
師
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
突
発
事
故
や
急

患
な
ど
の
救
急
医
療
か
ら
慢
性
疾
患
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
日
常
診
療
は
言
う
に
及
ば
ず
、
集
団
検
診
や
健
康

教
室
、
予
防
接
種
、
在
宅
医
療
な
ど
の
診
療
所
を
飛
び
出

し
て
地
域
で
の
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
須
で
あ
る
。
外

来
診
療
の
８
割
を
占
め
る
日
常
病
（
一
次
医
療
）
に
対
応

し
つ
つ
、
ひ
と
た
び
重
症
患
者
が
発
生
す
れ
ば
、
島
で
で

き
る
緊
急
処
置
を
施
す
と
同
時
に
島
外
の
病
院
へ
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
発
動
さ
せ
る
。

離
島
か
ら
の
急
患
搬
送
件
数
は
県
全
体
で
年
間
９
０
０
件

を
超
え
る
。
本
県
の
離
島
医
療
支
援
は
島
で
唯
一
の
医
師

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

◆◆  

ゆ
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

◆平
成
14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
へ
き
地
医
療
支
援
機

構
」
は
順
調
に
支
援
事
業
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
が
、
平
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成
16
年
に
筆
者
が
県
庁
を
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
一
時
中

断
す
る
。
転
職
先
は
「
へ
き
地
医
療
の
充
実
を
持
っ
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
自
治
医
大
の
卒
業

医
師
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
公
益
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
で
あ
っ
た
。
転
職
後
は
協
会
傘
下
の
東
京
北

社
会
保
険
病
院
（
現
在
の
東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
）
で
救

急
医
と
し
て
勤
務
医
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
も
公
立
久

米
島
病
院
や
座
間
味
診
療
所
な
ど
沖
縄
の
離
島
の
診
療
支

援
は
協
会
の
立
場
で
継
続
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
県
に

評
価
さ
れ
た
の
か
、
当
時
の
沖
縄
県
福
祉
保
健
部
長
と
病

院
管
理
局
次
長
が
お
二
人
揃
っ
て
協
会
本
部
に
お
い
で
に

な
り
、
最
近
の
離
島
医
療
支
援
が
滞
っ
て
い
る
の
で
、
も

う
一
度
沖
縄
の
支
援
機
構
の
専
任
担
当
官
を
引
き
受
け
て

ほ
し
い
と
要
請
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
19
年
、
二
度
目

の
「
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
」
と
全
国
に
向
け
て
沖
縄
の

離
島
の
支
援
を
希
望
す
る
医
師
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募

集
し
、
登
録
し
、
離
島
や
へ
き
地
の
代
診
医
や
常
勤
医
を

確
保
す
る
「
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
事
業
」
と
を
合
わ
せ
て
、

沖
縄
の
方
言
で
「
お
互
い
に
支
え
合
い
助
け
合
う
」
と
い

う
意
味
を
も
つ
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◆◆  

ゆ
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状

◆ゆ
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
、
ゆ
い
ま
ー
る
医
師
（
沖
縄
の
離
島
の
支
援
を
希
望
す

る
医
師
）
へ
の
登
録
数
は
現
在
１
０
０
人
を
上
回
っ
て
い

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
週
間
程
度
の
代
診
医
と
し
て
の

登
録
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ゆ
い
ま
ー
る
登
録
医
師
は
常

勤
医
と
し
て
忙
し
く
働
い
て
い
る
先
生
方
が
多
い
た
め
、

離
島
の
代
診
希
望
期
間
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が
低
い
の
が

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
振
興
協
会
の

関
連
病
院
の
先
生
方
を
中
心
に
年
間
１
０
０
日
程
度
の
代

診
医
派
遣
を
達
成
し
て
い
る
。
平
成
24
年
度
か
ら
、
新
た

な
沖
縄
県
の
委
託
事
業
と
し
て
「
専
門
医
派
遣
巡
回
診
療

支
援
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
眼
科
や
、
耳
鼻
科
、

皮
膚
科
な
ど
専
門
医
の
診
察
を
受
け
る
機
会
の
少
な
い
離

島
住
民
に
専
門
医
受
診
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、
島
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
専
門
医
を
募
り
、
月
に
１
回
程
度
の

専
門
外
来
を
実
現
す
る
も
の
だ
。
平
成
24
年
は
巡
回
診
療

回
数
が
31
回
、
受
診
患
者
が
４
１
１
人
で
あ
っ
た
が
、
年

を
追
っ
て
巡
回
診
療
回
数
が
57
回
、
71
回
、
受
診
患
者
数

も
６
７
５
人
、
８
４
３
人
、
と
順
調
に
実
績
を
積
み
上
げ

て
い
る
。

◆◆  

住
民
と
地
元
自
治
体
と
医
療
が

◆  

一
体
と
な
っ
た
地
域
医
療
へ

離
島
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
適
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
離
島

医
療
が
あ
り
、
医
療
シ
ス
テ
ム
も
柔
軟
に
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

沖
縄
の
離
島
医
療
支
援
は
ほ
と
ん
と
県
が
担
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
も
っ
と
キ
メ
細
か
い
、
も
っ
と
質
の
高
い

離
島
医
療
を
実
現
す
る
に
は
県
だ
け
で
な
く
地
元
自
治
体

と
住
民
と
、
医
療
人
が 

一
体
と
な
っ
て
「
地
域
医
療
プ

ロ
セ
ス
」
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

手
始
め
に
離
島
医
療
支
援
策
を
展
開
す
る
拠
点
と
な
る

「
離
島
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
県
と
離
島
の
自
治
体
が
共
同

で
設
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
う
。
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地
域
医
療
の
未
来
予
想
と
地
域
包
括
ケ
ア

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
著
作
の
中
で
、人
口
動
態
は「
す

で
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
未
来
」
で
あ
り
、
唯
一
、
確
実
な

未
来
予
想
図
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。
医
療
も
こ
の

予
想
可
能
な
未
来
予
想
に
対
し
て
、
十
分
な
準
備
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
に
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
こ
の
年
に
高
齢
化
率
が
一
気
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

２
０
２
５
年
に
向
け
、
急
速
な
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
の
増

大
や
、医
療
の
質
的
な
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
お
り
、

医
療
提
供
体
制
も
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
全
国
で
見
れ
ば
２
０
２
５
年
が
医
療
・
介
護
ニ
ー

ズ
の
ピ
ー
ク
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
道
府

県
毎
、
地
域
毎
に
見
て
い
く
と
、
高
齢
化
の
進
展
に
は
大

き
な
地
域
差
が
あ
り
ま
す
。
既
に
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
地
域
や
、
２
０
２
５
年

以
降
も
高
齢
化
が
進
展
し
人
口
も
増
加
す
る
地
域
な
ど
、

地
域
の
事
情
は
実
に
様
々
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
人
口
動
態
や
高
齢
化
率
な
ど
も
勘

案
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
介
護
の
世
界
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
体
制
で
は
高
齢
者
を
支
え
切

れ
な
い
た
め
、
病
院
や
施
設
だ
け
で
な
く
、
在
宅
や
地
域

全
体
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
出
来
る
地
域
ぐ
る
み
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
ぐ
る
み
の
仕
組
み
の
こ
と
を

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
び
、
市
区
町
村
ご
と

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
前
提
に
、
医
療
も
提
供
体
制
の
変
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
参
照
）
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-
houkatsu/

病
床
機
能
報
告
制
度
と
は

医
療
提
供
体
制
の
変
革
は
、
２
０
１
３
年
12
月
に
成
立

し
た
「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た

め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら
れ
た
枠

組
み
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

２
０
１
４
年
６
月
に
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
）」
が
成

立
し
、
こ
の
中
で
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
を
目
的
と

し
た
、
病
床
機
能
報
告
制
度
及
び
、
地
域
医
療
構
想
の
策

定
、
二
つ
の
施
策
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
国
の
議
論
の
中
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
に
つ
い
て
は
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
の
強
化
、

つ
ま
り
、
医
療
機
能
ご
と
に
役
割
を
明
確
化
し
て
い
く
こ

と
を
進
め
、
医
療
資
源
の
集
中
投
下
を
図
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
機
能
の
強
化
を
し
て
い
く
方
針
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携

の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
病
院
が
地
域
で
担
っ
て
い
る
病

床
機
能
の
見
え
る
化
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
病

床
機
能
報
告
制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

病
床
機
能
報
告
制
度
は
、
地
域
の
病
院
が
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
医
療
を
提
供
し
て
い

る
の
か
を
病
院
自
ら
が
報
告
し
、
都
道
府
県
毎
が
こ
れ
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
出
来
た
報
告
制
度
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
各
医
療
機
関
が
病
棟
単
位
で
、
医
療

機
能
（
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
）
に

つ
い
て
、「
現
状
」
と
「
今
後
の
方
向
」
を
報
告
し
、
更

に
①
構
造
設
備
・
人
員
配
置
等
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て

は
、
病
棟
単
位
で
報
告
②
医
療
の
内
容
に
関
す
る
項
目
に
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つ
い
て
は
、
病
院
単
位
で
報
告
を
行
い
ま
す
。

将
来
の
医
療
に
向
け
て
ど
ん
な
機
能
が
足
り
な
い
の

か
、
ど
ん
な
機
能
が
余
る
の
か
を
都
道
府
県
や
医
療
圏
単

位
で
把
握
・
分
析
し
、
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
情
報
源

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

（
参
照
）
病
床
機
能
報
告
制
度

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000055891.htm
l

地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
る

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
定
め
ら
れ
た
も

う
一
つ
の
施
策
が
「
地
域
医
療
構
想
」
で
す
。
地

域
医
療
構
想
は
、
前
述
の
病
床
機
能
報
告
制
度
に

よ
り
見
え
る
化
さ
れ
た
情
報
等
を
参
考
と
し
て
、

地
域
ご
と
に
将
来
、
特
に
２
０
２
５
年
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
見
据
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療

提
供
体
制
の
方
向
性
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
道
筋
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。２

０
１
５
年
３
月
に
は
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
、
都
道
府
県
に
よ
り
地
域
医

療
構
想
の
策
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
中
で
は
、
地
域
医
療
構
想
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

を
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
記
載
す
る
と
と
も

に
、
協
議
の
場
（
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
）
の

設
置
・
運
営
に
係
る
方
針
を
含
め
、
地
域
医
療
構

想
の
達
成
の
推
進
や
、
病
床
機
能
報
告
制
度
の
情

報
の
公
表
の
在
り
方
な
ど
も
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。（

参
照
）
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/file/05-Shingikai-

10801000-Iseikyoku-Soum
uka/0000088511.pdf

こ
の
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ

て
い
る
、
策
定
の
た
め
の
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
順
番
に
見

て
い
く
と
、

①
地
域
医
療
構
想
の
策
定
を
行
う
体
制
等
の
整
備

関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
関
係
す
る
会
議
の
委
員
選

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
関
係
者
と
は
、
地
域
の
医
療
関
係

者
は
も
ち
ろ
ん
、
保
険
者
や
患
者
・
住
民
、
市
町
村
な
ど

も
具
体
的
に
例
示
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
医
療
の

関
係
者
全
て
が
議
論
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

②�

地
域
医
療
構
想
の
策
定
及
び
実
現
に
必
要
な�

デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
及
び
共
有

地
域
医
療
構
想
の
策
定
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ

は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
一
元
的
に
整
備
し
、
都
道
府

県
に
情
報
提
供
と
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
に

は
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
、
病
床
機
能
報
告
制
度
等

に
よ
り
、
有
用
な
デ
ー
タ
が
報
告
・
提
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、こ
れ
ら
を
十
分
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

③�

地
域
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な�

医
療
提
供
体
制
を
整
え
る
た
め
の
区
域
︵
構
想�

区
域
︶
の
設
定

地
域
医
療
構
想
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
提
供
体
制
構

築
の
基
本
区
域
で
あ
っ
た
、
二
次
医
療
圏
を
原
則
と
し
つ

つ
、
あ
ら
か
じ
め
人
口
規
模
や
患
者
の
受
療
動
向
、
疾
病

構
造
の
変
化
、
基
幹
病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
変
化

な
ど
の
将
来
に
お
け
る
要
素
を
勘
案
し
て
、
構
想
区
域
と

い
う
新
た
な
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
構
想
区
域
ご
と
の
医
療
需
要

２
０
２
５
年
の
構
想
区
域
ご
と
の
医
療
需
要
（
高
度
急

性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
の
４
つ
の
機
能
ご
と

の
医
療
需
要
）
の
推
計
値
は
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
基

礎
デ
ー
タ
及
び
方
法
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
将
来
の
推

計
値
を
推
計
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
推
計
に
は
、
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Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
い
う
全
国
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
を
利
用
し
、

２
０
１
３
年
度
（
平
成
25
年
度
）
の
１
年
分
の
医
療
需
要

を
分
析
、
性
・
年
齢
階
級
別
に
人
口
の
将
来
予
想
を
勘
案

し
、
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
を
予
想
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
デ
ー
タ
・
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
将
来
予
想

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
将
来
予
想
に
加
え
、
現
状
の
医
療
提
供
体
制
と
の

差
を
み
る
こ
と
で
、
⑤
医
療
需
要
に
対
す
る
医
療
提
供
体

制
の
検
討
及
び
、
⑥
医
療
需
要
に
対
す
る
医

療
供
給
を
踏
ま
え
た
病
床
の
必
要
量
の
推
計

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑦
構
想
区
域
の
確
認

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
医
療
の
将
来
需
要

を
予
想
し
、
現
在
の
医
療
提
供
体
制
と
の
差

を
埋
め
る
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
が
、
こ
の
中
で
患
者
が
居
住
す
る
地
区
か

ら
出
て
医
療
を
受
け
る
場
合
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
医
療
圏
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、

患
者
が
流
出
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
医
療
の

供
給
体
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
将
来
推
計
と
、
現
在
の
流
出
入
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
近
接
す
る
医
療
圏
や
都
道

府
県
と
調
整
を
行
い
、
最
終
的
に
ど
こ
で
医

療
を
提
供
す
る
の
か
を
決
定
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
に
人
口
規
模
や
病
院

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
な
ど
も
考
慮
し
、
設

定
し
た
構
想
区
域
の
妥
当
性
を
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

⑧�
将
来
の
あ
る
べ
き
医
療
提
供
体
制
を��

実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
検
討

地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
地
域
医
療

構
想
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
と
併
せ
て
、
構
想
達
成
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
医
療
構
想
は
策
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
す
。

実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
前
に
、
都
道
府
県

は
病
床
機
能
報
告
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
デ
ー
タ
分
析
か

ら
、構
想
区
域
ご
と
の
課
題
抽
出
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、

自
分
の
地
域
は
脳
卒
中
を
診
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
十
分

に
存
在
し
て
い
る
か
等
を
具
体
的
に
デ
ー
タ
に
基
づ
き
分

析
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
都
道
府
県
は
、
構
想
区
域
ご
と
に
抽
出
さ
れ
た
課

題
に
対
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分

析
や
施
策
の
検
討
は
、
地
域
医
療
構
想
策
定
後
に
、
地
域

医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
毎
に

地
域
医
療
調
整
会
議
を
設
置
し
、そ
の
中
で
協
議
を
行
い
、

地
域
で
の
話
合
い
の
上
で
、
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
医
療

提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
協
議
さ
れ
た
施

策
を
実
現
す
る
た
め
の
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

を
準
備
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
調
整
会
議
で
協
議
さ
れ
た

施
策
が
、
毎
年
度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
係

る
都
道
府
県
計
画
の
策
定
の
基
本
方
針
や
、
医
療
計
画
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
は
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
実
情
を
勘

案
し
、
そ
の
地
域
が
将
来
的
に
変
化
し
て
い
く
医
療
・
介

護
の
需
要
を
予
測
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
地
域
の
中

で
十
分
に
協
議
を
行
い
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
将
来

の
医
療
需
要
に
対
し
て
、
最
も
効
率
的
に
医
療
提
供
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
有
限
な

医
療
資
源
を
将
来
の
医
療
需
要
の
変
化
に
合
わ
せ
て
適
正

に
配
置
し
て
い
く
と
い
う
観
点
が
重
要
で
す
。

（
参
照
）
地
域
医
療
構
想

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000080850.htm
l
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地
域
医
療
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は

将
来
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
地
域
医
療
構
想
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
１
︶
病
床
の
機
能
分
化
及
び
連
携
の
推
進

不
足
す
る
医
療
機
能
を
担
う
病
床
の
増
床
や
病
床
機
能

の
転
換
、
そ
れ
に
伴
う
施
設
・
設
備
の
支
援
や
医
療
機
関

が
役
割
分
担
を
し
て
有
効
に
機
能
す
る
た
め
の
連
携
施
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
ま
で
の
医
療
提
供
体
制

は
急
性
期
医
療
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
増
加
す

る
高
齢
者
の
疾
患
を
し
っ
か
り
と
診
て
い
け
る
回
復
期
医

療
の
整
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

︵
２
︶
在
宅
医
療
の
充
実

在
宅
医
療
の
提
供
体
制
の
充
実
の
た
め
に
は
、
人
材
の

確
保
や
育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
機
関
、
訪
問
看

護
事
業
所
、
地
域
医
師
会
な
ど
地
域
の
関
係
者
に
お
け
る

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
も
有
効
に
活
用
し
、
連
携
も
含
め
た
在

宅
医
療
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

︵
３
︶
医
療
従
事
者
の
確
保
・
養
成

地
域
に
医
療
提
供
体
制
構
築
の
た
め
に
は
、
施
設
だ
け

で
は
な
く
、
十
分
な
医
療
従
事
者
の
確
保
と
養
成
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
枠
や
地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
偏
在
対
策

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
２
０
１
６
年
12

月
よ
り
「
医
療
従
事
者
需
給
の
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
中
で
地
域
の
医
療
従
事
者
需
給
や
偏
在
対
策
に
関
し

て
も
議
論
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
課
題
は
様
々
で
す
の
で
、
地

域
の
実
情
を
把
握
・
分
析
し
、
課
題
の
抽
出
を
行
っ
た
上

で
、
地
域
に
最
も
適
し
た
施
策
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
地
域
に
お
け
る
関
係
者
内

で
協
議
を
十
分
に
行
い
、
患
者
か
ら
も
提
供
者
側
か
ら
も

納
得
の
出
来
る
、
地
域
に
必
要
な
医
療
介
護
体
制
を
構
築

し
、
将
来
の
医
療
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

避
け
ら
れ
な
い
人
口
変
化
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

医
療
・
介
護
は
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
変

革
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
医
療
・
介
護
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
医
療
・
介
護
よ
り
産
業
が
先
に
影
響
が
出
て

い
る
地
域
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
口
変

化
に
よ
り
産
業
が
維
持
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
地
域
も
多

数
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
、
そ
の
中
で
医
療
・
介
護

だ
け
が
地
域
に
生
き
残
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
地
域

活
性
の
上
に
こ
そ
地
域
医
療
の
維
持
が
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
・
介
護
の
な
い
地
域
か
ら
人
が

離
れ
て
し
ま
う
た
め
、
地
域
に
お
い
て
医
療
・
介
護
は
最

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
限
ら
ず
資
源
は
有
限
で
す
、
医
療
需
要
は
増
大

し
て
い
く
一
方
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
重
要
な

こ
と
は
、
身
近
な
医
療
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
一
人
一
人
が
地
域
全
体
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
る
こ
と
、
全
体
最
適
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
全
体
を
守
る
た
め
に
必
要
な
医
療
は
何
か
、
必
要

な
医
療
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
が
出
来
る
こ
と
は
何

か
、
そ
れ
を
地
域
全
員
で
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
が
、
地

域
医
療
を
守
る
最
良
の
方
法
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
国

が
一
律
に
管
理
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

実
情
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
人
達
が
自
ら
考
え
、
自
ら

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
を
守
る
た
め
に
最
も

重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
２
５
年
、
更

に
は
２
０
４
０
年
、
自
分
達
の
子
ど
も
や
孫
の
代
に
、
地

域
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
全
員
で
も
う
一
度
ゆ
っ
く

り
考
え
る
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
後

押
し
を
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、都
道
府
県
と
も
連
携
し
、

予
算
の
確
保
を
は
じ
め
、
十
分
に
支
援
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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﹁
合
計
特
殊
出
生
率
２
﹂
を 

　

目
標
に
掲
げ
て

少
子
化
は
社
会
の
活
力
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
社
会
経
済
の
持
続
性
を
揺
る
が
す
要

因
と
な
る
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
全
国
の

自
治
体
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
県
で
は
、
県
民
が
理
想
と
す
る
子
ど

も
の
数
「
２
人
か
ら
３
人
」
の
希
望
が
か

な
え
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、「
合
計
特
殊
出
生
率
２
」
を
目
標
に

掲
げ
て
お
り
、
今
回
、
市
町
と
と
も
に
進

め
る
少
子
化
対
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
の
羅
針

盤
」を
作
成
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ふ
じ
の
く
に
少
子
化 

　

突
破
戦
略
事
業
へ
の
取
り
組
み

本
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成

20
年
以
降
「
１
・
50
」
か
ら｢

１
・
54｣

で
あ
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
静
岡
は
東
西
に

長
く
、
地
域
ご
と
に
産
業
構
造
や
立
地
条

件
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、「
１
・
82
」
か
ら

「
１
・
22
」
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
地
域

別
で
は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
各
市
町
の
合

計
特
殊
出
生
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を

分
析
し
、
課
題
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ

と
で
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
研
究
の
分
野
で

も
珍
し
く
、
こ
れ
ま
で
他
の
自
治
体
で
も

実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県

内
の
学
識
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ

め
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
に
影
響
を 

　

与
え
る
要
因
の
把
握
・
分
析

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
合
計
特
殊
出
生

率
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因

を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
、
30
本
の
社
会

経
済
的
・
施
策
指
標
を
①
合
計
特
殊
出
生

率
の
要
因
分
解
②
主
成
分
分
析
③
重
回
帰

分
析
を
組
み
合
わ
せ
実
施
し
ま
し
た
。︵
図

１
︶①

の
要
因
分
解
で
は
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
結
婚
と
夫
婦
の
出
生
力
に
よ
る
影

響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
要
因
を
、
結
婚
、

第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
以
上
、
の
４

つ
に
分
解
し
、
各
市
町
の
出
生
率
が
ど
の

要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
分

布
図
に
よ
り
表
し
ま
し
た
。

②
の
主
成
分
分
析
で
は
、
30
本
の
社
会

経
済
的
・
施
策
指
標
を
地
域
の
働
く
力
や

地
域
の
に
ぎ
わ
い
力
な
ど
の
６
つ
に
区
分

し
た
後
、
市
町
別
に
分
析
し
分
布
図
に
表

し
ま
し
た
。︵
図
２
︶

最
後
に
、
①
合
計
特
殊
出
生
率
の
要
因

と
②
主
成
分
分
析
し
た
地
域
力
の
関
係
性

を
重
回
帰
分
析
し
た
結
果
、
結
婚
か
ら
第

１
子
ま
で
は
、
雇
用
環
境
や
地
域
の
魅

力
、
乳
幼
児
サ
ポ
ー
ト
の
状
況
が
影
響
を

与
え
、
第
２
子
、
第
３
子
以
降
に
な
る
と

夫
婦
や
地
域
の
関
係
性
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

分
析
結
果
の
﹁
見
え
る
化
﹂

「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
の
羅

針
盤
」
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市

町
の
み
な
ら
ず
、
県
民
の
誰
も
が
知
り
た

い
時
に
容
易
に
必
要
と
す
る
少
子
化
対
策

に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
図
や
グ
ラ
フ
を
用
い
、
市
町
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
加
え
る
な
ど
「
見
え
る
化
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

【
長
泉
町
】

県
内
で
１
・
82
と
裾
野
市
と
並
ん
で
最

も
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
長
泉
町
で
す

が
、
約
30
年
前
は
、
県
内
順
位
は
29
位
で

し
た
。
平
成
10
年
の
「
子
育
て
支
援
総
合

計
画
」
策
定
後
、こ
ど
も
医
療
費
の
充
実
、

保
育
料
の
無
償
化
な
ど
手
厚
い
子
育
て
支

援
に
取
り
組
み
、
平
成
15
～
19
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
県
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
分
析
で
「
結
婚
に
よ
る
要
因
」

及
び
「
第
１
子
の
要
因
」
が
県
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
雇
用
環
境
が
良
好
で
地
域

が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
行
政
の
子
育

て
支
援
策
の
充
実
な
ど
が
合
計
特
殊
出
生

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
町
長
の
「
日
本
一
の
笑
顔

が
輝
き
続
け
る
ま
ち
」
を
目
指
す
と
い
う

八
木　

貴
美

静
岡
県
こ
ど
も
未
来
課

少
子
化
対
策
班
長

―
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破
戦
略
―

「
合
計
特
殊
出
生
率
２
」
を
目
指
し
て

静岡県



33 2016・４月号 地域づくり 特集編

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
と
お
り
、今
後
は
、

「
第
３
子
以
上
要
因
」
に
影
響
す
る
、「
夫

婦
の
協
働
力
」
や
「
家
族
・
地
域
の
絆
力
」

を
高
め
る
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
合

計
特
殊
出
生
率
「
２
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
熱
海
市
】

合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
22
と
県
内
で

最
も
低
い
熱
海
市
は
、
今
回
の
分
析
に
よ

り
「
地
域
の
働
く
力
」
や
「
地
域
の
に
ぎ

わ
い
力
」
が
県
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、「
結
婚
要
因
」
が
合
計
特
殊
出
生

率
を
下
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、「
子
育
て
基
盤
力
」
や
「
夫
婦

の
協
働
力
」
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、「
第
３
子
以
上
要
因
」
に
有
利
に
働

い
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
子
育
て
世
代
の

声
を
反
映
し
た
公
園
の
整
備
や
、
大
手
家

具
量
販
店
と
連
携
し
た
市
営

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
な

ど
、
行
政
の
子
育
て
支
援
へ

の
取
組
も
熱
心
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

未
婚
化
、
晩
婚
化
へ
の
対
策

に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
向
上
が
期

待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
と
市
町
が
連
携
し
て

今
回
の
事
業
を
通
し
て
、「
地
域
の
働

く
力
」
と
い
っ
た
雇
用
状
況
や
「
子
育
て

基
盤
力
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
充
実
し

て
い
る
市
町
で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が

相
対
的
に
高
く
、合
計
特
殊
出
生
率
「
２
」

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
若
者
の
安
定
的

な
雇
用
の
確
保
策
や
正
規
就
業
継
続
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。今

後
は
、「
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破

戦
略
の
羅
針
盤
」
を
少
子
化
対
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
、
市
町
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
結
婚
支
援
策

な
ど
に
も
取
り
組
み
、
若
い
世
代
が
結
婚

や
家
庭
を
持
つ
こ
と
へ
の
夢
を
抱
き
、
そ

の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。静

岡
県
と
市
町
の
輝
く
未
来
の
た
め

に
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
オ
ー
ル
静

岡
で
「
出
会
っ
て
よ
し
、結
ば
れ
て
よ
し
」

「
生
ん
で
よ
し
、
育
て
て
よ
し
」
の
静
岡

県
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
本
県
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
主
成
分

分
析
を
用
い
た
地
域
力
は
、
静
岡
県
の
市

町
の
デ
ー
タ
の
ば
ら
つ
き
か
ら
算
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
他
県
で
同
じ
30
本
の
社
会

経
済
的・施
策
指
標
を
用
い
て
分
析
を
行
っ

て
も
、
各
地
域
力
に
集
約
さ

れ
る
と
は
限
ら
ず
、
地
域
力

に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
型
の

指
標
と
な
り
ま
す
が
、
出
生

率
の
要
因
分
解
は
、
他
の
自

治
体
で
も
同
じ
方
法
で
要
因

を
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。「

ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突

破
戦
略
の
羅
針
盤
」
は
こ
ち

ら
か
ら
↓

http://w
w
w
.pref.

shizuoka.jp/kousei/ko-
130/toppa.htm

l

図１　分析の全体像

図 2　地域力の地理的分布
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